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は じ め に

　海外では、積極的に最先端の技術を取り入れるなど新たなまちづくりが進められて

います。

　そこで、本号では、アジアにおけるまちづくりの最前線を特集します。
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東アジア・東南アジア諸国・地域は、1980
年代末から始まるグローバル経済化に世界のど
の地域より良く適合し、海外から投資・技術を
誘致し、圧縮化された工業化・サービス経済化
を達成してきた。1980年代にアジア新興工業
経済地域と呼ばれた国・地域はその競争力を強
化させてグローバル市場を獲得し、あるいはア
ジア太平洋地域の国際ビジネスセンターとして
発展を遂げる。2000年代以降の急速なデジタ
ル化のもとで、新興国では先進国が歩んできた
技術発展とその制度基盤を飛び越して、新しい
サービスを次々と生み出すリープフロッグ型
発展注（1）がみられるようになった。今回の特集
で取り上げられたアジアの国・地域における1
人当たりGDP（2023年：名目価格）をみると、
日本の33,767ドルに対して、近年の急激な円安
の影響もあるが、都市国家シンガポールは日本
をはるかに上回る84,734ドル、韓国と台湾はそ
れぞれ33,121ドル、32,404ドルに達して日本と
同水準にある。中国やインドネシアは広大な地
方・農村地域を抱える大国であり、1人当たり
GDPはそれぞれ12,614ドル、4,876ドルに留まっ
ている（図1）。しかし、大都市圏GRPベース
でみれば日中の差は縮小し、発展途上のインド
ネシアも2045年の長期発展ビジョンにおいて
先進国入りを目指している。

日本における欧米都市研究は先進事例を学
び、その政策的含意を得るという点において日
本の都市研究の一環としての性格を有してい
る。それに対し、アジアの都市研究は地域研究
や国際協力に資する研究であり、日本とは関わ
りの薄い研究分野としてみなされてきた。今
日、その状況は一変しつつある。豊かになった

東アジア・東南アジアの都市は、日本と同じ時
代性のもとにある。地球環境問題、環境に優し
い都市づくり、激甚化する自然災害、高齢化、
グローバル化と経済成長、デジタル化などの諸
課題や技術革新への対応など、同様の政策課題
を共有している。発展期にあるアジア諸都市で
は、サステイナブルシティ、リバブルシティ、
エコシティ、スマートシティ、レジリエント、
イノベーション／スタートアップ・エコシステ
ムなどの現代的な計画概念による都市計画や開
発・都市活性化プロジェクトが次々と生まれつ
つある。とりわけ、中国・韓国・台湾・シンガ
ポールはスタートアップ・エコシステムの発展
とともにデジタルサービスが社会実装され、日
本以上にスマートシティ化が進み始めている。

今回のアーバン・アドバンス特集「アジアで
の先進的なまちづくり」は、まさにそのような
状況を報告するものである。拙稿の「シンガ
ポール：世界クラスの都市実現と制度基盤」は
2000年代以降にシンガポールが目指した世界
クラスの都市像とはどのようなものであり、そ
れがどう達成されているかを、国際競争力を有
するグローバルシティの実現、世界クラスの生
活の質とシンガポール・アイデンティティの確
立という二つの視点から検証している。小笠
原・益子・新階各氏の「韓国のSmart City 2.0：
烏山市と釜山市の挑戦にふれて」は、2008年
ユビキタス都市建設法から2018年スマートシ
ティ造成・産業振興法へと法制度が進化するな
かで、スマートシティのバージョンアップやそ
の先進都市事例の取組みを紹介している。この
調査は、日韓共通の政策課題の解決のために日
本の国土技術政策総合研究所と韓国国土研究院

巻頭言　
発展するアジアと都市づくりの同時代性

名城大学　教授　　福島　茂
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テーマについて先進的な都市づくりを紹介して
いる。先に、日本とアジアは都市づくりにおい
て同時代性のなかにあると述べた。しかし、ア
ジア諸都市の先進的なまちづくりが、日本が学
ぶべきグッドプラクティスであるとの認識は一
部を除いてまだ広がっていない。本特集が、都
市づくりにおいても「アジアと日本が相互に学
び合う」時代に入ったことを再認識する機会に
なれば幸いである。

図1　日本とアジアの1人当たりGDPの推移
出所：World Bank, IMF データベース2024をもとに作成

補注
（1）	 リープフロッグ型発展とは、新興国がデジタル技

術を活用することで、先進国が長期間にわたり社

会基盤・法制度を整え段階的に発展してきた過程

を飛び越え、新しい社会サービスを普及させ、関

連ビジネスが発展していくことを指す。新興国で

のスマートフォンの急速な普及がデジタルサービ

スのプラットフォームとなった。

が締結した研究交流協定のもとで進められたも
のである。日韓が同時性のもとに都市・地域づ
くりを進めていることが見て取れる。是枝氏の

「台湾高雄市のスタートアップ支援とまちづく
り」は、産業構造の高度化を目指して高雄市が
推進している①アジア・ニュー・ベイエリア・
プロジェクト、②半導体産業育成、③スター
トアップ支援の取組みについて報告している。
これらの3つの政策が戦略的に統合されたアプ
ローチとなり、重工業・港湾都市の産業構造の
高度化を図る実態が紹介されている。韓国と台
湾の報告は、首都圏一極集中に対する地方圏の
活性化という意味で、日本と共通する政策的文
脈をもつ。野村氏の「中国・深圳の都市発展と
駅まち人自然一体TOD」は、中国のシリコン
バレーと呼ばれる深圳市の都市発展の現状、持
続可能な都市に向けたアプローチであるTOD
と中国最大規模の深圳西麗総合交通ハブの開発
計画について報告している。この開発計画に
は、日本から日建設計が基本構想策定・設計業
務に参画しており、日本のTODの経験をさら
に発展させたTOD4.0「駅・まち・人・自然の
融合」をコンセプトとした開発が紹介されてい
る。志摩氏の「インドネシア新首都ヌサンタラ
の構想と現在地」は、インドネシアが建国100
周年に当たる2045年までに先進国入りを果た
す目標を掲げ、経済発展の中核プロジェクトと
して位置付ける新首都ヌサンタラ構想について
報告したものである。新首都構想は、首都ジャ
カルタの一極集中問題や地球温暖化に伴う海面
上昇への対応という側面をもつ。その構想で
は、世界で最も持続可能なグローバルシティと
して、自然・緑・水が織りなす都市環境、循環
的かつエコでレジリエントな都市、スマートシ
ティ、全ての人への経済発展機会の創出といっ
た開発ビジョンが描かれている。

これらの5報告は、サステイナブル、スマー
ト、グローバル、リバブル、産業の高度化とス
タートアップエコシステム、TODと都市再生
など、多くの日本の諸都市が課題としている
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1　はじめに
中国の南方都市「深圳」は、香港に隣接し経

済特区に指定されてから急速な発展を遂げた都
市の一つです。本記事では、深圳の歴史と発展、
そしてその発展の過程において都市基盤として
国家戦略にもなった中国における駅まち一体
開 発：TOD（Transit-Oriented Development）
について深掘りします。後半では、日建設計が
2022年国際コンペで当選した中国最大規模の
深圳西麗総合交通ハブ（図1）に焦点を当て、
駅まちだけでなく人や自然を取り込んだ新しい
TODについて説明します。

図1　深圳西麗総合交通ハブ

2　中国・深圳とは
（1）深圳の歴史と発展

深圳は広東省の南部にあり、珠江口の東岸に
位置し、東は大亜湾と大鵬湾、西は珠江口と伶
仃洋に面しています。南は深圳河を挟んで香港
と接し、北は東莞市と恵州市に接しています

（図2）。気候は亜熱帯モンスーン気候に属し、
長い夏が特徴的で年間平均気温は約23.3℃、年
間降水量は約2,000ミリメートルで、雨季は主
に4月から9月に集中します。

図2　深圳の地理的位置付け

都市としては、1979年に中国政府によって
経済特区に指定されました。これは、中国の改
革開放政策の一環として行われたもので、深圳
はその実験的な役割を担うこととなりました。
当時、深圳は小さな漁村であり、人口もわずか
数万人に過ぎませんでしたが、経済特区の指定
により、深圳は急速な発展を遂げることとなり
ます。

1980年代初頭、深圳は製造業を中心に発展
し始めました。特に、電子機器や電気製品の製
造が盛んであり、多くの工場が設立されまし
た。この時期には、全国各地から多くの労働者

野村　哲
のむら　てつ

1975年広島生まれ。MSc。武蔵野美術
大学建築学科卒、オランダ・デルフト
工科大学都市工学科大学院卒。アトリ
エや組織設計事務所を経て、現在日建
設計都市デザイングループ部長。主に、
海外のマスタープランやTOD、都市更
新プロジェクトを手掛ける。JIA正会員、
藤沢市まちづくりアドバイザー他。

中国・深圳の都市発展と駅まち人自然一体 TOD

日建設計　都市社会基盤部門　都市デザイングループ　部長　　野村　哲
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図3　深圳博物館

（2）深圳の都市課題
深圳の発展は、今後も続くと期待されている

一方で、その急速な発展の中でいくつかの都市
課題を抱えています。ここでは、それら都市課
題を5つに分類したいと思います。なお、これ
ら都市課題は深圳のみならず、急速な発展を遂
げた中国の大都市全般に共通する課題とも言え
ます。
1）交通渋滞と公共交通の整備

深圳は急速な人口増加と経済発展に伴い、車
の所有率が高まり交通渋滞が深刻な問題となっ
ています。特に、通勤時間帯には主要道路が混
雑し、移動時間が大幅に増加します。これに対
して、深圳市政府は地下鉄網の拡充やバス・ラ
ピッド・トランジット（BRT）システムの導
入検討を進めていますが、依然として交通渋滞
の解消には至っていません。
2）住宅問題と不動産価格の高騰

深圳は経済発展に伴い、不動産価格が急騰し
ています。一時期は中国におけるマンション相
場の最高値が深圳だった時期もあります。その
ような状況において、多くの市民が住宅を購入
することが難しくなり、住宅問題が深刻化して
います。特に、若年層や低所得者層にとっては、
手頃な価格の住宅を見つけることが大きな課題
となっています。深圳市政府は、公営住宅の建
設や住宅ローンの支援などを通じて、この問題
に対処しようとしていますが、近年の経済低迷
が追い打ちとなり問題解決に至っていません。
3）環境問題と持続可能な発展

深圳は、亜熱帯モンスーン気候に属してお

が深圳に集まり、人口が急増しました。深圳は
「世界の工場」として知られるようになり、中
国の輸出産業の中心地となりました。

1990年代に入ると、深圳の経済はさらに多
様化し、サービス業や金融業も発展し始めまし
た。深圳証券取引所の設立は、金融センターと
しての地位を確立する一助となりました。ま
た、この時期には、インフラ整備も進み、高速
道路や鉄道、港湾施設などが次々と建設されま
した。これにより、深圳は交通の要所としての
役割も果たすようになりました。

2000年代に入ると、深圳はIT産業やハイテ
ク産業の中心地として急成長しました。特に、
インターネット関連企業や通信機器メーカーが
集積し、深圳は「中国のシリコンバレー」と
して知られるようになりました。Tencentや
Huaweiなどの大企業が本社を構える都市とな
り、世界的な技術革新の拠点となっています。
これらの企業は、深圳の経済成長を牽引し、都
市の発展に大きく寄与しています。

2010年代には、深圳はさらに国際的なビジ
ネスハブとしての地位を確立しました。多くの
外国企業が深圳に進出し、国際的な交流が盛ん
になりました。また、深圳市政府は環境保護や
都市緑化にも力を入れており、住みやすい都市
としての評価も高まっています。公共交通の整
備や都市インフラの充実により、深圳は人口
1,800万人を超える大都市でありながら、快適
な生活環境を提供しています。

深圳の発展は、単に経済的な成長だけでな
く、文化的な側面でも大きな変化を遂げていま
す。多くの文化施設やイベントが開催される
都市としても知られており、深圳博物館（図
3）や深圳大劇院などの多数の文化施設は、市
民や市外からのツーリストにとって重要な文化
拠点となっています。また、毎年開催される
深圳国際文化産業博覧会（ICIF（International 
Cultural Industries Fair））は、国内外から多
くの参加者を集め、深圳の文化産業の発展に寄
与しています。
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としています。
これらの都市課題に対して、経済特区として

深圳市政府は積極的な対策を講じています。さ
らに、深圳の人口が2000万人に迫る状況の中
で、2017年にスタートした香港・マカオと中
国広東省の主要都市を統合した地域発展を目指
す計画「グレーターベイエリア構想（大湾区構
想）」（図5）が課題解決や今後の都市発展の基
盤になると考えられています。後述するTOD
や高鉄駅である深圳西麗総合交通ハブもその構
想の一端を担っています。

図5　大湾区構想

3　TODについて
（1）中国のTOD「駅まち一体」について

中国では、人口100万人を超える大都市が
2024年時点で105都市に達し、1,000万人を超
える超大都市が10を数えます。先述の通り深
圳も超大都市の一つです。そのような大都市の
交通流動性の確保と持続可能な発展を目指し、
TODが2000年代に入ってから中国政府主導の
下で注目されています。TODは、公共交通機
関を中心に据えた都市開発の手法であり、自動
車依存から公共交通への転換を促進します。こ
れにより、都市の中心部における交通渋滞の緩
和や駅周辺の経済効果、環境負荷の軽減などが
期待されています。

その背景として3つのポイントに着目したい

り、本来植生豊かで水と緑に覆われた自然豊か
なエリアですが、急速な都市化に伴い、環境問
題を抱えています。緑地の減少や大気汚染、水
質汚染、廃棄物処理の問題などが挙げられま
す。また、人口に対して十分な公共空間の整備
が追い付いていない現状もあります。深圳市政
府は、環境保護政策を強化し、再生可能エネル
ギーの利用促進や都市緑化の推進を行っていま
すが、持続可能な発展を実現するためには、さ
らなる取り組みが必要な状況です。
4）社会インフラの整備

深圳は急速な人口増加に伴い、教育や医療、
福祉などの社会インフラの整備が追いついてい
ない状況にあります。特に、深圳の都市部には
アーバンビレッジ「都市の中の村」（図4）と
呼ばれる都市化から取り残された中低層高密な
居住区がありますが、住環境もインフラ整備の
遅れも深刻な状態にあり、市民の生活の質に影
響を及ぼしています。深圳市政府は、これらの
社会インフラの整備を進めるために、都市更新
の推進やインフラ整備予算の増額を計画してい
ます。

図4　アーバンビレッジ

5）労働力の確保と人材育成
深圳は高度な技術産業が集積する都市である

ため、優秀な人材の確保が重要な課題となって
います。しかし、急速な経済発展に伴い、労働
力の需要が高まり、特に高度な技術を持つ人材
の不足が問題となっています。深圳市政府は、
教育機関との連携を強化し、人材育成プログラ
ムを充実させることで、この問題に対処しよう
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都市を中心に58の都市で地下鉄網の拡充が推
し進められています。その総延長は約10,800キ
ロメートルにも達し2023年だけでも約800キロ
メートルが新たに建設されました。ちなみに東
京の地下鉄の総延長が約300キロメートルです
ので、その急速な広がりに驚かされます。

また、地下鉄だけでなくバスやオンデマンド
タクシーなどの公共交通の整備やスマート交通
の発展により、都市の交通渋滞の緩和や住民生
活の質が向上しています。例えば、広州市では、
BRTシステムが導入され、地下鉄よりも建設
コストが安価で効率的な公共交通サービスが提
供されています。これらにより、従来自動車利
用が多かった中・高所得階層の公共交通利用率
が向上し、都市内の移動がスムーズになり、通
勤・通学時間の短縮や交通事故の減少が実現さ
れています。
3）注目される日本のTOD

中国におけるTODの導入にあたっては、日
本の成功事例が参考にされています。日本で
は、1960年代から始まる高度成長期の中で都
市の急速な発展に伴い、公共交通を中心とした
都市開発が発展してきました。特に、東京や大
阪などの大都市圏では、鉄道駅を中心に商業施
設やオフィス街が整備され、都市の大規模開発
が進められてきました。結果として大都市圏で
の公共交通分担率は、他国に比べて特に高い値
となりTOD大国と言われる所以となっていま
す。

拠点として注目される成功事例としては、東
京の渋谷駅（図7）や新宿駅、大阪の梅田駅な
どが挙げられます。これらの駅は、駅を基点と
しながら公共交通の結節性を高め、複合的な都
市機能を集積させて、都市の中心地として機能
しています。

中国でも、日本の成功事例を参考にしなが
ら、TODが導入されてきています。例えば、
北京や上海、深圳などの大都市では、高速鉄道
駅を中心とした都市の大規模開発や地下鉄やバ
スとの総合交通ハブとしてのTODが進められ

と思います。
1）高速鉄道網の発展

中国の高速鉄道網（図6）は、世界でも最も
急速に拡大している交通インフラの一つです。
2008年に初めて開通した北京-天津間の高速鉄
道を皮切りに、現在では全国に広がる広大な
ネットワークを形成しています。2024年時点
で、中国の高速鉄道網は約40,000キロメートル
に達し、主要都市間の移動が非常に便利になっ
ています。なお、日本の新幹線の総延長は約
3,300キロメートルなので、中国の高速鉄道網
の広大さを感じます。この中国における高速鉄
道網の発展は、都市間の経済的な結びつきを強
化し、地域経済の発展を促進しています。

図6　中国高速鉄道網　引用：Wikipedia

高速鉄道の駅は、単なる交通の結節点にとど
まらず、都市開発の核として機能しています。
駅周辺には商業施設、オフィスビル、住宅地が
集積し、都市の新たな中心地として発展してい
ます。これにより、都市の中心部へのアクセス
性が向上し、経済活動が活発化しています。い
わゆる、駅まち一体開発と言われている開発手
法です。
2）公共交通への転換

中国政府は、急速に拡大した自動車利用に
対して環境保護やエネルギー効率の向上を目
指し、公共交通への利用転換を推進していま
す。その施策として、人口300万人を超える大
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が、地下鉄を整備できない人口300万人以下の
都市や地下鉄の補完的な役割が強いと言えま
す。

日建設計は、中国における高速鉄道駅、地下
鉄駅、バスターミナルの3つの領域に対して日
本の経験や知識を活用してアプローチしてきま
した。

まず高速鉄道駅に対しては、東京駅や品川駅
のような新幹線駅だけでなく渋谷駅や新宿駅な
どの都心拠点駅をベンチマークとして活用して
います。中国においても都市部の高速鉄道駅は
地下鉄が複数路線乗り入れていたり、バスター
ミナルを併設しているなど総合交通ハブとして
の役割が大きく、交通結節の処理方法には東京
駅などの経験が期待されることが多いです。ま
た、駅から大量に発生する歩行者を都市に対し
てスムーズに誘導するためにアーバンコアや地
下ネットワーク、デッキ計画についても渋谷駅
などの拠点駅周辺開発の経験が参考にされるこ
とが多いです。物理的な解決方法だけでなく、
官民境界における権利関係や運営管理なども提
案に含めることが多いですが、日本以上に官民
など縦割り社会である中国においては、実施に
はハードルが高いのが現状です。中国の高速鉄
道駅の特徴として無味乾燥で極端に広い駅前空
間があるのですが、その役割は日本の年末年始
にあたる中国の春節時の混雑を受け止める空間
となっています。しかし、近年の利用者のマ
ナー向上やチケットレス化により無駄な空間に
なってきており、その空間を都市との結節空間
として高質な公共空間にする考えや駅前の車の
流入を制限して歩行者中心の空間にするなど、
日本の駅前空間に勝るような高速鉄道駅も現れ
ています。その一つの事例が、日建設計がコン
ペ段階から携わり2023年12月に開通した広州
白雲高速鉄道駅（図8）です。駅街区内に交通
機能と都市開発そして公共空間を一体的計画し
た中国初の高速鉄道駅型TODと言われていま
す。

ています。
そのような背景から、渋谷を筆頭に日本の

TODを多く手掛けてきた日建設計にも中国の
TODの黎明期から様々な業務依頼を受けてき
ました。次節では、日建設計が中国のTODに
対してどのようにチャレンジしてきたか紐解き
たいと思います。

（2）中国における日建設計のTOD
都市計画家ピーター・カルソープによって提

唱されたTODという概念においては、公共交
通全般を対象としており鉄道を主体とする軌道
交通に限定するものではありませんでした。一
方で、日本では軌道交通の定時性や交通容量
の大きさから軌道交通型のTODが大都市圏を
中心に発展しました。実は、日建設計は当初

「TOD」ではなく、「駅まち一体化」や「Station 
Integrated City」といった言葉を用いて渋谷駅
周辺開発や東京駅周辺開発を紹介していまし
た。それが中国でのTOD隆盛に引っ張られる
形で、日本型TODや日建TODとして確立し
ていきました。

前述の通り、中国における軌道交通は都市間
を結ぶ高速鉄道と都市内をネットワークする地
下鉄に二分されます。日本の在来線のような普
通鉄道やLRTなどの軽軌道交通も存在します
が、運行数も位置付けも現時点で高くありませ
ん。昨今、バスTODというバスターミナルを
中心とした開発が注目されるようになりました

図7　渋谷TODの将来イメージ
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また、地下鉄TODに関しては、個々の駅に
対する計画だけでなく、最近は沿線全体の戦略
や路線ごとのデザインガイドラインの作成と
いった業務も増えてきており、東京の東急沿線
などの戦略や日建設計が手掛けた地下鉄銀座線
のデザインガイドライン業務などが経験として
活用できています。具体的には、深圳の地下鉄
5期計画の内、27号線と29号線の沿線戦略とデ
ザインガイドラインを日建設計を含むJVで進
めています。

最後にバスターミナルに関するTODです
が、バスタ新宿の計画が大きなきっかけとなっ
ています。以前は、中国のバスターミナルは
嫌悪施設として市街地中心から少し離れた場
所に設置されることが多かったのですが、車
両のEV化や公共交通としての見直しからバス
ターミナルをTODの一つとして捉えられるよ
うになってきています。日建設計の実例はまだ
多くないのですが、蘇州市太湖新城バスターミ
ナルTOD（図10）はバスターミナルと地下鉄
の結節性を基盤としてその上部の複合開発が一
体となった好例と言えます。地下鉄網の拡充が
ひと段落した今後、フィーダー交通としてのバ
スやスマートモビリティとの結節点としてバス
TODは更なる広がりを見せると思われます。

図10　蘇州市太湖新城バスターミナルTOD

以上のようなTODの多面的な展開の中で、
2022年国際コンペで当選した深圳西麗総合交通
ハブはTOD4.0という次世代のTODの幕開けと
して大きな注目を浴びました。それまで経済性
や効率性が中心だったTODに対して、人中心
や自然共生という新たな考えを導入した概念と
なっており、深圳という革新的な都市が舞台と

図8　広州白雲高速鉄道駅

地下鉄駅に対しては、個々の計画規模は高速
鉄道駅に比べて小さくなります。一方で、日本
の地下鉄駅が実践しているように民地との結節
性を高めて駅まち一体化を図っていくという意
味では、都市の利便性や経済性に強く影響しま
す。以前は地下鉄と都市開発の建設スケジュー
ルの違いにより地下鉄出入口を民地内に設ける
ことが難しかったのですが、地下鉄利用者が圧
倒的に増えたことや地下鉄会社が駅周辺の開発
者として駅まち一体化を主導することが増えた
こともあり、日本のような地下鉄と一体となっ
たTODが増え始めています。一例を示すと、
マスタープラン段階から日建設計が関与し昨年
竣工を迎えた上海メディアポート（図9）が好
例と言えます。日建設計上海も2024年夏に移
転したのですが、地下鉄龍耀路駅からアンブレ
ラフリーで地下街を抜けてオフィスまでアクセ
スが可能となっています。

図9　上海メディアポート
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初となる TOD4.0「駅、まち、人、自然の融合」
という新たな理念を提起しました。本プロジェ
クトは、駅とまちを隔てる境界をなくし、駅の
イメージを変え、都市機能、人々の都市活動、
そして自然環境を駅に取り込むなど、革新的な
理念を取り入れています。

なお、TOD1.0 を単体の駅交通ハブ機能、
TOD2.0を商業施設等の駅ビル一体型、TOD3.0
を渋谷駅周辺開発のような駅まち一体開発と位
置付けています（図12）。

図12　TOD1.0から4.0への変移

コンペ時のプロジェクトコンセプトは、
「Ribbon Reborn」と名付けました。そこには、
乗り換え空間の動線整理から都市レベルのつな
がりに至るまで、日本でのTODの経験を中国
の実状に合わせて一つ一つリボンのように丁寧
に紡ぎながら計画したこと、分断されていた駅
とまちの連続性をリボンのような公園を介し
て融合したこと、そして先進都市深圳に新生
TODが芽吹き始めていることを意識して命名
しました（図13）。

図13　Ribbon Reborn

（2）3つのVision
そのコンセプトの解像度を高めるために3つ

のVisionを掲げました。
Vision01：都市の新しい大地

「駅とまちを高次元で融合させることで、駅周
辺都市の理想形をさらに進化させる。」

本プロジェクトでは、公共交通システムを前

なったのは必然だったのかもしれません。次章
ではその計画について紹介したいと思います。

4　深圳西麗総合交通ハブ
（1）まちの境界を超える［TOD4.0］

深圳には、3主4補（西麗駅、深圳駅、深圳北駅、
福田駅、空港東駅、坪山駅、深圳東駅）という
7つの高速鉄道駅が位置付けられています（図
11）。その内、西麗総合交通ハブは中国最大規
模の高速鉄道駅として次世代を担うことが期待
されています。

図11　深圳高速鉄道3主4補

その駅舎を含む周辺開発の国際コンペが、新
型コロナウィルスが蔓延する直前の2019年に
始まり、コロナ禍の下で検討が進められまし
た。そして、2022年5月、施主代表である深圳
市地下鉄集団有限公司は「深圳市西麗綜合交通
ハブ都市デザイン及び核心区建築設計国際コン
ペ」の選定結果を公告し、日建設計と中鉄第四
勘察設計院集団、深圳市建築設計研究総院、深
圳市都市交通計画設計研究中心によるJV連合
体を設計者として選出しました。現在2025年
の着工に向けて設計を進めているプロジェクト
になります。

日建設計は、先述の通り経済的で効率的な
「駅とまちの融合」という理念を基に駅まち一
体開発に取り組んできました。そして、この深
圳西麗総合交通ハブでは、より人中心の計画を
目指し、地球環境と調和したTODとして中国
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Vision02：都市のセンス・オブ・アライバル
「理想的なゲートウェイを高速鉄道駅中心に創
ることで、都市の新たな顔となる。」

西麗総合交通ハブは深圳のハイテク企業が集
結する深圳市南山区中北部、東西の都市景観軸
と南北の都市イノベーション産業発展軸が交差
する地点に位置する、深圳の地理上、最も重要
な総合旅客輸送ハブです。約2,200m×約700m
の敷地内に、4本の高速鉄道線路（ 深、深茂、
深汕、深珠）を引き入れ、全体で13プラット
ホーム、25線路を持つ深圳最大の高速鉄道駅
となります。駅の北側では2本の都市間鉄道線
路（深恵、深莞）が地下鉄13、15、27、29号
線と立体的に交差します。近距離・長距離路線
が融合する鉄道と北側道路との間の乗り換え空
間（駅北広場）は多様な人々が集まり、将来的
には1日の平均乗降客数が130万人を超える深
圳市最大の交通ハブとなることが予想されます

（図15）。

図15　駅断面（駅北広場）

駅北広場と高鉄線路上待合室は、西麗の最も
象徴的なホスピタリティ空間となります。効率
的で便利な動線と豊かな自然の風景は、西麗の
新しい“顔”として利用者を出迎え、旅の高揚
感「センス・オブ・アライバル」を演出します。

東西の駅前広場もまた利用者を迎え入れる人
のための空間となっています。本来、中国の駅
前空間は車寄せなどの交通施設と混雑時の待機
場所という味気ない空間で都市とは距離感を感
じる場所でしたが、本プロジェクトでは都市開
発との距離を詰めながら、イベントなど人々の
アクティビティを誘発する公共空間となってい

提としたTOD都市開発・沿線開発の理念に基
づき、駅、まち、人、自然を有機的につなぐこ
とで、駅を基点に都市再生や地域活性化を誘発
し、TOD効果を周辺の街へと波及させていく
ことを目指しています。また、東京駅周辺開発
における容積移転と同様に、容積率の置換えや
鉄道事業者・開発事業者・行政の共同事業など
の手法を導入して、駅と周辺地域を隔てる境界
や事業者間の境界を消し去り、自然と技術の調
和がとれた、よりヒューマンな新世代の交通ハ
ブを目指しました（図14）。

図14　共同事業による駅まち一体化

また、一体化のための三大戦略CONNECT
［つながり］、BLEND［融合］、BALANCE［調
和］、そして三大戦略を更に具体化した17項目
の設計原則を掲げることで、高速鉄道網の拡大
を目指す国家戦略とTODを通じた都市発展を
目指す深圳市の双方が協調するという中国初の
取り組みとなっています。それまでの縦割り体
制からWin-Winの関係への転換を目指してい
ます。

TODによる総合的なまちづくりにより、良
質で洗練された建築及び公共空間の創出を担保
するとともに、高速鉄道や地下鉄駅を中心とし
た利便性の高い交通空間を周辺街区にシームレ
スに広げることが可能となります。多種多様な
ステークホルダーが、さまざまな垣根を越えて
連携し、地域全体の付加価値の向上に協力して
取り組むことで、事業者、管理者、施設利用者、
市民、それぞれにメリットがある都市の新しい
大地、プラットホームを創出します。
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につなぐネットワークを形成します。

図18　都市のグリーンインフラ

未来のグリーン・低炭素社会に対して、都市
と自然が共存・共生し、共に変化する新たな
TODとして計画しました。現在、紆余曲折の
中で建築設計は着実に進捗しており、2025年
には地下鉄駅部分の一部着工を迎えます。竣工
時には、深圳だけでなく広く注目されるTOD
になると確信しています。

5　おわりに
TODは中国全体で注目されているテーマで

あり、それ自体を深圳という都市と結びつける
ことは難しいかもしれません。しかし、この数
十年で急速に発展しイノベーションを生み出し
てきた深圳、そして温暖な気候と豊かな自然の
下で生き生きとした生活が感じられる深圳だか
らこそ、この新しいTODが導き出されたのだ
と思います。

冒頭で挙げたようにいくつもの都市課題を抱
えながらも、膠着することなく、様々なことを
ドライブさせながら発展する深圳は、これから
も注目すべき都市だと思っています。

図19　深圳中心部を望む

ます。駅前広場でありながら、まちの広場とし
て機能することが期待されています（図16）。

図16　駅東広場

Vision03：駅、まち、人と自然の融合
「先進都市深圳で日々成長、生活し、奮闘する
人たちへの贈り物（リボン）となる空間。」

本プロジェクトの最大の特徴は、駅舎頂部と
両側の都市を繋ぐ「リボンパーク」という都市
公園でありランドスケープ空間です（図17）。

図17　リボンパークの構成

「リボンパーク」は「都市の新しい大地」「セ
ンス・オブ・アライバル」「駅・まち・人と自
然の融合」の3つのビジョンを軸に計画されて
います。同時に計画地の西に位置する前海湾や
東の大沙河の水系や植生と合わせて深圳のまち
を囲む水と緑の循環を形成することで、グリー
ンインフラとして都市の自然環境や生態系に貢
献します（図18）。また、地上地下に歩行者ネッ
トワークを張り巡らせることで線路や駅舎によ
る都市の分断を避け、都市をつなぎ合わせま
す。都市に張り巡らされた交通動線をすり抜け
るように自然空間や歩行者空間が連続し、深圳
の温暖な気候と人々のアクティビティを一体的
に計画します。リボンパークは、都心のオアシ
スであると同時に東西南北を多面的かつ有機的
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1　日韓研究交流
（1）日韓共通の課題認識

日本と同様に、韓国でも、首都圏一極集中や
人口減少・少子高齢化、気候変動への対応と
いった都市政策上の課題を抱えている。日韓共
通の都市課題の解決に役立てることを目的に、
国土技術政策総合研究所（以下、「国総研」と
いう。）と韓国国土研究院（以下、「KRIHS」と
いう。国土分野の国立研究機関。）は、2012年
に研究交流協定を結んだ。現在に至るまで、相
互の国策研究に関する協力・交流を行っている。

近年、両国の都市政策分野における IoT、
ICT、XR（クロスリアリティ）、ビッグデー
タ、AI等のデジタル技術の活用、とりわけDX

（デジタルトランスフォーメーション）の実現
への期待が高まっている。こうした中、韓国の
Smart City政策は、アジアで先行した取り組
みもみられる。

（2）KRIHSとの共同調査
そこで、筆者ら（研究室一同）は、2024年3

月に韓国を訪問し、KRIHSとの共同調査を行っ
た。Smart Cityをテーマに、先進都市への担
当者ヒアリング、討議、現地踏査を行った。

本稿で紹介する内容は、その成果の一部につ
いて、エッセンスをまとめたものである。韓国

［人口約5,156万人（2023年、韓国統計庁）］にお
ける先進事例都市は数多くある。共同調査では、
北から南までソウル特別市［首都。人口約939万
人］、仁川広域市［人口約300万人］、京畿道烏
山市［人口約23万人］、世宗特別自治市［人口約
39万人］、大田広域市［人口約144万人］、釜山

広域市［人口約329万人］を訪問した（図11））。
この内、烏山市と釜山市で、地域密着型

Smart Cityへの挑戦にふれた。両市にスポッ
トライトをあて、韓国政府の推進・支援策とと
もに、これまでの事業の歩みと今後の展開につ
いて紹介する。

小笠原　裕光
おがさわら　ひろみつ

愛知県生まれ。2013年より名古屋市住
宅都市局、国土交通省都市局市街地整
備課、まちづくり推進課、盛岡市都市
整備部長を経て、現職。これからの都
市政策のあり方の研究に従事。

益子　慎太郎
ましこ　しんたろう

2017年大日本ダイヤコンサルタント㈱
入社。2022年より国総研都市施設研究
室の交流研究員として「郊外住宅市街
地におけるグリースローモビリティの
活用」に関する研究に従事。現在、同
社道路基盤計画室主任。2023年UIT推
進会議技術研究発表会優秀賞受賞。

新階　寛恭
しんがい　ひろやす

1995年建設省（現国土交通省）入省。
2014年愛媛大学教授。新潟市技監等を
経て、現在、国総研都市施設研究室長。
2022年日本オープンイノベーション大
賞総務大臣賞受賞。

図1　韓国の2020年人口密度分布と訪問都市

韓国の Smart City 2.0：烏山市と釜山市の挑戦にふれて
国土交通省　国土技術政策総合研究所　都市施設研究室　主任研究官　　小笠原裕光
　　　　　　元交流研究員（大日本ダイヤコンサルタント株式会社） 　　益子慎太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長　　　　　新階　寛恭
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目指しつつ、市民中心のサービス開発を、ボト
ムアップ方式も取り入れ本格的に推進すること
になった。

（2）韓国の先進都市
韓国政府は、第四次産業革命の基盤となる新

産業を育成する政策を用意し、国家的なモデル
都市を2都市選定した。世宗市3）の「5-1生活圏」
と、釜山市の「Eco DELTA CITY」である。

両地区は、革新的都市の全国展開に向けた技
術開発のテストベッドとして、白地状態から新
たに造成・開発する地区である。規制緩和のサ
ンドボックスなどの支援メニューが用意された。

世宗市は、ソウルへの一極集中を是正し国土
の均衡発展のため、行政首都機能を移転し建設
されてきた新都市である。中央に広大な緑地
が配置され、周囲を環状道路が巡り構成され
るRING CITYであるが、あわせて通信ネット
ワークのためのインフラ（地下共同溝など）も
整備されてきた。「5-1生活圏」は環状道路の
北東部に位置し（図2）、面積約270ha、計画人
口22,500人の大規模開発である。韓国国土交通
部の推進により、シェアモビリティやMaas、
健康・医療施設と生活者とのデータ連携などの
技術開発を目的に、事業主体としてSPCが設
立され、2026年からの供用開始を目指し土地
開発が進められている。

図2　世宗市中心部と5-1生活圏の位置関係

「5-1生活圏」は今後開発が進められること
となるが、世宗市の中心部では先端モビリティ

2　韓国政府の取り組み
（1）U-City、そしてSmart City

まず、政府全体の取り組み2）を示す。
韓国におけるSmart Cityの前進は、国主導

のトップダウン方式によるものであった。
2000年代から、世界的にコンピュータが普

及し、いつでも、どこでも、誰でも、何でもネッ
トワークにつながる「ユビキタスネットワーク
社会」構想が注目された。同時期から韓国で推
進されたU-City（Ubiquitous City）は、国全体
での高速情報通信網の普及を土台にしている。
政策の意図は、先端情報通信インフラと、新都
市における交通や防犯などの都市サービスを
融合・複合させることにあった。2008年には、

「ユビキタス都市の建設等に関する法律（U-City
法）」が制定され、計画から建設、運営を支え
る制度設計のもと、都市サービスのデジタル基
盤の構築を進める事業展開がなされた。基礎
自治体で、都市統合運営センターの導入が進
み、CCTVを各所に設置し一括で監視するモニ
ター画面が並ぶ管制室の整備が進む。

2010年代の中盤には、デジタル基盤を軸に
した連携体制の構築が推進された。統合プラッ
トフォームなど「連携」へ重点がシフトし、政
府のガバナンスシステムの構築が進められた。
警察や消防など国の各機関での連携、広域自治
体で統合、連携して管理運営することが推進さ
れた。

一方で、こうした取り組みは、公共主導的な
都市サービス開発であったため、分野が国家安
全のための内容に寄りがちで、地域の市民の体
感不足という限界があった。

そこで次の段階として、多様な都市サービス
展開により、社会背景から衰退する都市への課
題解決にも資することが求められた。2018年
からは、U-City法から「スマート都市の造成
及び産業の振興などに関する法律（Smart City
法）」へとパラダイム転換した。第四次産業革
命の超連結知能社会の実現や気候変動対応等を
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ティサービス「O1link」が構築されている。マ
ルチモードのモビリティサービスとして、デマ
ンド交通、自動運転シャトル（1日8便。2台が
循環。交差点や児童保護区域など一部区域は手
動運転。）が運行し、カーシェアリングステー
ション（14拠点各箇所3～50台）、無線充電ス
テーション、シェアサイクル（電動約700台）
や電動キックボード（サドル付きタイプもある）
などPM（パーソナルモビリティ）のレーンと
ステーションの面的な設置、展開が、IoTを導
入し統合的になされている。スマートフォンで
一括検索、予約、決済が可能なMaaSアプリも
実装している。

図5　統合モビリティサービスの案内板

図6の通り、交差点部には、横断歩道の信号
待ち歩行者の暑熱対策として、自動開閉する
スマートシェードが設置されている（写真は
折り畳んだ状態）。自動開閉のトリガーは、温
度（15℃以上で開く）、風速（7m/sが2秒以上
続くと折りたたまれる）、日夜（日没後に閉じ
るとともにLEDライトが点灯）となっている。
また、島式型のBRTステーション（予定時刻
と現在位置がリアルタイム表示される電子案内

都市が形成されている。環状道路ハンヌリ大通
では、BRT専用レーンを中央2車線に有し（図
3）、KTX（韓国高速鉄道）五松駅からの自動
運転バス（高速バス）や連節バスが運行されて
いる。

図3　世宗市の環状道路（BRTとPM）

自動運転バス車内には、ディスプレイが2つ
あり、車体センサーによる周辺感知の様子、速
度、現在位置と、運転手のハンズオフの様子の
リアルタイム映像が配信される（図4）。都市
の基幹公共交通軸として、定時性、速達性が確
保され、乗り心地は安定しており、運賃収受は、
信用乗車式、キャッシュレスで円滑である。

路線バスは、幹線から乗換拠点を結ぶ支線バ
ス、そして38つの村を結ぶマウルバスが運行
し、乗換の割引運賃が適用される。

 

図4　自動運転バス車内のディスプレイ表示

また、世宗庁舎周辺エリアの市街地では、既
に様々なスマート技術の都市空間での実装が
行われている。BRT幹線周辺の道路基盤では、
ラウンドアバウトを各所に有するが、図5の通
り、身近な移動を支えるスマートな統合モビリ
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のため、近年、各広域自治体や基礎自治体等
でボトムアップでの推進がなされてきている
のが、Smart City Challenge、またスマートシ
ティ型都市再生事業である。釜山や大田などが
リーディング都市で、政府支援事業（財政支援
等）は、2023年現在147自治体に拡大している4）

（図8。2018年当時は45自治体。）。事業分野は、
交通、環境・エネルギー、防犯・防災、保健・
医療福祉など多岐にわたる。

図8　Smart City事業147自治体（着色部）

3　烏山市の挑戦
（1）地域で育むCCTVと多彩な応用

韓国では公共空間へのCCTVの設置が普及
している。CCTVを地域で育んできた応用例
として、ここでは烏山市のU-City時代からボ
トムアップへ移行し進めてきたSmart Cityの
成果を紹介する。烏山市Smart City統合運営
センターにて、スマート交通安全部のKim氏、
Ko氏に対しヒアリングを行った。

烏山市は、面積 42.76km2、人口約 23 万人、
市役所職員1,200人である。主なSmart City事
業は、街中へのCCTVカメラ2,500台配置によ
る各種応用である。カメラ設置場所には、併せ
て看板を設置する規定があり（国内共通）、設
置目的、設置場所、撮影時間、管理部門、責任

板、ホームドアが設置）には、冬の待合でも暖
かく過ごせる温熱ヒーター内蔵のベンチが複数
基設置されている。

図6　交差点やBRTステーションの新設備

つづいて、2つ目のモデル都市である釜山市
の「Eco DELTA CITY」（ 以 下、「EDC」 と
いう。）は、釜山駅のある都心市街地から西へ
約15kmに位置している。周辺の経済自由区域

（FEZ注（1））との相乗効果や、金海空港、釜山新
港との近接性、南海高速道路などの広域交通網
との連絡性から、国際物流拠点としての発展が
期待され、また、洛東江（河川）の三角州であ
る金海平野内に位置し、水辺を活かした環境都
市の創造が期待できたことなどから、モデル都
市に選定されている（図7）。全体計画や実証
事業の内容は後述する。

図7　釜山都心とEDCの位置関係

国家モデル都市だけでなく、全国都市の再生
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事業にあたっては、市長、警察、国会議員、市
会議員の責任者がそれぞれ協調の宣誓として同
列で手形記録をとって展示した（図10）。記録
映像について、かつては特定の時間の映像を取
り出すのも一苦労だったが、今は瞬時に取り出
し可能になっている。

図10　市長、警察、議員の宣誓の手形

2）関係主体が体感しながら推進
エンジニア育成のほか、市民や視察者など

様々な方々が機械に触れ体験する機会を設け
た。Kim氏は市民体験プログラムを10年間企
画し実践してきた。市民実感は重要で、本事業
が実現できたのは、市民の共感や体感による効
果が大きいと考えられる。作って見せること、
実際に触れて体験いただくことが重要である。
3）行政データとの連携

市の住民台帳等のビッグデータ（人口、犯罪
経歴等）を活用して、CCTVの設置場所の特
定・改善や、犯罪発生箇所・ひとり暮らし箇所
の把握をしている。なお、移動データの解析も、
市場など特定の場所で試したが、費用負担が大
きく、移動データやクレジットカードデータ等
との効率的な連動は今後の課題とのことであっ
た。
4）外国人対応

外国人がどこに住んでいるか把握し、サポー
ト対応もしている。

以上が烏山市の取り組みの特徴で、カメラ活
用による情報化社会にはメリット（Light）・デ
メリット（shadow）それぞれあり、配慮が必

者、連絡先を、市民へ明示している（図9）。
烏山市では次の5種類のカメラ設置目的を提

示している。
1．防犯用
2．都市公園管理
3．子供の保護
4．違法駐停車の取り締まり
5．自動車防犯特化型
適宜、緊急援助要請の対応（カメラ設置ポー

ルの下部に音声通話ボタン設置）やごみ、たば
この取り締まりなども行う。カメラの耐用年数
は7年である。

AIカメラで人の自動認識機能が付いており、
性別、年齢、服装はもちろんのこと、車いすと
ベビーカー、たばこ所持なども検知できる。応
用例として、歩く速さによって信号現示を柔軟
に制御することなどが考えられる。設置箇所も
多いため、顔を認識・記憶して、行動を追跡す
ることも可能である。異常があれば、その場で
音声での呼びかけや先方との音声対話もでき
る。

図9　CCTV（右上）と標識案内（左下）

烏山市の特徴は次の4点である。
1）計画から運営まで実施

U-Cityモデル選定からSmart City法による
Smart City事業への移行までの間、事業の計
画、設計、構築、運営のすべてを行った。また、
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が、別途、警察（韓国では国家公務員）や消防
等とも連携し、事件や事故、災害の際には迅速
な対応が可能である。

Kim氏は17年間Smart City担当を継続して
きた。長年担当してきたからこそ、Smart City
の専門性や市民理解を獲得でき、実装、応用ま
で実現できたと考えている（もし数年単位で異
動していたら上手くいかなかったとのこと）。

Kim氏は、統合運営センターの運営で最も重
要な点が3点あると考えている。

1．持続可能なサービスの構築
　：�地域特性に応じた基本サービス構築後、

段階的にサービス拡大。
2．センター専門家の育成
　：�計画から運営まで一貫して担える専門家

が必要。各種電子機器の運営も複雑で、
相互連動が必要。

3．�センターの機能と役割に対する市民の共
感の形成

　：�存在価値を市民などと共有すること。

図12　統合運営センター管制室の効率的な監視

4　釜山市の挑戦
（1）スマート交通でバリアフリー

ここでは釜山市［人口約329万人］のSmart 
City Challenge5）を紹介する。釜山スマートシ
ティ体験館（海雲台区、DSU＆KITビル）を
訪問し、釜山IT産業振興院Han氏にヒアリン
グを行った。この体験館は、2017年に開業し、
15万人が訪れている。来館者は、様々な自治体、

要である。
〇メリット

安価、少ない労力、いつでも、どこでも、簡
単に、迅速に
〇デメリット

コンピュータプログラムやデータへの不正な
侵入、個人情報、漏洩

図11は、カメラの設置箇所のマップであり、
高密度で配置されていることがわかる。統合運
営センターのエントランス壁面は、警察からの
感謝状で埋め尽くされ、CCTVを活用した犯罪
検挙、児童の安全確保、認知症高齢者の捜索、
行方不明者の安否確認などの実績がある。日本
では、AIカメラの都市空間での導入は、個人
情報やプライバシーの面で議論になることが多
いが、韓国では、行政が主導して進め、市民か
ら「CCTVが私たちを守ってくれる」と、重要
な社会インフラとして受容され、効果的な応用
にもつながっている。

図11　CCTV設置箇所マップ

（2）統合運営センター行政のノウハウ
統合運営センターには、スマート交通安全課

24名、管制室21名、機動対策班6名の職員が
在籍している。但し、管制室の常駐人数は4名
であり、一人当たりカメラ約600台を監視して
いるが、現場の異常を検知した場合、監視画面
上で色、アイコンが自動的に付いて優先表示さ
れる機能があるため、多くの台数を効率的に監
視できる（図12）。センター職員は市の職員だ
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サービスを提供するものである。情報案内、バ
ス停、セーフティゾーン、データラボ、ライド
シェアのプラットフォームの5つについて、新
規整備事業を行っている。

1つ目の情報案内として導入している「バリ
アフリー ナビゲーション キオスク」（図14。
韓国でキオスクは無人情報端末機の意味。）は、
タッチパネル式の電子情報案内板である。市内
の地下鉄1～4号線の全ての駅舎構内において、
データ統計計算によりニーズのある箇所を選定
し、合計114か所に設置している。改札前など
に設置しており、3Dデジタルツインマップ動
画に経路を明示して、現在の位置から、出たい
場所への順路を、視覚的に順番に案内する。韓
国の地下鉄駅は、階段のみの昇降口が多く、エ
スカレーターやエレベーターの出口が限られて
いるため、車椅子やベビーカー利用者、高齢者、
妊婦等へ、バリアフリールートを明確に案内で
きる。パネル、操作盤の高さを、上下ボタンを
押すことで、利用者自ら調整も可能で、車椅子
等の方もスムーズに操作可能である。また、聴
覚障がい者向けの手話での画面表示のほか、視
覚障がい者のために、テーブル部の操作盤上
に、点字案内が操作内容に応じて浮き出る点字
パネルを設置しており、指でなぞって、現在位
置からの出口への経路等を案内できる。なお、
健常者用に最短経路の検索もでき、多言語対応
でだれでも安心して利用できる（日本語表示も
可能）。スマートフォンアプリとも連携してい
る。

図14　駅構内のバリアフリーキオスク

小学生～高校生の体験プログラム（四半期ごと
に1回）、大学生、お年寄りなどが中心で、教
育プログラムや市民理解の醸成の場となってい
る。

釜山市におけるスマートシティ関連事業のス
ローガンは「生まれ変わっても行きたい釜山」
であり、4つの戦略「市民幸福都市」「デジタ
ル革新都市」「低炭素グリーン都市」「誰もが文
化観光大学都市」を掲げている。「市民幸福都
市」は15分都市圏（徒歩や自転車、公共交通
で15分の範囲で生活必需サービスを享受でき
る）を交通政策等で実現するものである。ここ
で見逃せないのは「Happy Challenge」としっ
かり英語で追記されていた（図13）。

図13　釜山市民幸福都市（15分都市圏）

市民幸福都市（15分都市圏）に対応した取
り組みとして、釜山市は、韓国国土交通部が推
進する支援事業でSmart City Challengeを進め
ている。市内では東区で始まっている。アメリ
カのコロンブスの新発見をコンセプトに、市民
が都市の問題点を発掘し、改善していく取り組
みである。サービスのニーズ把握や改善、デジ
タルギャップの解消のため、リビングラボで、
市民が対話しながら活動に取り組んでいる。

特に、超高齢化もあり釜山全人口の3割以上
が交通弱者で、いかに円滑な移動を支えるかが
課題であった。そこで、スマート交通によるあ
らゆる市民に愛されるイノベーションシティを
目指すこととなる。交通弱者だけでなく一般市
民も満足できる利便性の高いバリアフリー・
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枠組みである。スマートフォンアプリで利用で
き、鉄道駅のバリアフリー導線や上記バリアフ
リーステーション等と連携し、乗降車位置をピ
ンポイントで案内する。

一連のバリアフリーの取り組みは、市民自ら
の能動的な移動、ひいては社会活動を円滑にす
るとともに、移動により生じるリスクを回避で
きるようサポートする仕組みといえる。そして
データ取得により継続的に改善するエコシステ
ムも組まれている。取り組みを通じた成果とし
て、他都市でも応用できる評価指標が整理され
る予定である。

ほか、交通以外にも様々なツール開発を進め
ている。スマート街路灯（図16）は、LED照
明機能だけでなく、微粒子センサー、GPS（ユー
ザー位置のスマホを介した提供）、CCTV、Wi-
Fi、人感・振動センサーなど、複合機能を備え
ている。PM2.5対策や子供の通学のリアルタイ
ムでの見守りなど、サービス面での様々な応用
が考えられ、今後、EDCに設置予定である。

図16　多機能なスマート街路灯

また、流入出人口計測システムという、ToF
レーザーセンサーによる特定空間（建物内の各
部屋など）へ出入りする人々の双方向計測を活
用したサービスも開発している。カウントデー
タ集計により滞在時間や訪問順序といった流動
傾向をみることができる。日常的な応用が考え
られるが、特に、ビルオーナーや消防関係者向
けには、火災時にビル内で逃げ遅れた人の位置
を把握するための活用が提案されている。

2つ目に、バス停として、バリアフリーステー
ション（図15）の設置を進めている。コンセ
プトは「一緒に水平に」である。電動車いすの
充電や、エアコン完備の快適な待合空間、非常
ベル、バスインフォメーションシステム、無料
Wi-Fi、音声・点字案内サービス、CCTVなど
を備えている。バリアフリーステーションは、
釜山市内に20台程度設置されており、多機能
ながら、外観はシンプルで洗練されたデザイン
である。

図15　バリアフリーステーション

3つ目のセーフティゾーンは、高齢者や障が
い者に優しくするゾーンや交通事故多発ゾーン
などの横断歩道の路肩付近に、片持式のポール
を設置し、CCTVやLiDAR、スピーカー、電
子掲示板等を取り付けるものである。ドライ
バーのスピード違反、歩行者の異常行動、ドラ
イバーから見た死角の歩行者の有無を検知す
る。そして、スピーカーで歩行者へ音声で通知
し、併せて、電子掲示板でドライバーへ減速・
停止を通知する。

4つ目のデータラボは、交通バリアフリーの
サービスから得られるデータを収集、分析、管
理するダッシュボードを開発している。これに
より、データ主導型の行政を推進するものであ
る。また、新規事業のためのオープンAPIを
提供する。

5つ目のライドシェアのプラットフォームは、
障がい者通勤送迎や在宅高齢者の通院の付添を
交通やライドシェアタクシーを通じて提供する
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図18　都市デジタルツインをEDCへ

スマートシティ体験館は、市の推進してきた
取り組みを体感できる施設として2023年にリ
ニューアルしたが、本ビルでの営業は2024年
で終了する予定。いよいよEDCへ引越し、釜
山IT産業振興院として、引き続き情報発信機
能のほかデータセンターとして、デジタルツイ
ンでモニタリングをしていく予定である。

（2）EDCの開発
EDCの計画の内、国家モデル都市部分は、

河川の合流部周辺である中央に位置し、220ha、
計画人口8,500人の大規模開発である（図19）。
EDCでは、河川水や太陽光などの自然エネル
ギーを活用した自給自足、雨水回収から浄化、
再利用といった水管理サイクルへのスマート技
術の活用により、未来志向の環境に優しい水辺
都市の実現を目指している。国の推進主体も、
当初は国土交通部であったが、現在は環境部所
属の水資源公社に移行し、事業を推進してい
る。事業施行者は、釜山広域市、韓国水資源公
社、釜山市都市公社である。

図19　EDC中心部のパース図

建物のデジタルツインの開発も進めている。
BIM（Building Information Modeling）を導入
し、設計段階から建設工事、竣工後の管理運用
段階まで、情報共有、一連の管理の効率化・高
度化ができる。建物内の各種設備の位置データ
をジオコーディングすることで、自動で特定箇
所のシャッターを下ろしたりすることが可能と
なる（図17）。韓国ではスマートプラスビルと
いう政策を進めている。例えば、UAM（Urban 
Air Mobility）のポート、格納庫について、人々
の乗降場、待合スペースなどの配置、設計の際
に、風の影響から周りのビルの高さや形状をふ
まえた安全な場所を考える必要があるが、自動
計測技術等による応用ができる。

図17　BIMのユーザーインターフェイス画面

さて、段々と細かい要素技術の紹介となった
が、Smart City、デジタル技術応用の取り組み
は、目に見えづらい面も多いので、民間企業と
も連携し、いかに市民が実感できるサービスと
して見せていくかが重要である。スマート街路
灯をはじめ本節の後半で紹介した要素技術につ
いては、サイバー空間上でのサービス開発も進
められており、デジタルツインでのサービスの
シミュレーションによる問題点の抽出・改善
や、仮想都市でのリアルタイム連動の検証を経
つつ、EDCで本格運用される（図18）。
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に体感できる状態にきている。生活実感の変化
としてユーザー理解を得ながら徐々に事業を拡
大し進められている。また、自治体の近年の
ビジョンでは、Green を冠し、「Green Smart 
City」とし、環境面への技術適用も含めて、持
続可能な社会への対応が進化している。

筆者らは、政策研究機関の役割についても刺
激を受けた。KRIHSと意見交換会も実施した
が、各研究者がいきいきと各々の研究テーマを
語っていた。既に都市Aiの時代と捉え、その
実務での応用に向けた基礎研究や、駅周辺開発
といったプロジェクトに携わるなど、国土交通
の未来、都市のあり方に直結する重要な挑戦を
担っている。

何より、行く先々、出会う全ての皆様の都市
づくりへの熱量に感激した。

（2）これからのHappy Challenge
世界的に、DXの価値は、生産性の飛躍的な

向上とされている。また、都市におけるHappy
やWell-beingの指向が高まっており、世界の幸
福都市ランキング（HAPPY CITY INDEX6））
がロンドンで発表された。都市空間における市
民の日常生活が幸福となるよう、新技術を活か
し、人々の多様性や地域に合わせた細やかな都
市サービスを実現していくことは重要であろ
う。

日本の各都市でも、政策アプローチは異なる
ものの、Smart Cityのサービス実装を進める
段階にきている。本紹介が皆様に少しでも参
考になれば幸いであり、これからも御当地の
Happy Challengeを応援している。

謝辞
共同調査にご同行いただいたKRIHSのCho 

Mihyang（趙美香）氏とLee Woo Min氏、通
訳Cho Don Cherl氏に、また、快くご協力いた
だいた釜山市、烏山市の皆さまに感謝申し上げ
る。そして、名古屋都市センターの前田氏はじ

水管理やエネルギー、デジタルツインによる
都市管理以外にも、都市の清掃や配達等のロ
ボット導入、ヘルスケア、モビリティ、洪水災
害予測など、10の要素でのスマート技術の活
用が構想されている。交通関係では45のサー
ビス事業の実施を想定している。

開発地全体としては造成中であるが、部分的
に先行して、スマートビレッジという戸建て
住宅56戸を建設、供用している。居住者を公
募し、当選者は、5年間、無料で体験居住がで
きる代わりに、水資源公社にて各種データの取
得、利活用を行っている。居住地建物の開発は、
様々な建設会社がそれぞれ行っており、場所に
よって住民評価が異なり、大手企業による開発
の場所は良い傾向にあるという。街区には電気
自動車のカーシェアリング、エネルギー状態を
可視化するデジタルサイネージ、自動清掃車、
CCTVなど、各住戸の屋根には太陽光パネルが
設置されている。住戸内には、姿見（鏡）にデ
ジタルで表示される健康管理の情報ボード、エ
ネルギーマネジメントシステム（HEMS）、電
気自動車の充電器などが導入されている。得ら
れた成果は、韓国内でのSmart City開発に展
開される予定である。

5　技術と情熱にふれた
（1）共同調査の余韻

韓国のSmart City政策は、国、自治体、民
間で各々の適切な役割分担に体系化され、一丸
となった事業の継続が、インフラ構築、データ
連携、サービス推進と順に進められている。単
なる予算支援や事例の横展開、要素技術開発に
留まらず、制度整備、都市基盤やデータプラッ
トフォーム、組織化など、行政の総合的な受け
入れ体制から整えられている。公共側が主導す
ることで、通信インフラシステムの安全性や独
立性の確保が図られてきた。現在はボトムアッ
プで、Smart City 2.0の世界を、実際の都市空
間でつくって見せることで、市民が触れて明確
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め馴染みの皆さまへ執筆の機会への感謝ととも
に、今後の更なるご健勝・ご活躍を祈念する。

補注
（1）	 KFEZ（Korean Free Economic Zone）韓国経済

自由区域。2002年にKFEZ関連法が制定され、外

国からの投資促進、国家競争力の強化、また、各

地域の成長のため、2003年8月の仁川指定を皮切

りに、現在、韓国内で9地区指定。区域内では、

外資系入居企業や開発業者に対して、関税、取得

税の免除や、固定資産税の軽減といったインセン

ティブがある。

	 （https://www.fez.go.kr/portal/en/main.do）

	 釜山・鎮海経済自由区域（BJFEZ：Busan-Jinhae 

Free Economic Zone）は、2003年10月に指定され、

北東アジア随一の物流ハブである新港湾地域のほ

か、EDCから南に位置し国際業務地や外国人居

住地を提供する鳴旨地域、EDCから西の科学産

業団地などを提供する智士地域など計5地域から

成る。

	 （https://www.bjfez.go.kr/eng/english.web）
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	 ：https://happy-city-index.com/
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1　はじめに
台湾南部最大の都市である高雄市は、1895

年からの日本統治時代に鉄道や港湾などのイン
フラが整備されるとともに、バナナや砂糖の輸
出拠点として栄え、太平洋戦争終結後は製鉄所
や製油所、造船所などを抱える台湾最大の重化
学工業の町として、また世界的な規模を誇るア
ジア有数の港湾都市として栄えてきた。しか
し、近年、産業構造や社会課題の解決に取り組
む必要が生じる中で、高雄市は、産業構造の高
度化による雇用機会の創出とスマートシティ化
を目指して、半導体産業をはじめとするハイテ
ク産業の誘致や都市再開発に加え、スタート
アップ支援に取り組むことで進化を遂げようと
している。

本稿では、高雄市の成り立ちと課題を紹介し
た後、特にスタートアップ支援を通じてスマー
トシティ化を目指している高雄市のまちづくり
について紹介することとしたい。

図1　台湾全図と高雄市1）

2　高雄市の成り立ち
（1）概要

高雄市は台湾の南部に位置し、人口約273万
人を誇る台湾南部最大の都市である。

一年中温暖で、明確な四季はなく、5～9月
が雨季にあたり年間雨量の90%が集中すること
から、気候区分としては「熱帯モンスーン気候」
に属している。6～8月でも最高気温はおおむ
ね30℃台前半であり、40℃を超えることはほ
ぼない。湿度は高いが、台北と比較すると、日
照時間が2倍に達することや、低温期でも10℃
を下回ることはまれであることから、過ごしや
すいと言われている。近年は、降雨や台風の接
近が比較的少なく、水不足が懸念され、工業用
水の取水が制限されることもあったが、2023
年後半及び2024年には複数の台風に見舞われ
たこともあり、水不足の問題は生じていない。

古くは原住民が暮らす漁村だったが、やがて
大航海時代のオランダ統治、明代の中国大陸か
らの入植、鄭成功政権の統治を経て、漁業、塩
業、糖業、稲作等が盛んになるにつれ、重要な
漁港及び商港を形成した。

清国統治時代に対外交易の窓口として開港
し、1895年に台湾が日本に割譲されると、台

是枝　憲一郎
これえだ　けんいちろう

通商産業省（現経済産業省）入省後、
機械情報産業局（当時）、資源エネル
ギー庁、米国留学（シラキュース大学）、
新エネルギー・産業技術総合開発機構、
在フィリピン日本国大使館、通商政策
局、製造産業局、産業技術環境局（当時）
を経て、2023年6月末より現職。

台湾高雄市のスタートアップ支援とまちづくり

日本台湾交流協会高雄事務所　次長　　是枝　憲一郎



28

Urban・Advance No.83 2025.03

下流にはステンレス、ネジ、ナット、金属精
密部品、自動車・航空機パーツ、医療器材メー
カーがクラスターを形成している。特に台湾は
ネジの輸出で世界第3位となっているが3）、台
湾の生産の半分は高雄で行われている4）。

3）造船業
高雄市の造船業は、1937年に三菱重工業㈱

の投資により台湾船渠㈱が設立されてスタート
した。台湾国際造船は台湾で唯一の大型造船工
場で、世界第4位の大きさの百万トン級ドック
を保有し、コンテナ船の受注実績は世界第7位、
アジア第4位となっている。その他、高雄市に
は船舶関連企業が台湾全体の企業数の4割以上
を占める117社ある 5）。このように、高雄市は
台湾における造船業の中心地となっている。

4）港湾
高雄市は世界的な港湾都市でもある。コンテ

ナ取扱量は約9,492千個（20フイートコンテナ
換算）と、世界第18位のコンテナ取扱量（2022
年）6）となっている。台湾では最大の貨物取扱
量であることは言うまでもなく、台湾全体の貨
物の約7割を占める。ちなみに、東京港は世界
第46位の約4,430千個、横浜港は世界第70位の
約2,980千個 6）であり、港湾として高雄市の存
在がいかに大きいかが窺える。

5）小売業
このように、高雄市は台湾を代表するものづ

くりの町だが、小売業の興隆も特筆すべきこ
ととして挙げられる。小売業の主役が依然と
して百貨店である台湾において、ここ数年百
貨店の売上げで台湾第2位の地位を維持してお
り、2023年末にドン・キホーテ、2024年10月
にはロピアの高雄市第1号店が開店した。また、
2026年後半には三井ショッピングパークらら
ぽーとが高雄市第1号店を開業予定であるなど、
日本の小売業の進出も相次いでいる。

湾縦貫鉄道が高雄港湾まで敷設されたことによ
り鉄道と港湾を併せ持つ都市として発展した。

戦後は、金属加工、石油化学、造船などの重
化学工業が発展し、楠梓地区に輸出加工区が設
立されるなど、大型造船工場や石油コンビナー
トなどが集まる台湾最大の重工業都市としての
地位を確立し、今日に至っている。

（2）産業
このように台湾最大の重工業都市としての地

位を確立している高雄市だが、個別の産業につ
いてより詳しく見ると以下のようになる。

1）石油化学産業
国有企業である台湾中油（旧：中国石油）は、

旧日本軍の製油所等を引継いで石油事業を運営
しており、1970～80年代には、石油化学産業
は全台湾の製造業全体の約30%を占めるなど
台湾の経済成長を支えてきた。エチレン、プロ
ピレン、ブタジェン等の基本原料を生産し、同
社周辺に数多くあるメーカーに供給すること
で、巨大な上流から下流までのクラスターを形
成している。

図2　高雄市の産業構造2）

2）鉄鋼産業
高雄市は台湾における鉄鋼産業の中心であ

る。台湾全土の10大鉄鋼メーカーのうち5社が
工場を有し、台湾最大の鉄鋼企業で国有企業の
中国鉄鋼は、高雄市に本社と製鉄所を有してい
る。
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いると述べている8）。このように、台湾が2050
年のカーボンニュートラル達成を掲げている中
で、重化学工業の町である高雄市は、台湾の中
でも主要な二酸化炭素排出源となっていること
からも、二酸化炭素排出削減の必要性が特に求
められている。このため、高雄市幹部によれば、
陳市長は、高雄市政府内においても二酸化炭素
排出削減を強力に指導していると聞く。

4　高雄市のまちづくり
日本統治時代に農産物やその製品の集散地と

して栄え、戦後は重化学工業の発展とともに台
湾経済の発展に貢献してきた高雄市だが、現在
では産業構造の高度化や雇用機会の創出、二酸
化炭素排出削減といった課題に直面している。
このような中、高雄市政府は、変貌を遂げなけ
ればならないとの強い決意の下、TSMCに代
表されるハイテク企業の誘致とともに、スター
トアップ育成にも力を入れ、スタートアップと
従来型企業が新しい発想で新しい製造工程やア
イディアを産み出せるようにするべく、様々な
施策に取り組んでいる9）。

このような高雄市政府のまちづくりについ
て、ここでは、①「アジアニューベイエリアプ
ロジェクト」、②半導体産業育成、③スタート
アップ支援の取り組みについて述べることとす
る。

（1）アジアニューベイエリアプロジェクト
高雄市政府は、国際港湾都市としての発展を

図るため、2010年から総額300億元（約1,380
億円）を投じ、高雄港に面したベイエリアにお
いて、国際展示場である「高雄展覧館」、「高雄
港旅客船ターミナル」、音楽イベント会場であ
る「高雄流行音楽センター」、「高雄市立図書館」
と、バイク社会である台湾で公共交通機関の利
用を促進するために「ライトレールシステム」
の整備などに取り組んできた。これら一連の取
り組みは「アジアニューベイエリアプロジェク

図3　台湾の百貨店売上額（2023年）7）

3　高雄市の課題
古くから日本との関係が深く、重化学工業の

発達とともに台湾経済の発展に貢献してきたほ
か、世界的な港湾都市でもある高雄市だが、近
年は課題にも直面している。

現在の陳其邁・高雄市長は、2020年8月、①
産業構造の高度化、②雇用機会の創出、③重要
交通インフラ整備、④大気汚染の解決を「4つ
の優先」と掲げて当選した。すなわち、これら
4つの点が、高雄市の抱える課題として認識さ
れていることを示している。

かつて経済成長の中核を担い、現在でも日々
の生活に欠かせない素材を製造する重化学工業
は依然として重要な産業である一方、科学技術
の進展や国際分業の進展などにより産業構造は
高度化しており、この流れに対応することで雇
用機会を創出することが求められている。1975
年以降、台湾第二の人口を擁した高雄市だが、
2017年にその地位を台中市に明け渡し、それ
以降、人口では台湾第三の町となっていること
からも、新たな雇用機会を提供することが必要
となっている。

また、重化学工業の一大拠点であることは大
気汚染の原因ともなっており、市民の健康を守
る上でも大気汚染の解決が必要となっている。

さらに、重化学工業は大量の二酸化炭素を排
出する産業でもあることから、二酸化炭素排出
量の削減も喫緊の課題となっている。陳其邁市
長自身、高雄市の二酸化炭素排出量は台湾全体
の約20%に相当する年間約5,700万トンであり、
その内訳は工業部門が約83%を占めているこ
とから、高雄市の企業は困難な課題に直面して
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び「橋頭科学園区」）を「新興半導体製造クラ
スター」として成長させようとしている。

次に、「仁武産業園区」など高雄市南部に位
置する複数の拠点を半導体材料及び石油化学ク
ラスターとして整備し、北部から南部にかけて
半導体の産業回廊を構築しようとしている 12）。
この産業回廊は、各拠点を結ぶとSの字に近い
形を描くことから、「南台湾半導体S回廊」と
名付けられている13）。

高雄市は台湾で唯一、空港と港湾の両方を有
しているため、交通インフラの面で優位性を持
つ。その上、「アジアニューベイエリアプロジェ
クト」により5GとAIoT実証実験エリアを整
備していることもあって、半導体産業の上流

（IC設計、設備、材料）から下流（5G AIoT、
航空宇宙、医療、ドローン等の応用分野）に至
るまで、関係する企業が相次いで進出してい
る。

たとえば、2022年8月、半導体産業の代表的
存在となっているTSMCは高雄市北部の楠梓に
おいて工場の起工式を行い、2024年11月26日
には装置搬入式が行われている14）。また、ドイ
ツのメルクグループや米国のインテグリスなど、
国際的な大手半導体材料製造企業による高雄市
への投資の拡大も発表されている。台湾半導体
材料の大手である日月光（ASE）も高雄市にあ
る既存の拠点を拡大するなど、高雄市の半導体
産業クラスター形成は着実に進みつつある。

図5　南台湾半導体S回廊15）

ト」と名付けられている10）。
さらに、台湾当局も2021年から5年間で100

億元超を投じて、台湾最大級の5GとAIoTの
実証実験エリアの開発に取り組んでいる。具
体的には、「高雄展覧館」を「5G展示モデルエ
リア」、「高雄港旅客船ターミナル」を「5G入
国ゲートモデルエリア」、「高雄流行音楽セン
ター」を「5G音楽・映像ストリーミング実験
エリア」などとし、5G環境を提供するための
イノベーションパークとしている11）。

なお、2021年12月6日には「亜湾新創園（ア
ジアベイ・スタートアップ・テラス）」が、高
雄港に隣接する台湾経済部経済園区管理局が運
営する「高雄軟体科技園区（高雄ソフトウェア
パーク）」内に所在する「鴻海ビル」内に開設
されている。この施設には、デジタルコンテン
ツや情報産業、電子機器の生産に携わる企業が
入居しており、高雄港の臨海部がハイテク産業
育成の一大拠点となる動きを後押ししている。

図4　アジアニューベイエリアプロジェクト10）

（2）半導体産業育成
高雄市政府は、高雄市がすでに金属関連産業

の基盤と石油化学産業の集積を有し、半導体に
おける「封止」や「設備」及び「材料」のメー
カーがすでに立地していることを強みとして活
かすことで、高雄市を重要な半導体産業クラス
ターに成長させたいと考えており、具体的な構
想を有している。

まず、高雄市北部の楠梓地区にある「楠梓産
業園区」内の台湾中油高雄製油所跡地を半導体
材料の研究開発拠点及び新科学技術クラスター
の中核と位置づけ、近接する3つのサイエンス
パーク（「南部科学園区」、「高雄科学園区」及
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大産業トレンドを柱としている。そして、ス
タートアップ企業が世界の産業トレンドの変化
を把握できるように、国際的なアクセラレー
ターや投資マッチングの機会を提供できるよう
に取り組んでいる。

次に、②「高雄インテリジェント・テクノロ
ジー・イノベーション・パーク（高雄智慧科
技創新園區（KO-IN 智高點））」は、AIやIoT、
ブロックチェーンなどの技術やアプリケーショ
ンに関するスタートアップの支援に注力するこ
ととしている。

最後に、③「デジタルコンテンツ・クリ
エ イ テ ィ ブ セ ン タ ー（ 數 位 內 容 創 意 中 心

（DAKUO））」は、デジタルコンテンツ産業発
展のための前哨基地と位置づけており、デジタ
ルコンテンツ産業に関連するスタートアップ企
業に対してカウンセリングと育成の機会を提供
することとしている16）。

高雄市の特徴としては、中国鋼鉄や日月光
（ASE）といった、台湾北部にはない重化学工
業企業が数多く立地していることが挙げられ
る。このため、高雄市政府は、IoTを活用した
スマートファクトリー実現、環境保護対策に関
係するスタートアップの紹介や、テストベッド
の提供を行っている。スタートアップ企業単
独では高雄市に多く立地する重化学工業関連
の国営企業にアプローチすることは難しいも
のの、高雄市が開設した「大港創艦メガベイ

（MEGABAY）」の入居企業であれば、高雄市
政府を通じてそれらの企業に容易にアプローチ
できる。これは自社の信用という点で劣後する
ことの多いスタートアップにとって大きな魅力
と言える17）。

2）スタートアップ企業の認知度向上
高雄市政府は、高雄のスタートアップが注目

されて他の企業に認知されるように、高雄のス
タートアップに対して台湾内外の展覧会への積
極的な参加を支援している。たとえば、「大港
創艦メガベイ（MEGABAY）」では、台湾外の

（3）スタートアップ支援
高雄市政府は、高雄市のスマートシティ化を

加速させ、台湾南部におけるインテリジェント
テクノロジー産業の発展を支援し、地元の雇
用や経済拡大のため、様々な取り組みを通じ
て、デジタルコンテンツ産業やAI、IoT、フィ
ンテックなどのスマート技術に関わるスタート
アップに対してカウンセリングを行ってきてい
る。2024年5月時点では合計115社のスタート
アップ企業の相談を受ける16）など、台湾南部に
おける魅力的なイノベーションクラスターの創
出に取り組んでいる。以下では、高雄市政府が
展開するスタートアップ支援の具体的内容や、
支援を行うにあたっての考え方について詳述す
る。

1）スタートアップ支援施設の開設
高雄港の臨海部には、台湾当局が開設したス

タートアップ支援機関である「亜湾新創園（ア
ジアベイ・スタートアップ・テラス）」が開設
されていることはすでに述べた。これに加え
て、高雄市政府自身が3つのスタートアップ支
援施設を開設し、廉価な賃料で使いやすいオ
フィスを提供し、大中小様々な企業を高雄市に
誘致することで、新しいビジネスエコシステム
の構築を目指している。

具体的には、高雄市政府は産業の高度化と転
換を促進するとともに、スマート技術に関わる
スタートアップ企業のクラスターを形成する
ため、①「大港創艦メガベイ（MEGABAY）」、
②「高雄インテリジェント・テクノロジー・イ
ノベーション・パーク（高雄智慧科技創新園
區（KO-IN 智高點））」、③「デジタルコンテン
ツ・クリエイティブセンター（數位內容創意中
心（DAKUO））」の3つのスタートアップ支援
施設を開設している。

これら3つのスタートアップ支援施設にはそ
れぞれ特徴がある。

まず、①「大港創艦メガベイ（MEGABAY）」
は、デジタル化とネットゼロ化といういわば二
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ブル製造学院が入居している。また、中山大学
には、台湾の6つの国立大学（台湾大学、清華
大学、陽明交通大学、成功大学、台北科技大学
と中山大学）にのみ設置されている半導体学院
も設置されている。

さらに、高雄市政府は、台湾有数の名門大学
である清華大学と陽明交通大学の高雄分校の開
設誘致に成功している。高雄市政府幹部は、こ
うした取り組みを通じて高雄で人材を育成する
ことにより、その後の発展のために必要な人材
をすぐに活用できるようにするとの考えを示し
ている9）。

4）国際交流
2024年2月、高雄市政府は熊本市との間でス

タートアップ支援に関する協力覚書を締結して
いる。協力の内容としては、両市の間でスター
トアップ関連の交流促進や、定期的な情報交換
の実施、相互訪問の促進などが掲げられてい
る20）。

5）スタートアップ企業育成の考え方
頼清徳政権は台湾をAIの島にするとの考え

を表明しているが、高雄市政府幹部もAIにつ
いて発展させたいとの考えを示している。高雄
市にはエヌビディア製品を活用したコンピュー
ティングセンターが「アジアニューベイエリア」
に進出予定であるほか、TSMCも進出するこ
とを受けて、コンピューティングセンターとし
て発展し、地元企業においても生産効率を高め
たいとの考えを示している。

また、高雄市政府幹部は、高雄市が工業都市
であることからB2Bのマーケットを中心に発
展してきており、このB2Bのマーケットが大
きいことを大きな魅力と考えているとも明言し
ている。

高雄市に立地する大企業には台湾中油、中国
鋼鉄、台湾国際造船などの重工業に関する国営
企業が多いことから、台湾の中でも高雄市の二
酸化炭素排出量は際だって多い。たとえば、高

展示会に出展する際には展示会費用について支
援を行っている17）。

こうした取り組みに加えて、2021年より、
高雄市政府自らが共催者となり、高雄市におい
て「Meet Greater South」と題した大規模な展
覧会を開催している。2024年の場合、8月23日
と24日の両日、第4回となる「Meet Greater 
South」を、例年同様、高雄市の高雄展覧館に
おいて開催した。高雄市政府によれば、今回は
台湾内外のスタートアップ企業300社以上が参
加したほか、来場者は2日間で1万2,000人を超
え、20%近く増加している。高雄市政府自身も
テーマ・パビリオンを出展しており、そこでは
AIコンピューティング・リソースのスケジュー
リング、デジタルライフ・ソリューション、ネッ
トゼロ、その他のAIの実用的なソリューショ
ンと応用をテーマにした展示が行われた18）。こ
のように、高雄市政府は高雄のスタートアップ
企業の認知度向上に努めている。

図6　Meet Greater South19）

3）人材育成
高雄市政府が目指す産業構造の高度化を通じ

たスマートシティ化には、それを支えるための
人材の確保が不可欠となる。人材育成に関して
は、「大港創艦メガベイ（MEGABAY）」が入
居している高雄で最も高い「高雄85ビル」の
中に、高雄で最も優秀とされる中山大学の国際
金融研究学院と、台南市に本部のある名門大学
である成功大学のスマート半導体及びサステナ
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ことで、高雄市をスマートシティに作り上げよ
うとの明確な政策的意図が窺える。こうした取
り組みを通じて、産業構造の高度化や、雇用機
会の創出を実現するとともに、カーボンニュー
トラルの達成に向けた道筋を描くことで、未来
に向けたまちづくりを行っていることが鮮明と
なっている。

5　おわりに
高雄市は「製造業の確固とした基盤に支えら

れ、世界に開かれたスマートな港湾都市への道
を進む」ことを標榜しており5）、台湾随一の重
化学工業の基盤や集積と、アジア有数の港湾都
市である強みを活かしながら、スマートシティ
への進化を遂げようとしている。

高雄市は製造業を中心とする産業基盤を有す
ることから、こうした企業へのアクセスが非常
に容易であることは強みと言える。また、高雄
市政府は、工業、商業、農業、医療、海洋など、
ビジネスに関わるすべての分野を担当する部局
と、工場や病院など現場とのつながりを有して
いるため、協業者や製品及びサービス需用者を
発掘しやすいとの強みも有している。

本稿では、これまで重化学工業都市や港湾都
市として発展してきた台湾高雄市が、重化学工
業の操業改善などにスタートアップの力を活用
することを通じて、スマートシティに生まれ変
わるためのまちづくりについて述べてきた。す
でに有する産業基盤と、地方政府として持つ
ネットワークを活かし、産業構造の高度化を図
ることで新たな発展を遂げようとしている高雄
市のまちづくりは、同様の課題に直面している
日本の地方自治体の皆様にも示唆があるのでは
ないかと推察する。高雄市は、2023年7月に新
潟県佐渡市との友好交流覚書を締結するなど、
日本の地方自治体との交流に極めて積極的であ
る。本稿を通じて、高雄市政府との交流や対話
に少しでもご関心をお持ちいただいたようであ
れば幸いである。

雄市は全台湾の約20%の二酸化炭素を排出し
ている中、高雄市にある中国鋼鉄は約2千万ト
ン超の二酸化炭素を排出しているが、この量は
台北市の1年間の二酸化炭素排出量の約2倍に
相当する。一方、台湾は2021年に2050年のカー
ボンニュートラル達成を宣言しており、この目
標達成のために国営企業も排出削減に強い関心
を寄せている。排出削減にあたり、操業におけ
るオペレーションの最適化や生産プロセスの効
率化を実現するためには、情報関連のスタート
アップが活躍する余地は大いにあるものと考え
られる。すなわち、新しい装置を導入して生産
関連データを把握することや、把握したデータ
を統合していかに排出削減できるか提案すると
いったことは、スタートアップと大企業との協
力の一つの重要な領域になるのではないかと考
えられる。このため、高雄市政府幹部も、高雄
市に二酸化炭素を大量に排出する重化学工業が
数多く立地することをいわば「活用」すること
により、スタートアップとこうした国有企業と
の協業機会を創出し、スタートアップ支援と二
酸化炭素排出削減を両立させるとの考えを示唆
している9）。

6）スタートアップ支援とまちづくり
高雄市政府幹部は、これまで高雄市がバナ

ナ・砂糖のような農業、造船や石油化学のよう
な産業の街として発展してきたものの、これか
らは変貌を遂げなければならないと考えている
と述べている。そして、その実現にあたっては、
TSMCのようなハイテク企業を誘致すること
とともに、スタートアップの育成にも力を入れ
ようと考えているとも表明している。スタート
アップと従来型の企業が協力し、新たな発想で
新たな製造工程やいいアイディアを産み出せる
ようにしたいとの考えを示している9）。

こうした考え方からは、これまでの重化学工
業の集積を強みとして、そうした企業の操業に
おける二酸化炭素排出削減やデジタル化といっ
た課題の解決にスタートアップの力を活用する



34

Urban・Advance No.83 2025.03

グローバルに展開」
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1　はじめに
シンガポールは1965年のマレーシアからの

分離独立以来、第二次世界大戦後の自由貿易体
制にうまく適合して1980年代には新興工業経
済地域となる。その後、グローバル経済化のも
とでアジア太平洋地域の国際ビジネスセンター
として急速な社会経済発展を遂げてきた。独立
当時は十分な経済基盤や社会インフラもなく、
スラムなどの劣悪な住環境が広がっていた。し
かし、社会経済の発展に伴って1970年代末に
は基本的ニーズを達成し、1980年代末にはそ
の生活水準は先進国のレベルに達しようとして
いた。都市国家シンガポールの長期空間計画ビ
ジョンであるコンセプトプランの1991年改訂
では、シンガポールはアイデンティティの確立
と生活の質の向上を目指して、「仕事と遊び、
文化と商業のバランスが取れ、自然、水域、都
市開発がシームレスに織り合わされたトロピカ
ルなアイランドシティの創造」という、先進国
シンガポールとしての発展ビジョンを掲げた

（URA, 1991）1）。そして、2001年コンセプトプ
ランでは、「世界クラス都市」としての発展ビ
ジョンを描くようになる。本稿では、2001年
以降のコンセプトプランを概観するとともに、
シンガポールが描く「世界クラスの都市像」と
はどのようなものであり、それがどう実現され
ようとしているかを検証するものである。ま
た、計画ビジョン実現を支援する制度・計画的
基盤についても概説したい。

2　コンセプトプランと�
計画実現の制度基盤

（1）都市国家の空間計画システム
シンガポールでは、社会経済発展方針に基づ

いた長期空間管理計画（土地利用・交通・環境
保全・埋立計画）であるコンセプトプランによ
り国土空間をマネジメントしてきた。プランで
は40年～50年にわたる土地利用ニーズを想定
し、限られた国土空間のなかでビジョン達成に
向けて土地利用の優先順位が定められている。
プランは関係政府機関横断的な諮問委員会にて
統合的かつ戦略的に検討される。コンセプトプ
ランは、1989年以降、国家開発省（MND）が
所轄する都市再開発庁（URA）が策定している。
これまでに、1971 年、1991 年、2001 年、2011
年、2021年の5次のコンセプトプランが策定さ
れ、1991年以降は10年ごとに改訂されている

（2021年プランは改定長期土地利用計画2021と
呼称される）。

URAは、コンセプトプランに基づき10年か
ら15年の中期計画としてマスタープランを作

福島　茂
ふくしま　しげる

工学博士（東京大学）。国連地域開発セ
ンター、東京大学大学院、アジア工科
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財務省・法務省から同意・承認が得られれば
SLAが当該土地を収用し、申請省庁に引き渡
すことになる（CLC, 2018）3）。

もうひとつの国有地利活用の経路は、SLA
の代理機関を通じた国有地（借地権）の民間売
却である。URAが主要な代理機関となってい
る。このほか、公共住宅団地内の国有地売却
については住宅開発庁（HDB）が、産業用の
国有地売却についてはJTCコーポレーション

（JTC）が代理機能を果たしている。借地期間
は通常99年であるが、暫定利用として15年間
の借地権を販売することもある。産業用国有地
の借地権売却の場合は30年間と短い（60年を
30年に短縮）。比較優位が変化しやすい産業用
途の陳腐化を防ぐ目的がある。それぞれの代理
機関は、国有地売却制度と開発ガイドラインを
通じて民間開発を誘導するとともに、新しいア
イデアやノウハウを取り入れている。各代理機
関は対象地域の発展ビジョンを示すとともに、
基盤・環境整備や関係機関との調整を通じて、
民間投資を惹きつけている。国有地の民間売却
による開発シェア（2019年）は民間住宅供給
戸数の40 ％、オフィス供給延床面積の36 ％、
店舗面積の31％、ホテル客室数の36％を占め
ている（CLC, 2021）4）。国有地管理制度は政
府事業省庁の直轄事業と民間活力による事業推
進の両輪により計画実現を支えている。

国土の大半を占める国有地や公共部門による
広範な不動産資産保有、期限付き借地権を前提
とする国有地売却制度は、土地利用の新陳代謝
を容易にしている。借地権の期限が切れると基
本的に土地は国に返納される（CLC, 2018）3）。
国有地管理制度を通じて時代のニーズに合っ
た利活用がなされることになる。HDB、JTC、
国立公園庁（NParks）などの公的機関が保有
する住宅団地、工業団地、公園緑地では時代の
ニーズに合わせて建替え・再整備・改修が実施
されている。また、デジタル技術や環境技術な
ども国が保有する住宅地や工業団地を通じて大
規模に社会実装をさせることができる。国有地

成し、5年ごとに見直している。マスタープラ
ンは法定都市計画であり、即地的に土地利用を
誘導する手段になっている。現行の2019年マ
スタープランはシンガポール全体の計画方針を
示すとともに、地域別（セントラル地区・東部
地域・北部地域・中部地域・北東部地域・西部
地域）の都市計画方針を定めている。また、各
地域内で活かすべき地域資源がある場合には当
該地区の整備方針を示し、重点開発地区につい
ては地区マスタープランを策定している（URA, 
2019）2）。

コンセプトプランのもと、関連省庁・機関は
それぞれの政策・事業計画をURAの都市計画
マスタープランと相互に連動させて策定してい
る。これにより、都市計画、歴史環境や自然環
境保全、住宅まちづくり計画、交通計画、公園・
緑地・緑のネットワーク計画、産業開発計画が
相乗効果を高めるように運用され、コンセプト
プランの実現が図られてきた。

（2）計画ビジョン実現のための制度基盤
シンガポールの国土空間管理において特徴的

な点は、計画ビジョンが国有地管理制度のも
と、強力な事業実施省庁・機関が連携して計画
ビジョンの実現を図っている点にある。広範囲
な目的での民有地の公的収用を認める土地収用
法（1966）のもとで、政府は国土の国有化を進
めてきた。さらに公共埋立事業を積極的に展開
することにより、国有地を拡大させてきた。現
在、国土の8割以上が国有地であると言われて
いる。

現行の国有地管理制度について概観しておき
たい。国有地はシンガポール土地管理庁（SLA）
により管理運営されている。SLAは管理下の
国有地に、新たな埋立地、事業官庁から返却さ
れた国有地、借地権期限切れで回収された国有
地などを加えて管理・運営する。各省庁はマ
スタープランに基づき、SLAに必要な国有地
の利用を申請し、その承認を受けて事業展開を
図っている。関連省庁が新たに民有地の収用を
必要とする場合は、マスタープラン委員会や
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はシンガポール国民だけでなく、海外高度人材
を惹きつける狙いもあった（Lim, Khoo Cheng, 
2001）7）。

40～50年後の人口を550万人と想定した土地
利用計画の方針が示された。経済面では、国際
金融・ビジネスセンター機能の発展、国際的な
観光機能の強化、高付加価値型産業と研究開発
の振興による経済発展の方向性が示された。歴
史・文化の保全によりアイデンティティを強化
し、緑と水辺が織りなす環境のもとでレクリ
エーションの選択肢を増やすこと、幅広い住宅
オプションを提供し、質の高い生活環境を構築
することになった（URA, 2001）6）。

（2）2011年コンセプトプラン
URAは2011年コンセプトプラン草案を策定

していたが、外国人居住者の急増に対する国民
の反発から持続可能な人口フレームに対する国
民の意見を聴くために発表を延期することに
なった。上位官庁のMNDが「未来のシンガポー
ル人のための土地利用計画2013」をとりまと
め、これを2011年コンセプトプランとした（（一
財）自治体国際化協会・シンガポール事務所，
2021）8）。この計画では、2030年に650～690万
人という急激な人口増加のもとでも、国際的な
競争力を維持し、持続可能で全ての人々が高い
生活の質を享受できることを目標とした。2011
年計画でも、「世界クラスの都市」を目指すこ
とに変わりはない。内容的には、①良質でア
フォーダブルな住宅の提供、②「庭園の中の都
市」：住宅地周辺での公園・緑地や緑のネット
ワークを整備し、緑豊か住環境を実現、③世界
クラスの公共交通の構築：公共交通の利便性を
高め、複合型都市機能を有する統合型交通ハブ
を整備、④国際金融ビジネス・高付加価値型
産業クラスターの振興、ビジネス・インフラ
整備を通じて活気ある経済と雇用維持、⑤新
たな空間創造による将来の成長余地の確保と
いう5つの方針が示された（URA, 2011; MND, 
2013）9） 10）。2010年以降、海外高度人材の誘致
政策は緩やかなものになり、自国民の教育・訓

の民間売却の際のガイドラインを通じて、民間
開発でも新技術を実装させている。ハード・ソ
フトの両面から土地利用・施設の新陳代謝を促
しやすい環境にある。限られた国土のなかで急
速な社会経済発展を遂げてきたシンガポールに
とって、土地利用・施設の新陳代謝は極めて重
要であり、これが時代に応じた計画目標を達成
できる基盤となっている（図1）。

図1　シンガポールにおける国有地管理制度

出所 CLC, Singapore (2016, 2018, 2021）3）4）5）及び SLA, 
URA, HDB, JCT の各公式 Website 情報をもとに筆者作成。

3　世界クラスの都市像
ここでは、シンガポールが目指してきた「世

界クラスの都市像」とはどのようなものである
かを、2000年代のコンセプトプランから概観
したい。

（1）2001年コンセプトプラン
2001年コンセプトプランは、21世紀のシン

ガポールを豊かな伝統・個性・多様性・アイデ
ンティティを備えた「世界クラスの都市」へ
と転換するビジョンを示した（URA, 2001）6）。
基本的な方向性は1991年プランを踏襲してい
るが、アジア太平洋地域におけるグローバルシ
ティとしての発展と生活の質を世界トップ水準
に引き上げる目標を明確にした点が注目され
る。シンガポールは1990年代より研究開発や
国際ビジネスの発展に資する海外高度人材の誘
致政策を採り、2000年代にこれを本格化させ
た。世界トップ水準の生活の質を達成すること
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ングモール開発を誘導した。これは既存商業
施設のリニューアルに向けた動きをもたらし、
ショッピングモール全体の活性化に寄与したと
言われている（CLC, 2021）4）。

図2　マリーナベイ・サンズと金融センター

図3　ガーデン・バイ・ザ・ベイ国立庭園

国際ビジネス・観光の振興上、見逃せないの
がチャンギ空港ターミナル及びその隣接開発で
ある。マリーナベイやセントーサ島の開発と連
動するかたちで、2013年にジュエル・チャンギ・
エアポート開発プロジェクトが発表され、2019
年に開業した。この施設はターミナル1・2・3
を結ぶ自然をテーマにしたエンターテイメント
型複合商業施設である。チャンギ空港グループ
は、この開発に合わせてターミナル1を拡張リ
ニューアルし、レインボルテックスと呼ばれる
巨大な屋内人工滝を有するテーマパークのよう
な空間を創出した。こうした一連の巨大開発が
国際観光都市としてのシンガポールの地位を大
きく向上させた。

マリーナベイ開発はシンガポールの都市開発
アプローチとして象徴的である。そこには、長

練に重点が置かれるようになった。

4　世界クラス都市の検証
シンガポールが目指す「世界クラスの都市」

がどのように実現されているか、そのアプロー
チとは何かを、①国際競争力を有するグローバ
ル・シティの実現、②世界クラスの生活の質と
シンガポール・アイデンティティの実現という
二つの観点から検証していきたい。

（1）グローバル・シティの実現
1）国際金融ビジネスセンター・観光開発

1990年代、シンガポール政府は国際金融・
ビジネスセンターとしてのオフィス機能や国際
観光機能が競争優位を失いつつあるとの認識を
持っていた。URAは2003年にマリーナベイ・
マスタープランを見直し、その戦略的な開発に
取り組む。既存の国際金融ビジネスセンターに
隣接するマリーナベイ街区において、URAは
国有地売却を通じて最新鋭の大型オフィスビル
を含む民間複合開発を誘導し、国際金融ビジネ
スセンター機能を強化している（CLC, 2021）4）。

観光・コンベンション・レクリエーション開
発の観点では、3つの高層棟を連結する空中庭
園により特徴付けられるマリーナベイ統合リ
ゾート（マリーナベイ・サンズ，2010）、ユニー
クな蓮の花をモチーフにしたアートサイエンス
ミュージアム（2011）、世界最大の温室「フラ
ワードーム」や高さ25～50mのシンボリック
なスーパー・ツリー・グローブが象徴的なガー
デンズ・バイ・ザ・ベイ（2012）などの一連の
開発が進められ、世界的にもユニークな都市空
間が創出された。併せて、セントーサ島でも統
合リゾート開発として、ユニバーサルスタジ
オ、世界最大級の水族館、ウォーターパークな
どのアトラクションやカジノ、ホテルを兼ね備
えたリゾートワールド・セントーサが開設さ
れた（2011）。その他にもURAはオーチャー
ド・ロードのショッピングモールの活性化のた
めに、国有地売却を通じて新しい民間ショッピ
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21世紀産業用地計画（IP21）を策定し、従来
産業地区の一括再開発プログラム、立体工場に
よる土地生産性向上、高付加価値型産業の重点
化などの方針を示した。ブラウンフィールドと
成熟した工業団地を仕事・遊び・学習が融合で
きるように土地利用の見直しが進められ、サ
イエンスパーク・ビジネスパークの開発も積
極的に展開されている（JTC, 2024）11）。2000
年代以降、戦略産業クラスター領域でのイノ
ベーションの創発を支援するエコシステムの
構築や、インダストリー4.0に対応した生産工
場の開発にも取り組んでいる。こうした知識
集約的な生産空間づくりのため、JTCはURA、
HDB、NParksと連携して開発・整備を進めて
いる。JTCは、①バイオメディカルサイエン
ス、情報通信、メディア、フュージョン型研究
開発などを支援する「ワン・ノース開発（2001
～）」、②航空宇宙産業の集積拠点「セレター航
空宇宙パーク（2007～）」、③先進的な製造拠点

「ジュロン・イノベーション地区（2016～）」、
④IT企業集積拠点・理工系大学・スマートタ
ウンから構成される「プンゴル・デジタル地区

（2020～）」など、先進的な産業ゾーンを次々と
生み出している（図4・5）。これらの開発は、
研究開発施設の他にビジネス交流・支援施設、
人材訓練施設、オフィス・商業・ホテル・サー
ビスアパートメント・住宅、公園、大学（一部）
などを有する複合開発である。シンガポールで
は将来的にも高付加価値製造業を経済成長セク
ターの一つとして位置付けている。JTCは国内
外の先端企業・スタートアップや才能のある人
材を惹きつけ、定着・発展させる先進的で魅力
的な創造空間やコミュニティづくりを目指して
いる（JTC, Website）12）。

シンガポールの航空・海運のハブ機能はいず
れも世界トップ水準にある。シンガポール政府
はチャンギ空港を計画的に拡張し、ハブ機能を
強化してきた。港湾についても2000年にパシ
ル・パンジャン・コンテナ港を、2022年にはトゥ
アス新港第1期を開設している。これらのハブ

期的視野、戦略性、統合性、都市デザイン、官
民連携、世界水準のビジョンとパートナーの
取り込みなどの全ての要素が見て取れる。マ
リーナベイは1960年代に既に埋立事業が決定
し、1970年代から埋立が開始されている。こ
の事業では全面埋立による空間確保案と現行の
内水面を残す案が比較検討された結果、環境
経済価値の高さが評価されて後者が採択され
た。また、閉鎖堰を設けることで水資源確保に
つなげている。マリーナベイの埋立による空間
創出は都心域における緑地整備や歴史的環境保
全を容易にした。URAはウォーターフロント
から後背地にかけて段階的に建物高さを上げる
ように規制することで、マリーナベイを中心と
した都市空間を創出し、後背地の建物からもマ
リーナベイへのビスタを確保できるようにし
た。ベイサイド・プロムナードを整備するとと
もに、それに面して配置される低層建築物に公
共空間や多様なアクティビティを導入すること
で、ヒューマンスケールな水辺の魅力を生み出
している。（CLC, 2016）5）民間開発はコンセプ
ト＆入札方式による国有地売却や開発・デザイ
ンガイドラインで誘導されている。とりわけ、
マリーナベイやセントーサ島の統合リゾート開
発においては、最も魅力ある提案を採択できる
よう固定価格提案依頼による国有地売却方式が
とられた（CLC, 2021）4）。国内外の大手デベ
ロッパーに対して魅力ある総合開発ビジョンを
示し、世界から投資や開発ノウハウ・アイデア
を集めて、開発を実現しているのである。マ
リーナベイやセントーサ島の開発は、陸上交通
庁（LTA）による大量高速鉄道（MRT）ネッ
トワークや高速道路の整備によっても支援され
ている。
2）先進的なグローバル生産拠点

JTCは産業施設の開発・運営の領域で世界水
準のサービスを提供してきた。シンガポールで
は産業の高付加価値化、知識産業化、デジタル
化を推進しており、JTCが開発する産業用地・
施設は大きく変容している。1997年、JTCは
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シンガポール国民・永住者の76.4％はHDB住
宅に住む（HDB, 2023）13）。今日、HDBは住宅
の質の向上を図り、多様なニーズに応じた住宅
供給を展開している。URAも国有地売却制度
を通じて高質で多様な民間住宅開発を誘導して
いる。HDBはオールド・ニュータウンの再生
事業や、近隣住区再生事業、老朽住宅改修事業
を実施し、高齢化に対応した住宅・団地改修
を展開している。ニュータウン再生事業では、
ショッピングモールやランドマークとなる高層
住宅の開発、公共施設やオープンスペース・緑
道・歩道の整備、コミュニティのニーズへの対
応、歴史・魅力資源の活用により、活気ある
ニュータウンへと再生を図っている（福島茂，
2019）14）。

2011年には、「より良い居住に向けたHDB
住宅ロードマップ」を公表し、アフォーダブル
住宅政策、21世紀型ニュータウン事業の展開、
環境配慮型スマートタウン開発などの方針が示
された。アフォーダブル住宅については、国有
地を活用することや住宅取得時の応能的補助金
を導入することで対応している。環境配慮型ス
マートタウンに関しては、パイロット事業とし
てのエコタウンの開発や、それを包括的に展開
する「HDBグリーン・プリント」事業が展開
されている。グリーンな住区・住棟とコミュニ
ティづくりを目標に、太陽光発電システム、エ
ネルギー回生式エレベーター、屋外LED照明、
雨水利用システム、真空式廃棄物搬送システ
ム、グリーン通勤（公共交通・サイクリング道
整備）、グリーンフラット（屋上・壁面緑化）、
エコハウスなどがHDB住宅・タウンに実装さ
れ始めた。2014年、HDBと経済開発庁（EDB）
が連携して、HDBフラットや公共施設の屋根
に太陽光発電パネルを大規模に設置する政策

「ソーラー・ノヴァ（SolarNova）」事業が開始
された（HDB Website）15）。政府のスマート・
ネイション構想を受けて、2014年、HDBはス
マートタウン・フレームワークを策定し、情報
通信・センサー技術とデータ解析などのスマー

機能が国際ビジネスやハイテク製造業を支えて
きた。2019年マスタープランでは、経済ゲー
トウェイの強化の一環で、ハブ機能を活かした
ビジネスパーク、ハイテク製造ハブなどが計画
されている（URA, 2019）2）。

図4　センター構造と産業拠点開発
出所：URA・Master Plan 2019に筆者加筆

図5　プンゴル・デジタル地区開発計画
出所：JTC-Website に筆者加筆

（2）世界クラスの生活の質とアイデンティティ
生活の質という観点では、住宅、地域拠点の

開発、公園・レクリエーション、モビリティを
それぞれ向上させ、それらを統合的に整備・運
用することで魅力的な生活空間を創出してい
る。
1）住宅・住環境

HDBは1970・1980年代を中心にニュータウ
ンを積極的に開発し、現在、24のニュータウン
と3つの住宅団地を有している。HDBは2023
年3月末時点で、113万3915戸の住宅を管理し、
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図6 ジュロン・レイク地区開発計画
出所：URA-Website 資料

3）�「庭園都市」から「庭園の中の都市」「自然
の中の都市」へ

2001 年コンセプトプランは、1960 年代か
ら継承されてきた「ガーデンシティ（Garden 
City）」コンセプトを「庭園のなかの都市（A 
City in a Garden）」に発展的に転換する。ここ
では公園・緑地・自然保護区の「緑」と貯水
池・水路網・海岸の「水」の織りなす庭園がイ
メージされた。国立水道庁（PUB）は2006年
から管理する貯水池や水路網（自然的な修景
実施）を活用して、アクティブ・ビューティ
フル・クリーン（ABC）プログラムを展開し
ている。これまでに102kmの水路と947haの
水域がレクリエーション利用に開放されてい
る（URA, 2019）2）。NParksはこうした水辺を
生かした公園・緑地・緑道を整備してきた。さ
らに、シンガポール全域で公園・緑地・水辺・
自然地を緑道・サイクリング道でネットワーク
化し、それを住宅地やセンターと連結すること
で都市生活の質を高めようとしている。これ
はパーク・コネクター・ネットワーク（PCN）
と呼ばれ、「庭園のなかの都市」コンセプトの
もとで一層重視されるようになった（武田重
昭他，2015）16）。1995年に初めて開設された
PCNの総延長は2012年に200km、2015年には
300kmへと急速に拡張している。PCNは住宅
環境や健康環境を向上させている。NParksは
前述のガーデンズ・バイ・ザ・ベイやジュロン
レイク・ガーデンなどの大規模な国立庭園も整
備している。こうしたグリーン政策が着実に実
現されてきた背景には、ガーデンシティ実行委

ト技術を用いて、HDBタウンをより持続可能
で、安全・安心、住みやすいものとする試みが
なされている（福島茂，2019）14）。
2）地域拠点・サブセンター開発

1991年コンセプトプランの分散化政策の拠
点として選ばれた、東部拠点のタンピネス、北
部拠点のウッドランド、東部拠点のジュロン・
ゲートウェイ（旧ジュロン・イースト）は大き
く発展してきた。これらの地域拠点に共通する
開発アプローチは、URA、HDB、JTC、LTA、
NParksが連携して開発を進めている点である。
地区マスタープランのもとURAはMRT駅周
辺の民間商業・業務・住宅開発の誘導や歴史
遺産の保全、HDBはニュータウン再生計画・
新規住宅開発、JTCはビジネス・サイエンス
パーク整備、LTAはターミナル駅から周辺エ
リアへのフィーダー交通網や自転車道の整備、
Nparksは公園緑地や緑道（PCN：後述）の整
備を実施してきた。いずれの地域拠点も住み・
働き・楽しみ・憩うことができ、職住近接の活
気のあるセンターとして発展している。地域拠
点では、地域コミュニティのための公共空間整
備、文化・芸術活動の展開などのプレイス・メ
イキングが行われ、プログラムへの市民参加を
通じて市民自らが「自分たちのまち」と思える
まちづくりが行われている。

2019年マスタープランでは、これらの地域
拠点は都心地域を補完する第二のビジネス・
ノードとして位置付けられている。ジュロン湖
を囲む400haに及ぶジュロン地区では、これま
で地域拠点として発展してきたジュロン・ゲー
トウェイに加えて、レイクサイドとレイクサイ
ド・ゲートウェイの2つの開発計画が示された。
これらの地区では、ダイナミックで多様性に富
んだ複合ビジネス・商業・レジャー地区の開発
が予定されている（URA, 2019）2）。2019年に
は国立庭園ジュロン・レイク・ガーデン（90ha）
が開設された（図6）。
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に関しては、2040年までに屋根付き歩道を150
㎞整備し、2030 年代に自転車道 1300km、鉄
道網360㎞に拡大するとした（LTA, 2019; Er. 
Chua Chong Kheng, 2024）19） 20）。LTAは国家
自転車利用計画の一環としてPCNのサイクリ
ング道路を整備し、そのネットワークを広げて
い る。LTA・URA・HDB・NParks の 相 互 連
携により、各拠点・施設は多様な公共交通網・
道路網・サイクリング道路・ウォーキング散策
路で重層的に結ばれ、質の高いモビリティ社会
が実現されている。

（3）世界クラス都市の達成度
シンガポールが2024年現在で「世界クラス

の都市」をどの程度達成しているかを、①スイ
ス国際経営開発研究所（IMD）の「IMD世界
競争力ランキング」、②英国エコノミック・イ
ンテリジェンス・ユニット「住みよさグローバ
ル・ランキング」、③森ビル「世界の都市総合
力ランキング」から確認しておきたい。IMD
世界競争力ランキングは企業が競争力を発揮し
やすいビジネス環境が整っているかを評価する
ものであり、シンガポールは世界1位にある。
一方、安定性・医療・文化と環境・教育・イン
フラから都市を評価する「グローバル住みよさ
ランキング」においてシンガポールは26位（ア
ジア3位）と順位を下げるものの、先進国都市
の上位層には入る。「世界の都市総合ランキン
グ」は経済・研究開発・文化交流・居住・環境・
交通アクセスの6領域、すなわち経済発展性と
住みよさを総合して評価するものであり、双方
の評価が相殺されてシンガポールは5位という
順位に落ち着く。そのほかにも、スマートシ
ティ、公共交通、持続可能性などの世界ランキ
ングもトップクラスである。全体的に見れば、
シンガポールは「世界クラスの都市」という目
標を、経済・ビジネス領域を中核にかなり達成
していると言える。この成果は、政府が社会経
済・環境政策と空間計画を統合的に計画運営す
ることでもたらされている。

員会（GCAC）がURA、HDB、PUB、LTAな
どの関係省庁の政策・事業をチェックし、調
整・統合しつつ計画実現を推進してきたこと
がある（Ng Lang, 2008）17）。2020年には、「グ
リーンプラン2030」と連動して、Nparksは「自
然の中の都市（A City in Nature）」という計
画概念を発表した。これは高密度都市と豊かな
生物多様性の共生を目指したものであり、住み
よさ・持続性・ウェルビーイングのために都市
に自然を回復させるものである。従来以上に自
然・エコシステムとの共生が重視されている

（Govt. of Singapore: Green Plan Website）18）。
4）持続可能で生活の質を高めるモビリティ社会

LTAは1996年白書において、自動車交通と
公共交通を統合的に整備運営することで「世界
レベルの陸上交通システム」を構築する目標を
立てた。LTAは陸上交通マスタープランの策
定と改定（2008年、2013年、2019年）を通じて、
高速道路・一般道路、MRT・LRT、バス路線、
サイクリング道路などのネットワークを計画的
に整備してきた。高速道路ネットワークの骨格
は1990年代までにほぼ完成している。国土が
狭いシンガポールにおいて自動車交通に異存す
ることは土地利用的に合理的でないと判断し、
1980年代後半以降MRT・LRTを拡充してき
た。1990年に2路線で運行が開始されたMRT
は6路線に拡張され、2021年現在の総延長は
203.2kmにまで拡張されている。MRTのフィー
ダー路線としてLRT・3路線が整備されている。
MRTがない地域では専用バスレーンを伴う基
幹バス網が補完する。MRTの整備は地域分散
化政策や既存・新設のニュータウンを支援する
かたちで進められてきた。陸上交通マスタープ
ラン2040（2019）は、①市民の願望に応える：
自宅から最寄りのタウンセンターまで徒歩・自
転車で20分以内、公共交通等により職場まで
45分以内でアクセスできる、②持続可能な交
通：徒歩・自転車・公共交通などグリーン交通
に転換する、③デジタル化・自動化への対応と
いう目標を掲げている。グリーン交通への転換
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を高める都市空間をどのようにつくり、維持発
展させていくかに移っている。社会経済発展と
高質な物的環境や都市サービスを達成してきた
シンガポールにとり、「ハートウェア」として
の街づくりがより重要になっているのである。
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細な空間整備・管理の方向性が示されている

（URA, 2022）21）。
ここでは、「世界クラスの都市」という概念

は明示的な目標とはなっていない。無論、国際
金融ビジネス・産業や観光のハブとして、才能
のある人材・観光客を惹きつける魅力的な都市
であり続けることは意識され、将来の変化に柔
軟に対応することで持続的な発展を実現する意
図は読み取れる。今日、コンセプトプランに関
わる多くの省庁・機関にとって世界水準を目指
すことは既に浸透しているようにみえる。新し
い長期土地利用計画の本質的な目標とは、シン
ガポール人にとってのウェルビーイングや愛着
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1　はじめに
人口2億6,000万人を擁する東南アジアの大

国インドネシア。このインドネシアにおける
近年の都市開発の目玉は新首都ヌサンタラの
建設であろう。カリマンタン島の東部に位置
するヌサンタラは、「Global City for All」をビ
ジョンとして、総面積256,000ha、2045年には
人口190万人の新都市を目指している。筆者の
訪ねた2022年11月の時点でも、現地では森林
を拓きながら急ピッチで工事が進められてい
た（図1）。2024年8月の独立記念日式典はヌサ
ンタラでも開催され、当時のジョコ大統領と共
に、大統領選に勝利していたプラボウォ（現）
大統領も式典に出席するなど、この新首都建設
が今後も継承されることがアピールされた。

いよいよ本格的に動き始めた感のあるヌサン
タラの建設をめぐっては、スマートシティなど
の新たな技術が導入された新時代の都市として
期待が寄せられる一方、森林を拓いて建設され
るなどの環境上の懸念、さらに、ジャカルタ行
末を案じる声など賛否両論さまざまな声が聞か
れる1）。この新首都ヌサンタラの建設は、どの
ような方向に向かうのだろうか。本稿では、ま
ず、ジャカルタとヌサンタラをめぐる議論を概
観して首都移転と新首都建設の背景を紐解いた
上で、新首都建設の根拠法である「首都法」に
位置付けられたマスタープランにおける新都市
の構想を整理しながら、動き出したプラボウォ
政権下でのインドネシア新首都ヌサンタラ建設
の現在地を読み解くこととしたい。

2　ジャカルタとヌサンタラを�
めぐる諸議論

インドネシアの首都ヌサンタラ建設をめぐっ
ては、実のところ、スカルノ大統領の時代から、
ジャカルタからの首都移転や新首都建設予定地
をめぐる議論が重ねられてきた。まずはジャカ
ルタとヌサンタラをめぐる諸議論を概観してお
きたい。

（1）「首都ジャカルタ」をめぐる議論
インドネシア共和国の歴史を紐解くと、その

首都は、1945年8月17日の独立宣言と共にジャ
カルタと定められていた。そもそもジャカルタ
は、1619年頃に「ジャヤカルタ」港湾都市が
拓かれて以来、オランダ統治時代には「バタ
ヴィア」、日本統治時代には「ジャカルタ」と
その呼び名を変えながら、インドネシアの中心
都市であり、独立後は首都ということになった
ということになる。

その後、オランダとの独立戦争の頃にはジョ
グジャカルタに臨時首都が置かれたこともあっ
たが、1949年12月27日にオランダから主権が
戻されると再び首都はジャカルタとなり、大統
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バルな課題としてとりあげられると、なかでも
インドネシアでは、2004年にスマトラ島沖大
規模地震とインド洋津波などを経て自然災害に
対する懸念が高まると、高潮や洪水、地盤沈下
をはじめとする災害からもジャカルタが捉えら
れることとなり、ユドヨノ大統領は再び首都移
転に言及しつつ、ジャカルタの諸問題を解決し
て首都のまま留める、ジャカルタから政府機能
の一部を移転する、新たな首都を建設するとい
う3つの選択肢の検討を始めた2）、3）。

（2）新首都ヌサンタラの建設へ
2018～19 年 に か け て、 ジ ャ カ ル タ か ら

の首都移転に関する調査が国家開発計画庁
（BAPPENAS）などによって実施されると、
それを受けて（ユドヨノ大統領に続く）ジョコ
大統領はジャワ島外への首都移転を表明した。
首都移転の必要性として、ジャカルタに象徴さ
れるジャワ島への集中と経済格差、ジャカル
タにおける無秩序な都市化に伴う混雑や環境、
災害をはじめとする諸問題の深刻化などを指
摘した。また、ジョコ政権下で成立した2025
年から2045年までの新たな国家長期開発計画

「ゴールデン・インドネシア2045ビジョン（Visi 
Indonesia Emas 2045）」（2019 年）において、

領決定1961年第2号によって「大ジャカルタ首
都特別地域」が制度的に定められた（1）。

一方で、インドネシアは、国土政策上、経済
的に豊かなジャワ、スマトラ、バリと資源に恵
まれながら貧困率等において経済的に遅れをと
る「東部インドネシア地域」（ヌサ・トゥンガ
ラ、カリマンタン、スラウェシ、マルク、パ
プア）という構造の下で、経済的格差に悩ま
されてきた。スカルノ政権下の「5ヵ年開発計
画」（1956～60年）では、例えば、ジャワ島外
への移住と開拓が打ち出されたり、スハルト政
権下の「第3次5ヵ年開発計画（Repelita III）」
でも移住政策がとられ、「第4次5ヵ年開発計画

（Repelita IV）」では地方都市開発に力が注が
れるなど、経済的格差の是正に向けた施策が講
じられてきた。

この文脈の下で首都移転も検討されていた。
スカルノ大統領は、インドネシア群島の中心に
位置し、面積も広いカリマンタン島のパランカ
ラヤへの首都移転を提案、また、スハルト大統
領は既に過密化が深刻化していたジャカルタか
ら、近郊のジョングルに首都を移転することも
提案していた。

そして、2000年代に入り気候変動がグロー

図1　急ピッチで建設が進む新首都ヌサンタラ（2022年11月）：ヌサンタラ・ゼロ・ポイ
ント（左）、建設中の政府中心地区をのぞむ（右上）、建設中の労働者住宅（右下）
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ヌサンタラ建設において各種計画の策定や諸規
制の発行など中央省庁と同等の権限を有しつつ
も、地方行政の実施において州政府と同等の位
置付けを有するとされている2）、5）。

3　新首都ヌサンタラの構想
続いて、ヌサンタラの構想について、首都法

に示された法定マスタープランを中心に整理し
ておきたい（4）。

建国100周年を迎える2045年までの先進国入り
を目標に掲げ、新たな経済成長のエンジンとし
て新首都を意味づけ、ジョコ大統領は国家中期
開発計画（2019～24年）においても新首都建
設を政策課題として位置付けた。さらに、プラ
ボウォ大統領は2025年からの国家中期開発計
画（原案）において17項目の優先プログラム
の14番目に「経済的公平性の担保、中小零細
企業の振興、新首都をはじめとするイノベー
ティブで個性豊かな自立的な都市づくり」とし
て新首都建設を位置づけた3）、4）。

この新首都の建設予定地は、環境ア
セスメントなどを含む様々な調査や手
続きを経て東カリマンタン州に決まっ
た。この決定理由には主として5点が
あげられている。第一に、国土全体
からみて東カリマンタン州は、マカッ
サル海峡を通る主要な海上航路が通過
し、国土の中央に位置する戦略的な立
地であること、第二に建設予定地周辺
において空港や港湾、高速道路をはじ
めとする交通インフラやエネルギー、
上水道などの既存インフラを利用でき
ること、第三にバリクパパンとサマリ
ンダという新首都をサポートし得る都
市が近いこと、第四に建設予定地にお
いて公有地の利用可能性が高かったこ
と、そして、第五には自然災害リスク
が低いことにあるという3）。

一連の検討を経て、新首都建設の根
拠法となる「首都法」が法律2022年第
3号として成立し（2）、同法により「ヌサ
ンタラ」（3）と名付けられた新首都の建
設が動き出すこととなった。まず、新
首都建設の推進役として「ヌサンタラ
首都庁（Otorita Ibu Kota Nusantara: 
OIKN ）」が設置された。同庁は、ヌ
サンタラ建設の準備段階からヌサンタ
ラ特別地方行政の実施に至るまでの監
督を主たる業務としており、権限上は、

図2　新首都建設地域（出典：文献3に筆者加筆）

図3　新首都建設地区における新都市開発と既成市街地整備 
（出典：文献5及び7に筆者加筆）
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（図3）。
計画人口は2045年までに約190万人を見込ん

でいる。新首都建設の初期から中期の段階では
ジャカルタからの公務員等の移住を中心とし
た人口増を想定して、2024年までに約49万人、
2029年までに約128万人、その後、2034年まで
に145万人と計画に示されている（表1）。

面積や人口でみた新首都の規模感をジャカル
タ特別州（面積：約66,000ha、人口：約1,000
万人（都市圏人口では3,000万人を超える））と
比較すると、ヌサンタラは面積ではやや小さい
程度ながら、人口では5分の1程度ということ
になる。参考までに、インドネシア主要都市の
人口を見ると、ジャカルタに次ぐ第二の都市ス
ラバヤで約270万人、続くバンドンで約230万
人であるから、ヌサンタラはこれよりも少な
く、国内では人口規模にして4～5番目の都市
を目指すということになる。

（2）�マスタープランにおけるビジョン、目標、
開発の原則と実現手段

次に、マスタープランにおける構想として、
ビジョン、目標、開発の原則と実現手段をみる

（1）ヌサンタラの立地と面積、人口
東カリマンタン州に広がるヌサンタラは、北

に州都サマリンダ市（人口100万人）、南に国
営石油公社プルタミナの企業城下町バリクパパ
ン市（人口70万人）との間に位置する（図2）。
延べ面積256,000haに及ぶ新首都建設地は、「新
首 都 建 設 地 区（Kawasan Pembangunan Ibu 
Kota Negara: KPIKN）」（約200,000ha）と「新
首都地区（Kawasan Ibu Kota Negara: KIKN）」

（約56,000ha）に分けられており、この新首都
地区において新たな都市開発が動くこととな
る。新首都地区内に指定された「行政中心地区 

（Kawasan Inti Pusat Pemerintahan: KIPP）」 
（約6,600ha）には大統領府や中央省庁、行政機
関等が並ぶ業務中心地区が開発されるほか、金
融・ビジネス拠点（西ヌサンタラ地区）や研究・
開発拠点（北ヌサンタラ地区、東ヌサンタラ
第2地区）、エンターテインメント拠点（東ヌ
サンタラ第1地区）等の開発も進められる。ま
た、新首都建設地区内の既成市街地（ムアラ・
ジャワ地区、クアラ・サンボジャ地区、シンパ
ン・サンボジャ地区）の整備もまた進められる

図4　新首都建設のビジョン、目標、原則と実現手段（出典：文献3に加筆）
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ラ、サマリンダ、バリクパパン）といったキー
ワードが並んでいる（図4）。

さらに、マスタープランには新首都建設の時
間軸も示されており、新首都建設の目標年次の
2045年までが5段階の開発段階に区切られ、先
に述べた計画人口の他、各段階の開発方針や主
たる開発地区などが示されている（表1）。な
お、この2045年は先のゴールデン・インドネ
シア2045ビジョンの目標年次とも一致してお
り、開発フェーズの5年は国家中期開発計画の
計画期間＝大統領任期にも対応している。

（3）�都市開発の基本方針と「トリシティ開発」
マスタープランには、また、新首都建設の枢

要を成す、都市開発や経済開発など9分野の基
本方針にも目を向けておきたい（6）。

この基本方針のいの一番にあげられている都
市開発には、「フォレスト・シティ」「スポンジ・
シティ」「スマート・シティ」の3項目がある

（表2）。例えば、開発原則「自然と調和した設計」
と関連の深いところでみると、フォレスト・シ
ティでは森林や緑地の生態系としての機能を活
かしたり、また、スポンジ・シティでは、「水」
を重視して水循環の回復や洪水の軽減などの内
容が示されており、国内外から様々な環境技術
の導入が期待されている（7）。

ま た、 経 済 開 発 の 基 本 方 針 は「Locally 

と、ビジョン「Global City for All」の下、まず、
新首都建設の3項目の目標として「国家統合の
象徴」「世界で最も持続可能な都市」「インドネ
シアの新たな経済のエンジン」があげられてい
る。そして、これらの目標に対応した8項目の
開発原則として「自然と調和した設計」「多様
性の中の統一」「つながり、アクティブで、ア
クセス可能」「ネットゼロエミッション」「循環
的でレジリエント」「安全でアフォーダブル」「技
術を通じて快適で効率的」「誰にとっても力強
い経済機会」（図4）、さらに、それぞれの開発
原則に対して3項目のKPI、したがって全体で
8項目の開発目標に対して24項目のKPIが、ヌ
サンタラ全体と新首都建設地区・新首都地区・
行政中心地区の別に定められている。例えば、
開発原則「自然と調和した設計」に対するKPI
の一つには、新首都全体の 256,000ha のうち
75 ％を緑地とすることがあげられており、新
首都建設地区では面積の75％、新首都地区と
行政中心地区では50％とKPIを定めている（5）。

このような新首都建設を実現するためのイ
ネーブラー（実現手段）には、ヌサンタラ首都
庁はもちろんのこと、効率的かつ効果的な行
政、官民連携（PPP）、リバブルな都市、スマー
トなインフラとコネクティビティ、新時代に求
められる優先分野、さらに、三都市（ヌサンタ

表1　新首都建設の各段階における開発方針と主たる開発地区、計画人口（出典：文献3及び6より作成）

第1段階
2022～24年

第2段階 
2025～29年

第3段階 
2030～34年

第4段階 
2035～39年

第5段階 
2040～45年

•	ジャカルタからヌサ
ンタラへの政府庁舎
の移転開始。大統領
宮殿、中央省庁や公
務員住宅、学校、病院
や商業施設など。公
務員も移住。

•	主 た る 開 発 地 区：
KIPP

•	計画人口：488,409
人

•	中心的地域の整備を
重視する。公共交通
網を整備し、公務員
住宅や中央省庁、大
学や研究移管、海洋
開発を進めるととも
に、基本的インフラ
も 整 備 す る。 公 務
員の移住を完了させ
る。

•	主 た る 開 発 地 区：
KIPP、西地区、東地
区

•	計画人口：1,283,589
人

•	産業地域や交通網の
整備を始める。軍隊
／ 警 察 関 係 者 の 移
住。投資の増加と経
済部門毎の生産能力
の向上を図る。

•	主 た る 開 発 地 区：
KIPP、西地区、東地
区

•	計画人口：1,452,967
人

•	ヌサンタラ及びバリクパ
パン、サマリンダ3都市
全体のインフラ及び生
態系の整備を行い、カリ
マンタン島の開発を加
速化する。主たるねらい
として、健康・教育部門
の振興、コミュニティの
社会文化的レジリエンス
の強化、教育・研究機関
の能力向上。人口増加に
伴い、経済部門の能力と
多様性を強化する。

•	主たる開発地区：KIPP、
西地区、東地区、北地区

•	計画人口：1,666,121人

•	新首都及び周辺地域に
おいて鉄道のような大
量公共交通の建設及び
関連インフラ・サービス
を整備する。ゼロカー
ボン、100％の再生可能
エネルギーの利用、持続
可能な産業開発を促進
するとともに、競争力に
おいて世界的にリード
する都市を成す。

•	主たる開発地区：KIPP、
西地区、東地区、北地区

•	計画人口：1,911,988人
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発事業の活発な様子が伺えるものの、基本イン
フラ・サービスの供給不足や密集市街地の問題
なども深刻化する様子もみられるなど（図5）、
トリシティ開発において経済的基盤を成すべき
各都市において解くべき課題は多い。このト
リシティ開発に対しては国際協力機構（JICA）
も高い関心を示しており、今後の動きが注目さ
れるところである。

4　おわりに：正念場の新首都建設
インドネシアにおけるジャカルタからの首都

移転と新首都の建設はスカルノ政権下から俎上
に上がってきた議論の延長線において、ジョコ
政権下で東カリマンタン州に新首都ヌサンタ
ラを建設することで実現をみることとなった。
2022年に成立した首都法の下で、推進役とし
てのヌサンタラ首都庁の設立、マスタープラン
の策定など新首都建設の制度的枠組みは整えら
れ、また、マスタープラン目標年次2045年と
計画期間の対応した国家長期開発計画「ゴール
デン・インドネシア2045ビジョン」には経済
成長のエンジンとして新首都が位置付けられ、
ジョコ大統領もプラボウォ大統領も任期中の国
家中期開発計画に新首都建設を優先課題化する
など、政策的な継続性も伺える。一方、マスター
プランによると、第2段階に入った現在、2029
年までには公務員等の移住が完了して120万人
を超える都市を構想するなど野心的な面も見受
けられる。

昨年10月に就任したプラボウォ大統領は、
施策の目玉に「学校給食無償化」を打ち立てた

Integrated, Globally Connected, Universally 
Inspired」と示されている。この中でも興味深
いのは、「Locally Integrated」の部分で、ここ
では、経済成長のエンジンであるヌサンタラと
サマリンダやバリクパパンの連携による東カリ
マンタン州全体の経済振興を図る「トリシティ
開発」というコンセプトが打ち出されている。
互いに50キロから100キロほどの距離がある三
都市の間には、例えば、鉄道などの大量公共交
通機関の整備など、地域開発にも力が注がれ
る。一方で、サマリンダやバリクパパンにおい
ては（新首都建設バブルも重なってか）都市開

表2　ヌサンタラ首都マスタープランにおける都市開発の基本方針（出典：文献1）

フォレストシティ：生態系の機能を有した森林や緑地を軸とした統合的なランドスケープを形成し、自然と共生した暮らし
を創出する。自然資源及び動物生息地の保全、自然との繋がり（緑地帯など）、低炭素型の開発（温室効果ガス排出量の削
減、森林による炭素吸収、再生エネルギーの使用など）、総合的で統合的かつ持続可能な水資源管理、開発コントロール（ス
プロール防止）、コミュニティの参加など。
スポンジ・シティ：開発に伴い変化する水循環を回復し、洪水の危険を軽減、水の浄化と生態系の保全、水資源利用の効率
化、レクレーション機能の向上などを図る。土壌流出の低減、雨水浸透の最適化、雨水の保持など。
スマート・シティ：アクセスとモビリティ、環境・気候変動、安心・安全、公共部門、都市システム、ライバビリティとダ
イナミズムなどにおける取り組みに対してデジタルテクノロジーを優先的に導入する。

図5　バリクパパン市の諸相：活発に進む都市 
開発事業（上）と都市問題の深刻化（下）
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料に基づく。

（5）	 当該項目に対する他のKPIには、「住民の100 ％

がレクレーション緑地に10分以内にアクセスで

きる」「4階建て以上の建物（業務・商業・住居）

の100％をグリーンビルとする」がある（文献3）。

（6）	 本節で取り上げた都市開発、経済開発の他に示さ

れた基本方針には、社会開発・人間開発、土地の

供給と管理、環境の保全と管理、インフラ整備、

政府機能の移転と運営、大使館や国際機関等の移

転、首都の防衛と治安維持に関するものがある。

（7）	 なお、マスタープランには資金調達手段について

も言及されている。
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7）	 Presiden Republik Indonesia (2022) “Peraturan 

Presiden Republik Indonesia Nomor 64 Tahun 

2022 tentang Rencana Tata Ruang Kawasan 

Strategis Nasional Ibu Kota Nusantara Tahun 

2022-2042”

り、住宅供給300万戸（ジョコ政権下の100万
戸から引き上げ）を掲げるなど、社会福祉に力
を注ぐ向きもあり、また、大統領は新首都の基
本設計の見直しや2028年の移転を目指す方針
を示したという報道も聞かれるなど（現地有力
紙「Kompas」電子版2025年1月21日）、新政
権下での新首都建設は必ずしも順風満帆という
訳でもなさそうである。これが現実路線への再
検討か、いわゆる政治リスクか、係る動向は注
視する必要があろう。先進国として成熟したイ
ンドネシアを象徴することになる新首都ヌサン
タラには、ハコモノが並ぶハリボテの都市では
なく、人々が住まい、働き、憩い、そして往
き交う成熟した都市が求められるが、このよ
うな都市は時間をかけて育まれるものである。

「Besok」（辞書での意味は明日、転じて後回し
や実行なしなども）ではなく、今できることを
一つ一つ取り組まねばならない。その意味では
正念場が続く。

補注
（1）	 その後も、法律1990年第11号、法律1999年第34号、

法律2009年第29号などで「ジャカルタ首都特別州」

が規定されてきた。

（2）	 同法は法律2023年第21号として一部が改変され

たが、本稿に関わる部分では大きな変更はない。

（3）	 なお、「ヌサンタラ」は「群島」や「島嶼国家」

を意味する言葉であり、また、新首都建設地はク

タイ王国以前に「ヌサンタラ」とも呼ばれていた

とも言われている。

（4）	 新首都建設をめぐる計画には、本章であげたマ

スタープラン（文献2）のほかに、マスタープラ

ンを敷衍した「詳細マスタープラン」（大統領令

2022年第63号）（文献6）や空間計画法に基づく

「ヌサンタラ首都国家戦略地域空間計画（2022～

42年）」（大統領令2022年第64号）（文献7）、新

首都地区（KIKN）の全6地区に対する詳細空間

計画（ヌサンタラ首都庁官決定2023年第1号～6号）

などがある。なお、本章の内容もまたこれらの資





No.832025.03

名古屋発





55

1　はじめに
中川運河は、名古屋港と都心を結ぶ水運物流

の軸として、名古屋の経済・産業の発展を支え
てきました。

その後、運河の物流が舟運から陸運に移り変
わり、都心に残された広大な水辺として、水上
スポーツや倉庫を利用した市民芸術活動の定着
を背景に、「歴史をつなぎ、未来を創る運河」
を理念とする「中川運河再生計画1）」を平成24
年に策定しました。今回は、中川運河再生の主
な取り組みについて紹介します。

2　背景
昭和7年に全線開通した中川運河は、名古屋

港と旧国鉄笹島貨物駅を結び、支線を含む延長
が8.2km、最大幅が91mの大きさから、「東洋
一の大運河」と呼ばれ、本市の経済発展に大き
く貢献しました。

その後、昭和39年をピークに、物流運河と
しての役割は小さくなっています。1）

図1　取扱貨物量及び通行船舶隻数の推移

一方で、中川口の広大な水域では、水上ス
ポーツの活用が進み、水辺や倉庫を活用した芸
術的なイベントが開催されるなど、中川運河を
舞台に市民活動が盛んになりつつあります。

こうしたなか、中川運河の歴史的役割を尊重
しながら、新たな価値や役割を見出し、うるお
いや憩い、にぎわいをもたらす運河への再生に
向けて取り組みを進めています。

3　中川運河再生計画
中川運河再生計画では、「交流・創造」、「環

境」、「産業」、「防災」の4つの分野における再
生方針を掲げ、土地利用や開発動向等を踏ま
え、3つのゾーンを設定しています。
●　にぎわいゾーン

港と文化を感じる都心のオアシスとして、運
河の歴史や文化・芸術を楽しめるゾーン
●　モノづくり産業ゾーン

従来の港湾・物流産業に加えて、モノづくり
の未来を支える産業が立地し、産業空間として

図2　中川運河全体図

中川運河の再生

名古屋市住宅都市局まちづくり企画部名港開発振興課　　　
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（2）これまでの取り組み
1）緑地・プロムナードの設置

広見憩いの杜において緑地を整備、堀止にお
いて親水緑地を整備し、供用を開始しました。

また、親水性や回遊性を高めるため、にぎわ
い施設や緑地をつなぐプロムナード整備にも着
手しました。

図4　緑地・プロムナード

2）市民交流・創造活動への支援
中川運河の魅力向上を目指し、リンナイ株式

会社様からの寄附を活用し、平成25年から令
和4年までの10年間、運河を舞台とする市民交
流・創造活動につながるアート活動を助成する
中川運河助成ARToC10を実施し、45にも及ぶ
多彩なアート活動が展開されました。

図5　デジタル映像によるアートイベント
（平成23年中川運河キャナルアート3））

3）沿岸用地への憩い・にぎわい施設の誘導
中川運河の沿岸用地は、名古屋港の臨港地区

として港湾に特化した土地利用がなされてきま
した。用途の制限があるなかで新たな土地利用
の展開を図るため、名古屋港管理組合によって、
一定のルールのもと、にぎわいゾーンではこれ
までに3件のにぎわい施設を誘導しています。

の価値が一層高まるゾーン
●　レクリエーションゾーン

水上スポーツのさらなる活性化や、周辺の緑
地・公園との回遊性向上により、緑豊かな水辺
で人びとが交流するゾーン

策定から10年が経過し、情勢の変化やこれ
までの取り組み実績と課題を踏まえて、今後概
ね10年間で進めていく取り組み内容について
とりまとめ、令和5年に中川運河再生計画更新
版2）を策定しました。

4　にぎわいゾーンにおける取り
組み

（1）目指す姿
中川運河では、リニア中央新幹線開業を見据

え、ささしまライブ24地区や名駅南に近接す
るにぎわいゾーンについて、再生の加速化を図
り、にぎわいを他のゾーンへも波及させたいと
考えています。

運河が有する資源を活かしたウォーカブルな
まちづくりの実現に向け、再生の核となる拠点
の形成や官民連携の取り組みなどにより、再生
を推進します。

図3　にぎわいゾーンの目指す姿



57

中川運河の再生

2）堀止拠点開発
堀止に面した市有地等において、開発事業者

の公募を行い、令和5年9月に事業者を決定し
ました。
「NAKAGAWA CANAL DOORS～そこに集

う誰もが、新しい扉を開き、都心の賑わいと憩
いの水辺空間を創出します～」という開発コン
セプトのもと、令和8年春の開業に向けて、ホ
テルや飲食、イベントビーチなどの運河の持つ
魅力を活かした施設の整備を進めていきます。

図8　堀止地区 位置図

図9　ホテル棟エリア外観イメージ

図10　高架下エリア外観イメージ

図6　沿岸用地に誘導されたにぎわい施設
（バーミキュラ ビレッジ）

4）水質改善への取り組み
閉鎖性水域である中川運河は、中川口から海

水を取り入れ、露橋水処理センターで作られる
高度処理水も放出し、堀川との接続点にある松
重ポンプ所から堀川へ放流する水循環を行い、
水質改善に努めています。

令和6年4月からは、新松重ポンプ所が稼働
し、1日あたりの循環量は13万tから18万tに
増加しました。

図7　中川運河の水循環

（3）堀止エリア（再生の核となる拠点）
1）エリアの目指す姿

堀止エリアでは、運河の玄関口にふさわし
い、水辺空間と調和したにぎわい拠点を開発す
ることで、都心のにぎわいを中川運河へ誘導
し、中川運河全体のにぎわい創出を目指しま
す。
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図12　松重閘門及び旧松重ポンプ所の外観

図13　旧松重ポンプ所の内観

3）松重閘門エリア活性化社会実験
旧松重ポンプ所を活用した初の社会実験とし

て、演劇、グルメ、運河クルーズを通して中川
運河の歴史を没入体験できるにぎわい創出イベ
ントを令和6年11月に開催しました。イベント
は非常に盛況で、2日間で約900人の来訪があ
り、認知度の向上や機運の醸成を図ることがで
きました。

社会実験を通して、エリアのポテンシャルや
船によるアクセスの有効性を確認できたため、
今後は民間活力を含めた旧松重ポンプ所を使っ
たにぎわい創出に向けて、検討を進めていきま
す。

図14　ガイドツアー・ガイドクルーズの様子

3）堀止緑地の高質化
前述の堀止拠点開発と一体となって、堀止緑

地の高質化を図り、昼夜問わず幅広い客層が訪
れる拠点の形成を目指しています。そのため、
緑地の利便性向上や良好な景観形成の効果検証
を行うとともに、みなと緑地PPP（港湾環境整
備計画制度）の活用を視野に入れたにぎわい創
出を検討するため、名古屋港管理組合と名古屋
市による社会実験として、水面を活用したイル
ミネーションなどを令和6年12月に開催しまし
た。

図11　みなと緑地PPPの概要4）

（国土交通省港湾局）

（4）松重閘門エリア（再生の核となる拠点）
1）エリアの目指す姿

松重閘門エリアでは、松重閘門や旧松重ポン
プ所等の歴史資産やアート活動等の特性を活か
し、目的地となる拠点の形成を目指しています。
2）施設概要

松重閘門は、中川運河の整備に合わせて、水
位差のある堀川と船の行き来ができるように
建設され、昭和7年に開通しました。運河利用
の変化に伴い、昭和43年に閉鎖されましたが、
市民の強い要望を受けて保存され、昭和61年
には市の有形文化財に指定されました。

旧松重ポンプ所は昭和12年に建設され、運
河から堀川への水流をつくることで、水質浄化
の役割を担っていました。令和6年4月に新松
重ポンプ所が稼働したことにより役目を終え、
松重閘門と合わせて、貴重な歴史資産としての
活用を検討しています。
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している（一財）民間都市開発推進機構のまち
づくりファンドの仕組みを通じて助成を行う

「まちづくりファンド支援事業（共助推進型）」
を活用し、国からの補助と運河再生に賛同する
方々からの寄附を原資とするファンドにより、
民間まちづくり事業を支援するものです。

令和6年度には、第一号となる事業者が決定
し、沿岸に立地する珈琲元年中川本店の敷地内
に、誰もが利用できる机、ベンチ等の休憩施設
や通路、安全柵が整備されます。整備した施設
は、日常的に水辺で憩える親水空間として、地
域住民や運河への来訪者に開放する他、地域の
イベント等の場としても提供される予定です。

図17　中川運河再生ファンドの対象事業イメージ

また、にぎわい施設の更なる誘導に向け、事
業者が進出しやすい環境を整備するため、名古
屋港管理組合とともに従来のルールを見直し、
新たな方策を策定、運用していきます。
●　新たな方策（検討例）
・小規模敷地の貸付
・立地可能業種の拡充
・既存倉庫等の活用
・まちづくりに資する施設整備等への支援
・�市が名古屋港管理組合から土地を借り受け、

都市的観点からにぎわい施設を誘導

5　水上交通の活性化
都心と港を結ぶ交通軸として、中川運河の景

観を水上から眺められるクルーズ船「クルーズ
名古屋」を運航しています。中川運河再生計画

（5）PALET.NU（再生の核となる拠点）
中川運河の魅力であるアートと地域に根付く

モノづくり文化を多くの方が学び、体感し、自
らが活動する協働の場として、期間限定で新
たなにぎわい拠点「PALET.NU（パレット・
ニュー）」を整備し、社会実験を実施していま
す。

ここでは、誰もが気軽に立ち寄り、運河の魅
力を学び・体感できる様々なコンテンツ等を提
供しており、多くの方に来訪いただき、運河で
の日常的なにぎわいが生まれつつあります。
「PALET.NU」の運営を通じて、多様な主体

が交流し、協働することで、新たなにぎわい
を創出する拠点形成に必要な要件等を検証しま
す。

図15　「PALET.NU」の施設概要

図16　コンテンツ概要

（6）�沿岸用地への憩い・にぎわい施設の誘導
促進

中川運河において、魅力的な水辺空間の形成
等に資する民間事業者の取り組みを促進するた
め、（公財）名古屋まちづくり公社に「中川運
河再生ファンド」を設立しました。

本制度は、国土交通省が令和4年度より実施
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に位置付けられ、本年で運航開始から8年を迎
えます。堀止のあるささしまライブからガーデ
ンふ頭を経由し、金城ふ頭までを繋いでいま
す。

図18　中川運河を航行する「クルーズ名古屋」

図19　クルーズ名古屋運航図

都心に居ながら水辺を感じることができる
「クルーズ名古屋」は、時間的・空間的広がり
を持ちながら、中川運河の魅力を広く県の内外
に発信しています。

（1）時間的広がり
名古屋の物流機能の一翼を担った中川運河

は、その面影を現代にも色濃く残しています。
沿岸には、運河に面して建てられた倉庫が多数

立地し、荷揚げ等に使用されたクレーン跡や貨
物船舶の交通整理を担った信号などが残ってい
ます。

図20　港と水位を調整する中川口通船門

また、中川運河と名古屋港の水位差を調整す
る中川口通船門は、パナマ運河をプチ体験でき
る「クルーズ名古屋」の目玉スポットとなって
います。物流が盛んであった時代を偲ばせる、
これら貴重な歴史・産業遺産は、船上からの体
験を通じて現代を生きる我々にもその魅力を伝
えています。

（2）空間的広がり
中川運河には、にぎわい拠点が各地に点在

し、「クルーズ名古屋」は、それら各拠点の間
を繋ぐことにより、人と人との交流を生み出し
ています。昨年は、第78回海の日名古屋みな
と祭り花火大会の開催に合わせて、ささしまラ
イブからガーデンふ頭まで運航するとともに、
船上から間近に花火を見られる特別な便を運航
しました。その他、金城ふ頭を周遊しながら名
古屋オーシャンズの選手と交流のできる特別便
の運航やDRILL中川運河堀止緑地マルシェの
開催に合わせた松重閘門への周遊便、みなとア
クルスまちづくり5周年イベントに合わせた連
携企画など、中川運河沿線施設と連携し、地域
に根差したにぎわいづくりを進めています。
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6　おわりに
従来、物流の場であった中川運河は、多様な

主体の連携により、運河を舞台とした市民の交
流・創造活動が展開され、多くの人々が中川運
河に関心を持ち訪れるようになり、うるおいや
憩い、にぎわいをもたらす運河への再生に向
かって進んでいます。引き続き、官民一体と
なった取り組みにより、中川運河再生の加速化
を図っていきます。

参考文献
1）	 名古屋市・名古屋港管理組合（2012）：「中川運河

再生計画」

2）	 名古屋市・名古屋港管理組合（2023）：「中川運河

再生計画 更新版」

3）	 一般社団法人 中川運河キャナルアート

	 https://canal-art.org/

4）	 国土交通省－みなと緑地PPP（港湾環境整備計画

制度）

	 ht tps : / /www.m l i t . g o . j p /kowan/kowan_

tk4_000061_2.html
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1　はじめに
グラングリーン大阪の先行まちびらきを2024

年9月6日に行いました。平日の金曜日にも関わ
らず多くの方に集まっていただきました（図1）。
イベントがないときでも多くの人で賑わう風景
が大阪駅の前に誕生しています。ビジネスマン、
ショッピングに来た方、インバウンドが多かっ
た大阪の景色に、お子様の笑い声やお年寄り
の散歩の風景が新たに加わって、大阪らしいご
ちゃ混ぜの風景が生まれていると思います。

図1　先行まちびらき当日の様子

2　まちの変遷
大阪駅の前には、1928年から梅田貨物駅が

ありました。国鉄民営化とともに梅田貨物駅の
移転が決まり、2000年代の初頭になると都市
再生の潮流によりまちづくりの議論が加速され
ました。早期に開発可能なエリアを先行開発区
域、貨物駅撤去後の開発エリアを2期区域とい
う段階開発を進めることが決定されました。先
行開発区域にはグランフロント大阪が2013年

に誕生しております。近代的なビルと昔ながら
の貨物駅が共存している風景が見てとれる当時
の写真です（図2）。

図2　グランフロント大阪開業時の様子

3　まちづくりの経緯
（1）計画策定

2002年、うめきた全体、先行開発区域も含
めた貨物駅跡地をどうしていくのかを考える際
に、まず全世界にアイデアを聞こうという国際
コンセプトコンペを実施いたしました。その事
務局をURが担当しました。結果は52ヶ国から
約1,000件の提案がありました。コンペ結果を
踏まえ上位計画を策定、それが2004年のまち
づくり基本計画になります。現在、都市とイノ
ベーション、エリアマネジメントはよく聞く言
葉になりましたが、既に20年前に大阪では上
位計画に位置づけていたことも特出すべきでは
ないかと思います。

更に10年後、上位計画をリバイスすること
となり、うめきた2期区域のまちづくりの方針
において『「みどり」と「イノベーション」の

令和 6 年度第 1 回まちづくりセミナー

うめきた 2期区域（グラングリーン大阪）
のまちづくり

講師：UR 都市機構西日本支社都市再生業務部事業企画課長　安田　和弘
日時：2024 年 11 月 7 日（木）15：00 ～ 17：00
場所：名古屋都市センター　11 階ホール
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次に、開発を可能とするためのインフラ構築
を行う土地区画整理事業、防災公園街区整備事
業です（図5）。URはこれら事業の施行を担っ
た他、限られた工事ヤードに多くの事業主体に
よる様々な工事を調整する機能も担ってきまし
た。道路及び公園を整備するプロセスでは公民
連携に取り組みました。具体的には、民間開発
事業者の提案を受けて、民間の資金とアイデア
をもってグレードアップを行い、高質な公共空
間の整備を行いました。

特に公園整備においてはグレードアップの
他、民間の所有物である建築物も建築されてお
ります。大屋根を含む公園内建築物については
設置許可制度により建設されたものです。

図5　土地区画整理事業・防災公園街区整理事業

また、うめきた公園は有事のときにも機能す
る防災公園です。大規模火災が発生した際の広
域避難拠点（3日間の滞在が可能）として、ま
た大雨等により発生した帰宅困難者のための一
時退避場所として、この二つの役割を担った防
災公園になります。南北の公園に設置する池
は、有事のときに地下のピットに水が抜ける構
造となっており、水が抜けた後は避難場所とし
て、また大阪市水道局が運んでくる仮設水槽置
場になります（図6）。

図6　防災公園としての機能

融合拠点』というコンセプトが決定しました。
ここでは、漢字の緑ではなく、ひらがなの「み
どり」に統一しています。そもそも、みどりの
定義から変えていこうという考えです。上位計
画にあるとおり、『単にまちの中に公園や緑地
を確保することにとどまらず、未来に向けた都
市や人間と自然、環境との新しい関係性を構築
し、比類無き魅力を備え、都市の文化となる新
しいまちづくりの空間の概念』と位置づけ、単
に緑があればいいということではなくて、新し
い価値を生み出す「みどり」をつくっていくこ
とが定められました（図3）。

図3　うめきた2期区域まちづくり方針

（2）基盤整備
都市機能を支える基盤整備のプロジェクトを

紹介します。まずは、鉄道の地下化でございま
す（図4）。大阪駅から関西国際空港まで快速
で66分かかっていました。国際競争力を高め
るためJR東海道線支線を地下化し、新しい地
下駅をつくって、既存のJR大阪駅と地下で直
結をするプロジェクトです。2023年3月に新駅
が開業し、大阪駅から関西国際空港まで約20
分短縮、1時間を切ることとなりました。

図4　鉄道地下化・新駅設置事業
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（5）都市機能の導入
うめきた公園は大規模ターミナル駅と直結す

る都市公園としては世界最大級です。面積は4
万5,000平方メートルです。世界的に有名なラ
ンドスケープアーキテクトであるGGNがデザ
インリードを行い、建築家ユニットのSANAA
が大屋根の設計を、安藤忠雄氏がVS.の設計監
修を行う等、名だたる方とコラボレーションを
した公園になります。

グラングリーン大阪の全体プランです（図
8）。約1,000室のホテルが万博前に全て開業す
る予定です。低層部は主に商業施設になってい
ます。北館にはグランフロント大阪のナレッジ
キャピタルと連携する形で、イノベーション施
設であるJAM BASEがあります。

分譲住宅が北端と南端に2棟建てる計画で、
現在建設が進んでいる「グラングリーン大阪 
THE NORTH RESIDENCE」という分譲住宅
では、関西史上最高額である25億円のマンショ
ンが売り出されたことでニュースにも取り上げ
られました。こちらは既に全戸完売していま
す。

商業施設は多くの店舗が計画されており、そ
の一部に「Time Out Market大阪」が計画さ
れています。リスボンやドバイにあるフード
マーケットがアジア初進出となります。

図8　グラングリーン大阪　全体プラン

（6）まちの管理・運営
エリアマネジメントとパークマネジメントを

一体的に実施する一般社団法人うめきたMMO
（MIDORI Management Organization）という

（3）民間誘導
まず、民間事業者と対話をして事業成立性の

ある計画を策定するために1次募集を実施しま
した。現在でいうマーケットサウンディング調
査にあたります。優秀な提案者と対話を行い、
区域の半分を公園とし、残る半分で都市開発を
行う計画であれば民間による公園の運営管理が
実現可能という結果を導き出したことになりま
す（図7）。

また、開発事業者コンペにおいて、公園区域
の変更についても提案を求めたのは珍しい取組
と思います。大阪駅から見たときの景観、大阪
駅との接続やおもてなしの空間の在り方、そし
てイノベーション施設の連携などを踏まえて、
公園区域を変更した方がいいという提案を受け
まして、都市計画公園の区域を決定しました。
これも公民連携の成果と考えています。

（4）施工調整
コンペを実施し開発事業者を決定し民間誘導

を行ったわけですが、ここからが正念場でし
た。URが施行する事業の他、多くの事業主体
が混在しかつ2階・地上・地下レベルと複層的
に行われる多くの工事を円滑に進める必要があ
りました。開業時期等スケジュールが定まった
状況下、いかに最適解を導き実施していくの
か。工事ヤードの取り合い、工事車両の調整等、
効率的に工事を進めるためには関係者が協力し
合わないといけない。この難しい調整もURが
担ってきました。

図7　2018年7月当時の計画
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南公園のサウスパークは大阪駅に近いという
ことで、大きなイベントができる、都市的で開
かれたみどりです（図10）。いつでも人がいて、
賑わいが感じられる空間にしようということ
で、広い芝生広場、子どもたちが遊べる広い水
盤、全天候型のイベントスペースである大屋根
等が設置されています。水盤周りを観客席とし
て使うと、1万人規模の大きなイベントができ
るという計画になっています。

図10　南公園

北公園のノースパークは、静かな落ち着いた
空間です。1人で読書したり、落ち着いて仕事
したり、色々な使い方ができる空間になると思
います。高低差を利用して滝を整備する予定で
すので滝の音を聞きながら休憩することもでき
ます。大阪は水都と言われ川や橋が多くあるの
ですが、橋は商人がつくってきたという歴史が
あります。南北の公園をつなぐ橋（ひらめきの
道）も設置許可施設で、民間の資金による民間
所有物です。民間のデッキで道路や公園という
公共空間を渡ることが体感でき、まさに歴史か
らインスピレーションを得たデザインとなって
います（図11）。

図11　北公園

組織が既に立ち上がっています。大きな特徴
は、公園の指定管理を50年間行うことです。
コンペ時の民間提案を基に決定したものです。
また、いろんな方や企業の協力・協賛を得なが
ら維持管理をすることにより高質なみどりが維
持していきたという考えのもと「MIDORIパー
トナー制度」を導入・運営しております。みど
りの取組に共感していただいた企業の皆様に協
賛金をいただきながら一緒に盛り上げていきま
しょうという制度となっています。

4　ランドスケープ
公園の中にまちをつくる、いわゆる“ランド

スケープファースト”という考え方を取り込ん
だデザインになります。平坦地である梅田に一
部盛土をして公園をつくるという、民間なら
ではの大胆なアイデアでした。盛土をS字に行
い、高低差や起伏とうねりをつくることにより
三つの主要空間を生み出しました（図9）。

東西に通る都市計画道路がうめきた公園を分
断しているように見えるのですが（交通量を処
理するために都市計画道路は必要）、デザイン
リードしたGGNは「分断しているのではない。
北の公園と南の公園をつないでいる空間」であ
り、うねりによりつくり出された三つの空間が
つながっていくという考えでした。人間は先が
見通せると歩いて訪れない、高低差や起伏があ
るとこの先に何があるのだろうと好奇心があお
られ回遊が生まれる、そういうランドスケープ
デザインを計画的に考えたものです。

図9　ランドフォーム
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5　さいごに
URは計画策定支援、土地取得・民間誘導、

基盤整備・基盤調整という役割を担い、公民連
携のまちづくりを推進してきました。それだ
けではなく、うめきた2期のまちづくりの取組
や効果を積極的に発信することにより、みどり
を中心としたまちづくりの波及、防災意識の向
上等に貢献していきたいと考え、様々な取組を
行っています。引続き取組を推進し、うめきた
2期（グラングリーン大阪）のまちづくりの効
果を広めていきたいと思います。

図13　講演会の様子

先程申したように、都市計画道路も、つなぐ
空間としてデザインされております（図12）。
通常、道路というと、同じ間隔で同じ樹木が並
んでいることが多いですが、ここでは樹木の密
度が端部では濃くなったり、中央部では密度が
薄くなったり、変化のあるデザインになってい
ます。隣接する公園区域内のステップと合わ
さった囲まれた特別な空間を演出しており、こ
の空間をステッププラザと呼んでいます。ス
テップには腰掛ける人が自然発生的にでき、多
くの方が語らう風景が広がっています。道路空
間を利活用するときはステップが観客席となる
イベント空間が完成します。まさに道路と公園
が一体となった空間の完成です。公共空間の利
活用を想定した際、中央分離帯や乱横断防止柵
がポイントになります。中央分離帯は可動式と
し、移動が可能な構造としました。また、乱横
断防止柵も落とし込み可能な構造としました。
管理者協議は非常に時間を要しましたが、公民
連携で取り組み実現できた空間と言えます。

見た目も使い方も公園と一体的になるような
デザインをGGNが考え、URと民間事業者でい
かにしてこれを実現するのかを考え、協力して
協議・整備を進めてきた道路になります。

図12　都市計画道路
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建築系愛知X大学共同企画展（X部分には参
加大学数が入る）は、愛知県内の建築系学科の
ある大学に参加していただき、2008年から開
催している。設定されたテーマ・エリアでの学
生による設計競技の公開審査とあわせて、その
テーマ・エリアに関係の深い有識者や地域の活
動者、行政職員などを招いてトークセッション
を開催している。今回は17大学に参加してい
ただき、「にぎわいに続く、中川運河の新たな
到達点」をテーマとして実施した。

■建築系愛知17大学設計競技の概要
中川運河は、中川と笈瀬川をもとに1932年

（昭和7年）に全線供用された人工的につくら
れた全長8.2kmの運河であり、開通当時は「東
洋一の大運河」と呼ばれていた。かつては水運
物流で栄えた中川運河も、現在は水運としての
役割を終えつつあり、うるおいや憩い、にぎわ
いをもたらす運河への再生を目指している。今
回の設計競技では、にぎわいに続く目的を考

え、人口減少時代の新たな中川運河のビジョン
を再考する提案を募集した。

学生それぞれが中川運河を捉え、計35作品
の多種多様な提案があった。35作品の中から
建築系大学の教員らが優秀作品として6作品選
び、その6作品からトークセッションの登壇者
により最優秀作品を選出した。

最優秀作品となった、名城大学の学生による
提案「中川運河における多元的使い方のすゝめ」
は、中川運河を都市のヴォイド（構造物のない
空間、虚空の空間）と見立て、多元的な関わり
を持てる場であると考えた。その上で、「橋」
が運河に最も近く、運河を最も感じられる場所
であり、運河の可能性を引き出す場になり得る
とし、様々な使い方を想定した橋を提案した。

最優秀作品及び優秀作品の6作品については、
名古屋都市センターのHPに掲載している。
https://www.nup.or.jp/nui/human/lecture/
lecture_backnumber_r6/lecture_backnumber_
r6_20241207.html

最優秀作品の提案

令和 6 年度第 2 回まちづくりセミナー

建築系愛知 17 大学共同企画展 2024
「にぎわいに続く、中川運河の新たな到達点」

日時：2024 年 12 月 7 日（土）16：00 ～ 18：30
場所：名古屋都市センター　11 階ホール



71

建築系愛知 17 大学共同企画展 2024「にぎわいに続く、中川運河の新たな到達点」

1　都市と人間のスケール
「都市とくらしをつなぐ」というテーマで、

中川運河堀止地区開発のプロジェクトの話を交
えながら、お話させていただきます。

まず私たちの紹介ですが、活動の拠点は東京
の上野です。いろいろな都市で仕事をしている
と、都市というものが様々な地形や背景の中で
出来上がっていくことを感じています。事務所
は上野公園にある東京芸術大学に隣接した所に
あり、最近は周辺エリアのリノベーションとし
て東京芸術大学の改修プロジェクトや近くの古
い文化財の改修などを手掛けています。

プロジェクトとしては住宅から公共施設まで
幅広く取り組んでいますが、人間のスケールか
ら都市のスケールまでを連続的に考えていくこ
とが大事だと思います。後ほど紹介しますが、
例えば、ささしま高架下オフィスは、都市イン
フラのようなものと身体というものを接続して
考えています。ささしま地区の南側で進む堀止
地区のプロジェクトも含めて、都市と人間の場
所がどうつながっていけるのかということで
す。

堀止地区は名古屋の歴史的あるいは交通イン
フラの変遷を象徴する場所だと思います。現
在、堀止地区ににぎわいの起点になるものをつ
くろうとしています。この場所が面白いのは、
東京方面から新幹線に乗ると、名古屋駅に停車
するために減速する際に堀止が見えたり、名古
屋高速道路が横断していることです。堀止地区
はかつては鉄道の起点であり、水運から陸路に
切り替える場所であるなど様々な意味を持って
いる場所です。一方で愛知大学側から見ると、
名古屋高速道路の向こうに運河があるので、堀
止が都市インフラ的なスケールの裏側になって
いる印象もあり、ここの顔づくりをどのように

つくるのかは大事なポイントだと思います。
最近、堀止地区の工事が始まり、現場事務所

の2階から堀止を見下ろしていると、水面のゆ
らぎが映り込んだり、様々な鳥がやってきて、
水辺環境の豊かさに魅力を感じます。この運河
を体感できるのは名古屋港から堀止地区を結ぶ
クルーズ船であり、名古屋港から水門を通って
中川運河にアクセスして、その途中に倉庫群な
どが点在する様子を見ることができます。これ
らをポジティブな形に転換していくことを考え
たいと思います。

2　中川運河の歴史
我々なりに、中川運河をどう読み解いたかに

ついてお話しします。私は中川運河をつくった
石川栄耀の思想が大好きです。都市計画や都市
というと、地図的なものを思い浮かべて、道路
などを描き、家やビルを建てるという記号的な
ものとして捉えがちです。石川は、人の暮らし
がどのようにあって、だから都市はこうあるべ
きということを考えています。中川運河も単な
る交通の手段としてあるのではなく、地域経済
やものをつくるという暮らしの営みとともに計
画されていることが重要であると考えていま
す。

名古屋をいかに産業都市にしていくかという
大きな構想の中に中川運河は位置付けられ、当

■基調講演　「都市とくらしをつなぐ」
　　　　　　有限会社　MARU。architecture　共同主宰　高野　洋平・森田　祥子
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時華々しく東洋一の大運河としてスタートした
歴史があります。中川運河と近現代史につい
て、取扱貨物量等を示した図があります（図1）。

図1　中川運河と近現代史

中川運河の取扱貨物量・通航船舶隻数に2つ
の山が見て取れますが、歴史を重ね合わせると
実は全然違う意味を持っていることが分かりま
す。中川運河の幹線等が供用開始された翌年の
昭和6年は満州事変が起きた年で、日本が日中
戦争や太平洋戦争に突入していく時代に1つの
山ができています。戦争とともに日本経済が疲
弊して、この山が終焉を迎えます。次の山は、
高度経済成長で日本が活況を取り戻していく
時で、もう一度貨物量が上がっていきますが、
ピークの昭和39年に東海道新幹線が開通しま
す。日本経済はまた上がっていきますが、新幹
線が開通し、その前後に高速道路も開通したこ
とにより、中川運河が日本経済から取り残され
て、しぼんでいくのが見て取れます。

そしてもう一つ、閉鎖水域の水質悪化問題が
あります。中川運河は人工的につくられたため
水源がなく、水を引かなければ水流がない仕組
みです。そのために水域が閉鎖されて、さらに
川底が浅いため日差しが当たってプランクトン
が繁殖します。この水質問題と運河が歴史的役
割を終えたことの2つが、中川運河が社会から
切り離されてしまった原因だと捉えています。

3　水辺環境を生かす
中川運河を、人間の場所であり生物の場所で

あり、生きていくための場所に転換していくこ
とが大事だと思います。堀止地区のプロジェク
トは、名古屋ステーション開発㈱と中部土木㈱
と一緒に取り組んでいる事業です。全体的な展
望として、名古屋駅から名古屋港まで含めた連
続性をつくるために、名古屋駅から堀止地区ま
では高架下開発を含めて接続していきたいと
思っています。中川運河では、名古屋港に向
かってプロムナードも整備されつつあり、連続
的なビジョンとして考えたいと思っています。

都市に水辺があるということは一体どういう
ことか、その良さをどう活かしうるのかという
点で、大阪府の松原市民松原図書館のプロジェ
クトを紹介します（図2）。松原市周辺はため
池が多くあり、計画地は既存図書館に隣接する
ため池の一角でしたが、我々は埋め立てずに建
てる提案をしました。水の中に図書館をつくる
のはありえないことのように思われますが、都
市があって、土木的な環境があって、建築が
あってという連続性で考えたいと思い、厚さ
600mmのコンクリートで外壁をつくりました。
非常に開口部が絞られており、そこから水面の
ゆらぎが天井に映ります。これは中川運河でも
活用できるかもしれません。建物が建つことに
よって、周りをお堀のように水が巡り、水質の
改善に寄与しています。都市的な視点では、た
め池は、水面を撫でた風により都市を冷やす冷
却装置になります。様々な視点から水辺の環境
や自然環境を感じることができる建築になった
と思います。
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4　空間への能動的な介入
堀止の敷地で考える時に、もう一つ重要な課

題があります。敷地の周辺には、非常に大きな
都市インフラが横断しています。これらの都市
インフラは生活において欠かせませんが、あま
りにもスケールが大きく身体から離れているた
め、人の居場所ができるというイメージが形成
されづらくなっています。そのことにより使わ
れないまま、まちを分断してしまうことが起こ
りやすい、というのが土木インフラ、都市イン
フラの持っている課題だと思います。

今回の敷地の上にも名古屋高速道路の巨大な
緑色の高架があり、この高架と垂直に新幹線や
在来線が走っています。非常に巨大なものの中
に、人の居場所をつくるにはどうしたらよいの
か。もう一つの事例をベースにお話しします。

ささしま高架下オフィスという木造のオフィ
スです（図4）。堀止地区からは徒歩5～10分の
距離に位置します。計画当初は、高架下に人が
住みついたり広場ができることはイメージしづ
らい雰囲気の場所でした。我々が非常に重要だ
と考えていたことの一つは、木造であることで
す。非常に硬くて強くて大きい高架の構造体に
対して、親しみを持って関われる構造体、例え
ば人間が生活の中で釘を打ったり棚をかけた
り、関わりが持てるような素材として木造を挿
入することで、人間の居場所がそこに生まれて
くると考えました。

図2　松原市民松原図書館

堀止地区開発のプロジェクトとしては、マク
ロな視点で言うと、海から運河を渡る風が吹き
込むことを活かして、風が巡る場所のポテン
シャルを活かしたいと考えています。にぎわい
を創出するための建築的提案は、プロポーザル
時点では、まちや運河を楽しむようなアクティ
ビティとセットになったホテルをつくること
と、全体にかかるキャナルルーフ（大屋根）に
よって、様々な人がやって来る公共的な空間を
つくることとしました（図3）。最近プレスリ
リースされた最新計画では、キャナルルーフが
元々は建物全体に覆いかぶさるものでしたが、
より身体に親密なスケールとしてつくることを
考えています。

建築の考え方としては、ホテルなど建物のボ
リュームは、全体の地形的なものと連続した丘
のようなものと考えております。そこに柔らか
く雲のようにルーフがかかり、ルーフに光を映
しこんだり、木々のゆらぎを投影したりしま
す。こういった建築をつくることで、水辺で過
ごす経験を多様に生み出したいと思います。

図4　笹島高架下オフィス外観図3　堀止地区開発イメージパース
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うにかして使いこなしたくなってくる。棚を入
れてみたり、植物を置いてみたり、どう使おう
かという人の能動的な空間への介入が始まっ
て、まるで動物が巣をつくるように、オフィス
を借りている人たちが様々な工夫をしながらこ
の場所を使いこなしていくという状況が生まれ
ています。

5　人間のための居場所
ささしま高架下オフィスでは、大きな構造体

に対してもう少し小さな人の居場所を挿入して
いくことを考えましたが、堀止地区の名古屋高
速道路は新幹線の高架下よりもより大きく、よ
り身体から離れています。ここで一つ考えたの
が、まず大きな屋根をかけることです。高速の
高架ほどの大きさではないですが、少し都市的
な空間を挿入してみる。その下に、もう少し小
さな居場所をつくることを考えました。

この屋根は幕でできていますが、風や光を受
けたり、あるいは、木漏れ日の影をそこに映し
出すようになっています。そういうものが非常
に巨大な高速道路の間と人間の間に挿入される
ことで、土木と外構と建築それから身体をつな
ぐ役割となっています。先ほどの木造と高架の
間の隙間と同じですが、屋根の下に小さな居場
所や建築をつくることで、そこの隙間に小さな
場所ができて、人々がどのように使いこなして
いくのかを期待しています。

水辺のポテンシャルをどのようにポジティブ
に活かすことができるか、都市という非常に大
きなスケールでできているものをどう人間のた
めの居場所にブレイクダウンしていけるのか。
この2つを、引き続き堀止地区で実践していき
たいと考えています。

もう一つ重要だったのが、高架とともに絡み
合う木造があり、そこに小さな場所をスキップ
フロア上に空間を分割しながらつくったことで
す（図5）。計画が始まったのはまさにコロナ
禍になり社会がストップした時代でした。今後
オフィスで働くということはどういう意味があ
るかと考えた時に、本来は住む場所である自宅
で無理やり仕事をせざるを得ない状況の中、ま
ちの中で働くことと住む場所で働くことの違い
を、体感として感じていました。住むためのプ
ライバシーが保たれた空間と、もう少し社会に
開かれた場所、その両方が人間には必要である
ことを感じて、まちに開いた、あるいは大きな
都市インフラの中に入り込んで接続した関係を
持ちながら働くということの重要さを考えまし
た。大きなワンルーム型のオフィスではなく、
家と大型のオフィスとの間ぐらいで、スキップ
フロア上に空間が分節されながら様々な居場所
をつくる。まちの中で好きな居場所を選べるよ
うに、オフィスの中で自分の好きな居場所を
点々としながら過ごせることを考えました。

図5　笹島高架下オフィス内観

ここですごく面白かったことがあります。高
架の構造体に余計な負担をかけないために、高
架の躯体と木造のオフィスの構造は必ず縁を切
らなければいけません。それによって木造と高
架の間に隙間ができます。少し変な隙間があち
こちに生まれると、中にいる人たちはそれをど
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水面が遠い、中川運河
【恒川】登壇者の皆さんは、それぞれ中川運河
に関わっておられます。現状の中川運河につい
ての評価、課題、ポテンシャルなどお聞かせく
ださい。

【秀島】中川運河はもともと物流、工業用の水
路として使われ、人々が近づかなかった場所で
した。しかしその役目が終わり、運河を再生す
る方法について議論が行われているのですが、
私は遠ざかってしまっ
た水面に近づく、中川
運河に入ってみようと
いうフェーズになって
ほしいと思っています。
水辺に並ぶ倉庫や名古
屋駅周辺の高層ビルな
ど、水辺や水面におも
むいていく風景を楽し
む、そういう次のモー
ドがあるのではないか
と思っています。

【浅井】規制緩和の部分が重要になると思いま
す。今はどれだけ言葉で親水空間と言っても、
見る中川運河に過ぎず、体験する場にはなっ
ていないと思います。私は、中川運河再生プ
ラットフォームやPALET.NU注（1）で活動をして
おり、リアルに地域住民と関わるなかで、中川
運河でやりたいことの声はたくさん出てきてい
ます。しかし、中川運河ではそれらはできず、
身体的に近づくのは難しい状況にあります。倉

庫の利活用についても、
15年前から話をしてき
ておりますが、ほぼ実
現せず、規制があるこ
とでなかなか進むこと
ができない状況です。
そういった部分と丁寧
に向き合っていくこと
が重要と思っています。
実際、有識者の方々も
交えて話をしてきた中
川運河と、中川運河周
辺で暮らす人々の声というものが、若干のずれ
が出てきているなという印象があります。今、
PALET.NUの役割として、拾い集めた声を丁
寧に言語化し、今後の中川運河再生に役立つ素
材として活用していけるように、地域住民の伴
走支援的な意識を持って活動を行っておりま
す。

【林】名古屋市の取り組みも交えてお話させて
いただきます。
　1つ目の堀止地区の開発では、ホテルや高速
道路の高架下を使った施設の建設を計画してお
ります。堀止地区の西側には、堀止緑地という
緑地があり、道路を隔てたすぐ北側には愛知大
学や中京テレビがあります。そちらは日中にぎ
わっておりますが、緑地の方へは、なかなか人
が行かず、広大な水面に隣接する緑地がうまく
活用されていない状況です。この緑地を昼夜問
わず人々が訪れる場所にするにはどうしたらよ
いか考えており、例えば富山の富岩運河にある

■トークセッション
　登 　 壇 　 者：	高野　洋平 氏　有限会社MARU。architecture　共同主宰
	 森田　祥子 氏　有限会社MARU。architecture　共同主宰
	 秀島　栄三 氏　名古屋工業大学　教授
	 浅井　信好 氏　PALET.NUクリエイティブディレクター
	 林　　俊樹 氏　名古屋市住宅都市局名港開発振興課　課長
　コーディネーター：	恒川　和久 氏　名古屋大学　教授
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「日本一行きたくなるスターバックス」のよう
なものができ、人々が水辺に寄り添えるような
空間にしていきたいと思っております。
　2つ目のPALET.NUでは、いろいろな活動
をしながら人々が交流する場をつくり、将来的
には交流創造拠点といった施設を整備していき
たいと思っています。そのために、社会実験を
通じて、どのような機能が必要であるか、プレ
イヤーをどう組織化するかなどの取り組みをし
ています。運河側にステージを設けて演奏会や
映画会といった様々な使い方ができるので、地
域の方々の声を聞きながら、施設の持つポテン
シャルを高めていきたいと思っています。
　3つ目の旧松重ポンプ所と松重閘門ですが、
旧松重ポンプ所は閉鎖水域である中川運河の水
を堀川へ流し循環させる重要な役割を果たして
いますが、今年から新しいポンプ所が稼働した
ため、役目を終えた古いポンプ所の空間をどう
使っていくのかを検討しています。ポンプ所す
ぐ横には、市指定文化財の歴史的建造物である

松重閘門があり、将
来的には中川運河の
舟運が盛り上がって、
船が行き来する形が
できたあかつきには、
その復活も考えてい
きたいと思っており
ます。課題としては、
中川運河は港湾物流
施設のため、沿岸用
地の建築にあたり、
様々な規制がかかっ

ていることです。港湾管理者である名古屋港管
理組合と、沿岸用地ににぎわい施設ができるよ
う規制の緩和や水面の使い方などルールの整理
を進めております。また、事業者が進出する際
の事業費支援の再生ファンドを活用していきた
いと思っています。

中川運河を変えたい。その声をつ
なげて

【恒川】今後の中川運河への期待について、お
聞かせください。

【高野】中川運河は、都市の工業化の過程で建
設され、スケールが
とても大きいので、
それを処理していく
のが非常に難しい。
人が時間をかけて手
をいれたものは、人
の身体にちゃんと近
づいていくが、中川
運河はそういったプ
ロセスが全くないま
ま存在しているので

難しい。それを今後、人が手を入れられる状況
にどう変えていくのか。制度的な面であった
り、建築的提案であったりといったマクロに攻
めていく部分と、本日の設計競技での学生の考
えなど、身体に近い部分のアイデアをうまく結
びつけていくことに期待したい。自分たちも、
堀止地区開発プロジェクトを頑張りたいと思っ
ています。

【森田】秀島先生の話にありました、水が遠い
というお話は本当にそ
の通りだと感じており
ます。水辺そのものに
気が付きにくく、アプ
ローチしにくい物理的
な問題があると考えて
おり、堀止地区もその
ような状態です。一方
で、水辺を平面として
捉えるとすごく遠く感
じるが、立体として川
を捉えることできれば、
活用の幅が広がると思
います。
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整備も、私たちソフトを運営する側として考え
なければと思いました。

【恒川】中川運河は浅井さんや秀島先生を始め
とするいろんな活動があって、長きにわたり取
り組んでいただき、いろいろ実現してきている
段階です。さらにステップアップできるよう
に、是非つなげていただきたいと思います。
　最後に、これまでの議論を踏まえて、今後の
中川運河整備に向けた抱負をお願いします。

【林】皆さんの熱き思いを中川運河へ寄せてい
ただき、ありがとうございました。
　中川運河の元々の歴史を尊重しながら、この
都市が誇る水辺資源をどう活かし、名古屋の魅
力発信につなげていくのか。人々が水辺に親し
むことで得られる価値、楽しさを大事にしなが
ら、さらに育て、今後のまちづくりにつなげて
いきたいと思っています。引き続き皆さんの熱
い思いや、運河にかける期待をいただきなが
ら、進めていきたいと思います。

【恒川】様々な方がプレイヤーとして継続して
いくことが大事ですし、特に、これからの名古
屋を背負っていく若い人たちにつなげるという
意味でも、今後もこういう場を大切にしたいと
思います。皆さん、ありがとうございました。

補注
（1）	 PALET.NU：中川運河の水辺を舞台に、運河の

魅力であるアートと地域に根付くモノづくり文化

を多くの方が学び、体感し、自らが活動する協働

の場として整備された期間限定のにぎわい拠点の

こと。

　規制の話は、非常に時間がかかる話でいろい
ろな人を少しずつ紐解き関係を変えていく必要
があると思います。今日のような活動に参加し
たい仲間をどれだけ増やせるか、顔が見えるコ
ミュニティで声を上げていくことが、大事だと
思います。

【秀島】水辺の周辺などに「危ない、入るな」
という看板が至るところにあるのは、法律によ
るものではなく、地元の要望によるものが多い
です。要するに、市民の意識が変わる必要があ
ると思います。そういう声をなんとか変えてい
きたいと思い、自分は活動しています。
　名古屋は水辺が乏しい都市ですが、中川運河
の売りは広大な水面と、それが流れや潮の干満
に左右されず一定であることです。例えば隣に
ある、堀川と比べてみたり、つないでみるのも
面白いのではないでしょうか。松重閘門の復活
もぜひとも期待したいところです。お金のかか
る話だと思いますが、それも住民の意識さえ変
われば、応援する人が増えてくると思います。
　沿岸用地の土地利用の転換についても関わっ
ており、初めの頃のにぎわい施設はロードサイ
ドのコンビニ、薬局などでスタートしました。
公募を繰り返すごとに、バーミキュラや珈琲元
年をはじめ、地元企業によって中川運河らしさ
が高まり、中川運河に対して地元の認識が変わ
りつつあります。ここに立地したいという人も
出てきています。将来に期待が持てると思って
います。

【浅井】中川運河に関わりはじめ15年を経て、
見えてきたことがあります。海外の実例などを
モデルケースに、中川運河の水辺空間をどう再
生していくかという視点が多い時期もありまし
たが、今は、ここに関わってきた人たちの人的
な資源がつながってきていると思います。ここ
から皆さんと私たちが、どのように協働して中
川運河のことを考えていくことができるか。そ
ういったプラットフォーム的なものをマネージ
メントできる組織体制が必要になると思いま
す。こういった種が、消えずに育っていく環境
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名古屋城の城郭内に位置する官庁街「三の丸
地区」は今、変化の時期を迎えようとしていま
す。今後、庁舎の更新時期を迎える中、名古屋
の、そして名古屋圏全体の新たな拠点として再
生していくことが期待されています。三の丸地
区の将来について、「まちづくり」と「防災」
の観点から考えるシンポジウムを開催しまし
た。

開会
鈴木　英文 氏（（公財）名古屋まちづくり公社 
理事長）

三の丸地区は、江戸時代は武家屋敷地、明治
から戦時中は陸軍用地として利用され、現在は
国、県、市の庁舎などが立地する緑豊かな空間
となっております。一方、名古屋城や久屋大通
公園との分断要因になっており、また、今後老
朽化による建物の更新時期を迎えることから、
三の丸地区の再生が期待されています。名古屋
まちづくり公社名古屋都市センターでは、本日

ご登壇いただきます皆様のご協力の下、三の丸
地区のあり方について考える研究会を設置し
て、都市機能の誘導や空間のあり方といったま
ちづくりの観点と、南海トラフ地震発生時に圏
域を守る司令塔としての役割を担う防災の観点
から議論してきました。本日はこれまで議論し
てきた内容をご報告するとともに、三の丸地区
の再生に向けたパネルディスカッションを開催
いたします。

中田　英雄 氏（名古屋市　副市長）
名古屋市では、現在三の丸地区の構想を作ろ

うということで、検討会議を設けてまさに検討
を行っている最中です。この地区は官庁街であ
り、地権者は国、県、市が主になりますが、ど
ういう街にしようかという構想は非常に重要
で、市だけではなく、国、県も一緒に建物の更
新や導入すべき機能について、意識合わせをし
ておかなければいけません。地区の再生には長
い年月がかかりますし、人手もかかります。ま
ちづくりにしても防災にしても、官民が連携し

まちづくりセミナーシンポジウム

三の丸地区再生シンポジウム
日時：2024 年 10 月 21 日（月）13：30 ～ 16：45
場所：名古屋市公館 1 階　レセプションホール
登壇者：
　第 1 部　まちづくり
　　服部　敦 氏　　中部大学　教授
　　佐藤　久美 氏　名古屋国際工科専門職大学　教授
　　大竹　正芳 氏　名古屋商工会議所　商務交流部長
　　坂本　敏彦 氏　名古屋市　住宅都市局担当局長
　第 2 部　防災
　　福和　伸夫 氏　名古屋大学　名誉教授
　　福山　由朗 氏　内閣府（防災担当）　参事官補佐
　　則武　聖子 氏　愛知県　防災危機管理課長
　　唐澤　秀之 氏　三重県　災害即応・連携課長
　　川野　佳慶 氏　中部電力㈱　防災グループ長
　コーディネーター（第 1 部・第 2 部）
　　加藤　義人 氏　岐阜大学　客員教授／名古屋都市センター　特任アドバイザー
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の防災の観点について、令和3年度から3年間
議論してきました。

第1部　まちづくり
新たな拠点形成に向けた三の丸地区のまちづく
り（事務局説明）

三の丸地区の有する歴史性・文化性を発信す
るために、官庁街としての機能発揮を基本と
しながら、より広く県民市民に開放すること
で、誰もが利用できて集まる場所となるような
街を目指すべきではないかとの考えのもと、新
たな機能導入として、県市本庁舎の利活用と地
区への民間機能の導入可能性について検討いた
しました。県市本庁舎の利活用については、高
級ホテルと博物館への転用可能性について検討
を行い、地区への民間機能の導入可能性につい
ては、機能別（業務、商業、宿泊、MICE、住
宅）の導入可能性と課題について整理いたしま
した。

新たな機能を受け入れるための空間として、
現状の規制緩和や、道路、建物外部空間のオー
プンスペースを再配分することを念頭に将来の
空間イメージを検討しました。例えば、南北の
本町通の延長にあたる空間は、名古屋城天守閣
への眺望を確保して、沿道には江戸時代風の店
舗を配置することで歴史が感じられる空間を形
成してはどうかと考えました（図2上）。また、
地区内の東西道路は、トランジットモール化や
緑豊かなオープンスペースにより人中心の空間
を形成してはどうかと考えました（図2下）。

て、このエリアをいい街にしていこうという思
いを持つ人がたくさんいることが大事だと思い
ます。ぜひ、皆様の力を貸していただき、プレ
イヤーとして一緒に進めていけたらと考えてお
ります。

三の丸地区の概要と再生の必要性（事務局説明）
三の丸地区の歴史的な経緯として、江戸時代

に清須越により武家屋敷地が形成され、明治時
代から戦時中にかけては国の陸軍用地として利
用されました。戦後、三の丸地区を含む名古屋
城郭内の大部分を都市計画公園にしようという
計画がありましたが、三の丸地区については都
市計画公園から削除する変わりに公園的な雰囲
気を有する官庁街にする計画となり、今に至り
ます（図1）。名古屋市総合計画において、三
の丸地区は縦軸のまちづくりの拠点の1つとし
て位置づけられており、広域的な連携と高次な
都市機能の集積を図ると記載されております。

図1　三の丸地区の航空写真

三の丸地区再生の必要性として、一番の要因
は建物の老朽化になります。地区内の約7割の
建物が築40年を経過し、今後老朽化に伴う更
新等が予想されます。さらには、リニア中央新
幹線の開業、南海トラフ地震を見据え、この機
会を捉えて単なる建替えに留まらない新たなま
ちづくりや、災害時に圏域を支えるための強靭
化を図ることが求められます。以上を踏まえ、
名古屋都市センターでは、学識者や経済界、ラ
イフライン企業、関係行政機関からなる「三の
丸研究会」を設置して、機能導入や空間のあり
方としてのまちづくりと、大規模・広域災害時
に圏域を支える防災司令塔機能のあり方として
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ションになるということを考えた時に、その都
市の文化性、歴史性に大きな意味があります。
政治・経済的な交流をする時にも歴史性、文化
性を持ってリスペクトされる都市でないと、行
きたいと思われません。名古屋は元々城下町で
すから、城下町をいかに再生して世界からリス
ペクトされるような都市にしていくのか。三の
丸地区の再整備はその出発点であり、大いに意
義があると考えています。

【佐藤】都市にはイメージが重要だと思います。
魅力的な名古屋の都市像を、まずは名古屋城そ
して三の丸地区から作り上げていくことができ
ると確信しています。皆様ハリウッドで制作さ
れた「SHOGUN 将軍」をご覧になりましたで
しょうか。世界の人たちが「SHOGUN 将軍」
を通して日本を見ています。将軍とは徳川家康
のことですよね。名古屋城は徳川家康が天下を
取るべく築城した史上最強の軍事要塞で、三の
丸地区も家康によって考えられたエリアです。
今こそ将軍が造った名古屋城、三の丸地区を世
界の人たちに発信するべき時です。そうすれば
旅のデスティネーションとして、世界の人たち
がやって来て、名古屋がリスペクトされるに違
いありません。

【大竹】名古屋商工会議所が、三の丸地区に注
目するようになったきっかけは、令和3年に中
部経済連合会と一緒に作った提言に「三の丸」
を明記し公表したことです。当時の山本亜土会
頭は、コロナ禍で様々な活動がストップする
中、東京一極集中の是正をしっかり訴えていこ
うと、自ら中部経済連合会の水野明久会長とお
話をされました。共同で提言を作ったのは初め
てだったと思います。三の丸地区は名古屋の新
しい顔となり得る可能性を秘めたエリアだと思
いますので、平時における賑わいの創出と、有
事における防災対応、この二本柱で三の丸をう
まく活用できればと考えております。

図2　将来の空間イメージ

パネルディスカッション

三の丸地区のポテンシャルと再生の意義
【加藤】最初に三の丸地区のポテンシャルの評
価と、再生の意義についてお話しいただけます
か。

【服部】1つは、これだけの豊かな土地が今の
時代に残っていることだと思います。逆に言う
と、これからの未来に向けて大きな絵を描いて
いける潜在的余地が残されているということで
す。今は名城地区と栄地区の整備が進んでいる
中で、三の丸地区がミッシングリングになって
いますが、ポストリニアを睨んだ都心のあり方
を考えた時に、非常に重要な意義を持っていま
す。都心部の回遊性、魅力を高めていくために、
名駅、栄、大須だけでなく、三の丸地区にも足
が伸びてくる必要があると思います。

もう1つは、もっと大きな話として、ポスト
リニア時代に、名古屋という街がいかに世界か
ら見て、目的地、デスティネーションに足りう
るかが非常に重要だと思います。デスティネー
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り、面としての城下町再生に繋がっていくんだ
ろうと考えています。

近代から現代軸の大津通、久屋大通の頂点と
なるのが、重要文化財である愛知県庁と名古屋
市役所です。これを皆のものとして使うのか、
使わないのかは大きな境目になると思います。
さらに、隣にはテレビドラマ「虎に翼」で有名
になった旧高等裁判所もあります。これらをい
かに活用するかが現代のまちづくりに繋がって
いきます。活用の一つとして博物館・美術館が
あります。世界的に見ても、テート・モダン（ロ
ンドンにある国立の近現代美術館）、大英博物
館などは、歴史的建造物をうまく活用して、世
界からのデスティネーションとなり得る発信力
のある文化資源を創造しています。名古屋の問
題は国立のミュージアムがないことです。経済
界、県民市民含めて、ぜひ問題意識として持っ
ていただきたいと思います。

改めて、本町通の近世軸を通って名古屋城に
行くラインと、大津通、久屋大通の近・現代軸
から県市本庁舎に至るラインが重要だというこ
とを指摘させていただきます（図3）。

図3　都市の軸線と核

【佐藤】将軍が築城した名古屋城と城下町を世
界の人々に見てもらいたいというテーマでお話
しさせていただきます。先ほど都市にはイメー
ジが大事だと申し上げましたが、都市のイメー
ジとなる地域のアイデンティティを発信してい
ければと思っております。毎年10月に名古屋
駅前で名駅山車揃えという祭りが開催されてい

【坂本】名古屋の発信において、名古屋城は欠
かせない資源ですが、城下町という形で発信さ
れることはありません。名古屋で働きたい、住
みたいと思ってもらえるシンボルとして、城下
町名古屋をどう作っていくのか、その中で三の
丸地区の開発を考えていくことが非常に重要だ
と考えています。名古屋市としましては、名古
屋城・三の丸、栄、金山、熱田を繋ぐ縦軸のま
ちづくりを進め、その出発点として三の丸でど
ういう魅力作りができるかを考えていきたいと
思っています。

三の丸地区再生の具体的なイメージ
【加藤】新しい名古屋の顔づくりとして、この
三の丸を使わない手はないだろうというお話を
いただきました。では、具体的に三の丸の再生
をどうイメージし、何に重点を置くべきかにつ
いてお話をお願いします。

【服部】名古屋の都市軸は、江戸時代、近世の
頃は名古屋城三の丸を起点に城下町が熱田台地
まで広がり南北軸の本町通を中心に栄え、明治
期から戦時中にかけては、名古屋駅と千種駅を
結ぶ広小路通、桜通の東西軸が形成されまし
た。さらに戦後の戦災復興で100m道路が整備
されました。都市軸が時代とともに移り変わ
り、都市構造が複雑化し、軸が見えにくくなっ
て現在に至っております。大事なことは、江戸
時代の都市構造がそのまま残っていることで、
これだけの大きな城下町の都市構造が残されて
いるのは全国どこにもありません。さらにソフ
トな資源を見ると、江戸時代から戦前にかけて
名古屋の都心部には、京都の祇園祭に匹敵する
ほどの山車祭がありました。戦災で消失した山
車もありますが、残されたものを再集結して、
名古屋都心部の山車祭を復活させることは非常
にインパクトがあります。三の丸はこうした祭
りを介して町民文化と強いかかわりを持った求
心性の高い場所だと紐解くことができます。三
の丸を整備していくことは、歴史的に意味があ
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【大竹】私からは3点申し上げます。1つ目は情
報発信になります。三の丸地区は官庁街で、お
城の近くだけれど飲食店が少なく、人がいなく
て、そもそも楽しみに行く場所ではないという
イメージだと思います。三の丸地区の存在・重
要性が広く認識されていないので、産官学民を
うまく巻き込みながら、発信していくことが大
事だと考えます。2つ目は地区特性を生かした
まちづくりです。「名古屋城」に近接している
三の丸ですから、名古屋城を最大限生かして、

「三の丸と言えば名古屋城」と言うくらいのま
ちづくりを進めていくべきだと思っています。
姫路城の場合、駅を降りたら目の前に姫路城が
あり、思わず写真を撮りながら歩きだしてい
て、お城までの空間が素晴らしい雰囲気でした

（図5）。3つ目はアクセスですが、現状、行き
やすい場所ではありません。私もSRTには大
変期待しており、盛り上げていきたいと考えて
います。SRTを上手く活用すると同時に、シェ
アサイクル、パーソナルモビリティなどを加え
て、アクセスの強化を図ることができればと
思っております。

図5　姫路城の眺望

姫路駅から見た姫路城 姫路城から見た姫路駅

三の丸地区再生の実現に向けての期待と課題
【加藤】三の丸地区再生の実現に向けての期待
と課題について一言ずつお願いします。

【服部】2つお話します。1つは時間がかかると
いうことで、大津通より東側のエリアをリー

ます。こういった名古屋市内で江戸時代から行
われている祭りを通して世界の人々と感動を共
有したいと思っております。将軍が生まれたの
はこの愛知県で、名古屋城はその将軍が築いた
お城です。徳川家康が持てる力を注ぎ込んだ近
世城郭の最高傑作であり、それが名古屋のもの
づくり王国の源泉になっています。尾張地域
は、日本全国の山車からくりの3分の2が集中
するからくり人形の宝庫であり、その技術が
あったからこそ、織機や自動車、ロボットとい
うものづくり産業に受け継がれていきました。
過去から現在そして未来へと繋がっていくの
が、からくり人形の技術だと考えています。

名古屋市は平成26年に名古屋駅周辺まちづ
くり構想を発表しており、「都心における多
彩な魅力をもったまちをつくり、つないでい
く」という方針を掲げています。その中で私が
期待しているのが、2025年から走行するSRT

（新たな路面公共システム「Smart Roadway 
Transit」の略称）です。当初のルートは名古
屋駅から栄までですが、名古屋城、栄、大須
などの拠点を繋ぐことも視野に入っています。
SRTのデザイン懇談会では、車内空間の演出
として「MOOX-RIDE」とコラボレーションし
てはどうかという提案がありました。MOOX-
RIDEとは、五感で体感する移動型エンタメ体
験バスで、豊田紡織が開発にかかわっていま
す。これまで人々が大切に守り続けてきたお祭
り、山車やからくりを最先端の技術も駆使しな
がら車内で見せ、体感してもらい、世界の人々
との交流を生み出していこうというのが、私の
提案です（図4）。

図4　名駅山車揃え
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り、今回いただきましたアイデアも生かして構
想作りを進めていきたいと思っております。た
だ、短期的に建物が更新されるということでは
ありませんので、まずは道路や建物の外部空間
などの公共空間を利活用するところから始ま
り、低層部の利用転換をするなど、できるとこ
ろから進めていくということを念頭に長期的な
構想を作っていきたいと思います。その上で、
当面の超短期的な取り組みとして、来月に三の
丸の豊かな空間を使った社会実験を予定してお
り、ストリートピアノやワークショップなどを
考えておりますので、ぜひお越しいただければ
と思います。

【加藤】今回、ご登壇の皆様からのお話を聞い
て、三の丸は非常にポテンシャルを秘めてい
て、名古屋のまちづくりの新しいアイデンティ
ティを確立していくためには欠かせない地区だ
ということがわかりました。この議論が名古屋
市の構想作りへと引き継がれていくことを強く
期待したいと思います。また、三の丸の再生が
動いていくために重要なことは、三の丸への関
心が市民社会の中で、徐々に高まっていくこと
が重要だと思います。それが議論の熟度を高め
る背中を押していくことになるのではないかと
思いますので、今日お集まりの皆様方はそのよ
うな役割の一旦を担っていただけると大変あり
がたく思います。

図6　第1部　パネルディスカッションの様子

ディングプロジェクトとして先行的に進めてい
ただけると良いと思っております。それをきっ
かけに官庁街の整備が進んでいき、迅速性が増
すのではないかと思います。もう一つは、地区
の整備効果について、周辺も含めて見ていただ
きたいと思います。白壁、那古野、四間道、周
辺には魅力的な街が広がっていて、それぞれが
個々に存在するのではなく三の丸と繋がり、三
の丸を整備することで周辺の街のポテンシャル
が上がるという認識を持っていただきたいで
す。

【佐藤】名古屋市、名古屋圏は何をアイデンティ
ティとして世界に発信していくのか。私は徳川
家康をもっと出していってもいいのではないか
と思います。家康は経済の活性化を行い、幕府
の財政再建を果たし、泰平の礎を築きました。
人々は260年もの間、平和な世の中を楽しむこ
とができました。さらに、彼は新しい技術を積
極的に導入して技術革新も行いました。そのス
ピリットと功績をアイデンティティとして官民
一体で発信していくことが必要ではないかと思
います。

【大竹】今ある行政機能と他の機能をどうバラ
ンスよく配置するのか、また、経済的なことを
考えると夜の賑わいをどう作るのか。それか
ら、名古屋は夏が大変暑い中で、三の丸は緑は
多いものの水を感じるところはありません。そ
のような視点も考えていけると良いと思いま
す。

【加藤】皆様からの期待と課題を聞いていただ
いた上で、最後に名古屋市の坂本様に今後名古
屋市として三の丸とどう向き合って、取り組ん
でいくのかについて、コメントいただきたいと
思います。

【坂本】名古屋市では、現在三の丸地区のまち
づくり構想の検討に着手しているところであ
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いくことが重要であると考えられます。

図7　有事の関係者の動き

パネルディスカッション

【加藤】大規模・広域災害が起きた時に広域連
携をうまく行う防災司令塔機能を強化すること
が必要なのではないかという議論を、三の丸研
究会で3年間進めてきました。本日はまず、三
重県の唐澤様から、先の能登半島地震で現地に
支援に入られた時の模様を話題提供していただ
けますか。

能登半島地震における石川県庁等の状況
【唐澤】令和6年1月1日発生の能登半島地震で
は1月6日～10日、1月30日～2月8日まで、情
報連絡員として石川県庁に、そして3月には総
括支援チームの1人として輪島市に行ってきま
した。三重県は、現時点においては三重県職員、
市町職員含めて20名の職員を輪島市に派遣し
て支援しています。

能登半島地震では、令和5年度中部9県1市
協定の幹事県として、石川県庁に情報連絡員
2名を急派しました。石川県庁はまさに、ミニ
霞ヶ関が設置されていた状況で、輪島市には東
京都、大阪府など約20の都道府県市が入って
おり、三重県が統括支援県としてまとめており
ました。輪島市には総務省から調整能力がある
参事官クラスが派遣され、三重県、輪島市役所
とも常に調整されていました。

それを踏まえて、国と県との連携について求

第2部　防災
大規模・広域災害を見据えた三の丸地区の防災
力（事務局説明）

三の丸地区の庁舎等の建物は新耐震基準での
建築か、耐震化・免震化がされているため、大
規模地震が発生した際でも建物倒壊等の恐れは
ないとされています。しかし大規模地震発生後
の避難や業務継続性の点で、潜在的なリスクを
抱えていると思われます。三の丸地区は発災後
に名古屋市・愛知県だけでなく、この圏域全体
の司令塔機能を発揮する必要があり、業務継続
性を確保しておくことが重要です。そのため、
三の丸地区の各庁舎の現状を検証し早急に対策
を進める必要があると考えられます。

南海トラフ地震が発生すると、災害対策基本
法に基づき政府に緊急災害対策本部等が設置さ
れ、現地対策本部が静岡、名古屋、大阪、高松、
熊本の5つの候補地のうち最大4か所に同時に
設置されます。名古屋の現地対策本部は三の丸
地区にある名古屋合同庁舎に設置されることと
なっていますが、近年、現地対策本部が同時に
複数設置されたことはありません。このため、
このような局面で関係者がどのように連携して
いくかを事前に検討し、体制を整備しておくこ
とが必要だと考えます。

発災後の政府の現地対策本部と自治体の災害
対策本部、及びライフライン企業の要員の動き
を見える化してみると、各組織が災害対応に係
る連絡・調整のために各会議体へ多くの要員を
派遣する必要があり、その行先も錯綜していま
す。このことからも、現地対策本部と国の地方
機関、県、市の災害対策本部と連携し、静岡、
岐阜、三重県の各県やライフライン企業等と連
携し、迅速に災害対応するための体制を事前に
整えていくことは不可欠です。三の丸地区にお
いては、現地対策本部を中心に、国の地方機関
や関係する自治体、ライフライン企業等の関係
者が一堂に会して協議･意思決定を面着で行う
ことで、即時に協議･調整できる環境を整えて
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海上保安庁と情報共有をしていたので、関係自
治体に共有することで回避できました。各組織
の全体調整がないことから、このような事態が
発生したと思われます。

三つ目は「調整能力」。私が入りました1月6
日頃でも、輪島市には雪の装備を整えるのに時
間を要して、応援自治体本隊が入っていません
でした。我々三重県のリエゾンは派遣されてい
る総務省リエゾンと調整ができず、調整能力に
長けている本省の方と電話で調整をしていまし
た。その方が1月9日頃に石川県に派遣されて
くると、一気に調整が進み、総務省を中心に被
災地を支援できる体制が整ったと言える状況で
した。調整能力が高い方は本庁本部に残される
ことが多く、いかに現場指揮本部に調整能力を
有する者を送るかが課題だと感じました。

【加藤】非常に生々しいお話で、この後の議論
にも重要な示唆をいただいたと思います。

福和先生、防災司令塔機能の役割とその重要
性についてお話をお願いします。

南海トラフ地震を前に総力の結集を！
【福和】2000年に東海地震の強化地域が広がっ
て、直後に国が「名古屋圏広域防災ネットワー
ク整備基本構想」を作りました。ここでは「三
の丸に防災拠点を作る」と明言しています。そ

の後も、愛知県や名古屋市、名古屋都市
センターで様々な減災ビジョンが策定さ
れ、それらには「三の丸に防災拠点を」
と明確に書いてあります。20年来の懸
案なのに、最も重要な三の丸の防災拠点
について国、県、市が連携して議論でき
ないというのは、役所の怠慢と言われて
も仕方がないと思います。結局は南海ト
ラフ地震が来れば全くのリソース不足と
なり、さらに耐震化は全然進んでいない
状態です。みんな本気になって考えない
と取り返しがつかないことになると思い
ます。

められることを3点申し上げます。
一つ目は「強いリーダーシップ」。甚大な被

害が発生する災害では、地方にミニ霞ヶ関がで
きることがあります。この際必要となるのが、
国と被災自治体・支援自治体との連携です。中
心となる省庁がある程度のポストの人材を派遣
して、支援対策の全体像をしっかり把握した上
でリーダーシップを取ることが重要かと思い
ます。自治体間についても、中部9県1市協定
などの自治体間協定の幹事県がいかにリーダー
シップを発揮するかが求められます。

二つ目は「情報共有」。これについては、能
登半島地震では必ずしも上手くいったとは言え
ない状態でした。1月6日の時点では支援自治
体を取りまとめる総務省と、石川県、国交省な
どの国の機関との情報共有が非常に難しかった
と感じています。事例としては、発災後1週間
程度で被災地に応援自治体の本隊が入る予定で
したが、その頃石川県で大雪警報が発表される
見通しで、道路も通行止めになりました。しか
し応援自治体にはこの情報は伝えられていませ
んでした。応援自治体を取りまとめる総務省も
情報を掴んでなく、この情報は、石川県と実動
機関である警察、消防、自衛隊、海上保安庁、
国交省で共有されているのみで、それ以外は知
らされていない状況でした。今回は、たまたま
海上保安庁から三重県に出向している私が常に

図8　能登半島地震における石川県庁等の状況
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いったことが挙げられていました。中部ブロッ
クでの防災司令塔機能強化に関しては、国にお
いて検討がなされるものと考えておりますが、
その検討にあたっては、能登半島地震などから
得られた教訓を活かして、備えていくことが非
常に重要だと考えます。

【唐澤】能登半島地震では、主な被災県は石川
県1県で全国から物資が届けられましたが、南
海トラフ地震では太平洋側の多くの自治体が被
災することから、人的支援、物資配分が非常に
重要になってくると考えます。

三重県には国の防災拠点になり得るような施
設はなく、多分、実際南海トラフ地震が起きた
場合、名古屋港や県営名古屋空港が国の拠点に
なるのではないかなと考えているところです。
そうなった時に、支援物資が愛知県で止まって
しまうのではなく、必要な物資・燃料、そして
人的支援をいかに引き込めるかが、三重県の生
命線になってくると考えます。支援物資で言え
ば、主に現地対策本部になりますが、各県の被
害状況を把握し、どこの県にどれだけの物資・
燃料を配分するのか、陸上輸送か海上輸送か、
道路や航路の状況なども考え総合的に判断して
物資を配分する必要があります。そういった意
味において、司令塔機能は非常に重要になって
きます。

特に三重県については、海からの支援が非常
に重要になってきます。海上自衛隊や海上保安
庁が主となるんですが、そういったところがい
かに効率的に動けるか、それらをまとめるのも
三の丸司令塔機能に求められると考えます。

【川野】巨大地震が来た場合、このエリアの大
体6～7割、ざっと600万世帯ぐらいは停電する
可能性があります。停電する理由は、主には伊
勢湾岸にある火力発電所が機器の安全確保のた
めにまず全部停止します。そして、沿岸部にあ
る配電設備が被災します。これは能登半島地震
を見ていただければリアル感が伝わってくるか

全国に先がけて、この地区では放送会社がヘ
リコプターを共同運行し、いざという時には地
域社会のために映像を供給していこうというよ
うな努力をしています。そろそろ役所も部局を
越え、省庁を越え、国、県、市を越えて、手を
携えて次の災害に向かい合わなければ許されな
い状況だと思います。これからやるべきことは
明解です。名古屋合同庁舎第2号館にある防災
の司令塔と言われる場所は、面積が足りないで
す。少なくともみんなが集まることができるス
ペース、一緒になって議論をし、物事を決めて
いく場所を作る。こういったことに対して本当
に危機感を持っていただきたいと思います。

防災司令塔機能は、なぜ必要か
【加藤】それぞれのお立場から広域的な防災司
令塔の必要性、あるべき姿などについてご意見
をうかがいます。

【福山】仮に南海トラフ地震、最大クラスの地
震が起こった場合、お話があったように、複数
拠点で現地対策本部が置かれます。唐澤さんの
ご指摘にもありましたが、国から迅速に支援の
人材を派遣することができるのか。我々として
は各省をまたいで防災に熟知した人材を集めな
がら、各県とタッグを組んで、県同士、動きや
すいように調整する役割も果たしていきたいと
考えています。国も全力で対応しますが、まず
は地元、県、市、町、民間企業の皆さん、総力
を上げて防災拠点を作っていただくことが非常
に重要なことだと思っています。

【則武】今年6月に公表された能登半島地震に
かかる検証チームによる自主点検レポートの中
で、課題としましては、現地に派遣された職員
は急遽各府省庁から参集したため、お互いに顔
の見える関係となっておらず、発災の初動対応
に必要なチーム作りなど本部内体制のより速や
かな構築、フェーズや業務内容の変化を踏まえ
た柔軟な人員配置への見直しが難しかったと
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緊急災害現地対策本部運営訓練を実施するとあ
ります。こうした訓練の相手に愛知県が選ばれ
ましたら、私どもも積極的に参加し、平常時か
らの連携構築を図っていきたいと思います。

【唐澤】愛知県を除き各県の災害対策本部は、
三の丸から離れています。また人命救助をはじ
め物質搬送、広域医療搬送などの実動部隊の主
力の一つでもある第四管区海上保安本部、陸上
自衛隊第10師団があるのは名古屋市港区、守
山区です。中部電力も三の丸から少し離れてい
ますね。こういった地理的に離れた場所に所在
する機関と三の丸司令塔機能の連携方法、これ
をいかに作っていくのかが非常に重要になって
くると思っています。

【川野】三の丸司令塔機能の強化について、一
つ目は意思決定できる人間が参集すること。二
つ目は対面できる広いスペースが確保されるこ
と。切迫感や緊張感はやっぱり対面じゃないと
伝わりません。三つ目は、そういった場は確実
に電力、通信設備が使えて、現地現物の情報が
集まる、統合的なプラットフォームがしっかり
構築される。そういったことが重要だと思いま
す。これを実現するには、発災時からのタイム
ラインに沿って、防災司令塔機能が本当に果た
せるか、オペレーションの検証と改善を続けて
いくことが大事だと思っています。

求められるのは本気度と覚悟
【加藤】福和先生、今一度、動き出すために必
要なポイントは何だとお考えですか。

【福和】何よりも役所側の覚悟だと思います。
みんなで様子見し合うこの体制は、なんとも許
されない状況です。

先日室蘭で災害時の病院船の訓練に参加しま
した。フェリーをチャーターし、赤十字、災害
支援ナース、災害派遣医療チームDMATなど
が結集し、それぞれの部局のトップが集まる本

なと思います。そうした中で、どこから優先し
て復旧していくのか。それを考えるのが私のポ
ジションになります。

当然、復旧の最優先としては、この三の丸地
区です。次には、全体の状況を見ながら、愛知
県、場合によっては静岡、三重、岐阜、長野県
にリエゾンを派遣し、復旧順位について、道路、
港、空港、それぞれの状況を確認し、いろいろ
なプランを考えていきます。そういう状況下に
おいて「ちょっとよくわかりません」という言
葉が出てくる。それが一番だめな言葉です。わ
かりませんというのは、判断ができないという
ことです。判断ができないというのは、災害復
旧においては人災です。そういうことを絶対に
なくすべきだと思います。そのためにも、現地
現物の事実が集まり、意思決定がなされる司令
塔機能を持つ三の丸が、広域的な巨大地震の復
旧復興においてはとても重要だと考えていま
す。

防災司令塔機能の実現の鍵は
【加藤】では、この三の丸防災司令塔、実現の
ポイントは何だとお考えでしょうか。

【福山】広域的な巨大地震の対応については組
織全体でカバーできるよう訓練や研修、人材
育成などが必要だと思っています。先般、8月
8日の日向灘の地震で、南海トラフ地震臨時情
報（巨大地震注意）が発表されました。マグニ
チュードは7.1でした。一瞬の情報で臨時情報
が出るかもしれないと判断できたのは、ごく限
られた人だったという、情けない状況でした。
国、県、市町村、民間企業、危機担当だけで
はなく全員が有事の時には対応できるような、
しっかりした人材育成に努めなくてはならない
と思います。

【則武】顔の見える関係を速やかに構築するこ
とが重要だと考えます。6月28日に中央防災会
議で決定された国の総合防災訓練大綱の中に、
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ただきました。そのような経緯の中、冒頭の中
田副市長の挨拶にもありましたが、名古屋市で
は、全体像を描くべく動き始めており、非常に
頼もしく思っております。市民の皆様にもより
広く周知され、機運が高まることを願っており
ます。本日はありがとうございました。

三の丸地区に関する報告書は、名古屋都市セ
ンターのHPで公開！
https://www.nup.or.jp/nui/
investigation/index.html#p02

気の訓練を、毎年行っています。何も言わなく
ても、足りないことを補いながら動けている。
その真剣さが明確にありました。そろそろ我々
も、本当に南海トラフ地震が来た時のことをイ
メージして、部局を越えた本気の訓練を、国を
動かすぐらいのことをすれば、一瞬にして防災
拠点の重要性が明白になります。社会のスイッ
チを押すために、できることをしないと取り返
しがつかないことになります。逃げ道を塞ぐの
が今日の僕の役割だと思っています。

【加藤】ありがとうございました。本日ご参集
の皆様、ぜひ県境を、行政域を越える、その難
しさを共有しつつも、非常時の広域的な防災拠
点について模索していただきたいと思います。

図9　第2部　パネルディスカッションの様子

閉会
奥野　信宏 氏（名古屋都市センター長）

非常に中身の濃いお話をしていただきまし
た。もともと三の丸は、大学の教員を中心とし
て議論が始まり、中日新聞にも取り上げてもら
い、名古屋商工会議所、中部経済連合会も呼応
していただき発信してきました。その後、名古
屋都市センターで研究会を立ち上げ議論を重ね
てきました。それらと時を同じくして、国の名
古屋第四地方合同庁舎の整備がありました。当
時、三の丸全体の構想はありませんでしたが、

「歩いて楽しい街を作る」、「防災減災の拠点に
する」という2つの方針でPFI事業をやってい
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1　まちづくりに�
コミュニケーションを

東京の多摩市にある大きな公園の脇には、市
民ボランティアの皆さんが何十年もかけてつ
くってきた美しい緑道がありました。しかし、
ある日突然、その緑道がスッパリとなくなる事
態が起きたんです。ボランティアの方々が「晴
天の霹靂」だとおっしゃったこの出来事は、私
の中で深く印象に残っています。なぜかという
と、実は緑を切った人は意地悪したくてやった
わけではないんです。どんな天気でも見通しが
よく、誰もが安全に歩行できる場所をつくるこ
とが良いという、切った人なりの考えがあって
やったこと。一方、ボランティアの方々は、自然
に囲まれて心健やかに生きられることが良いま
ちだと考えているんですね。

まちに対する考え方はいろいろあって、どれ
が正しいということではありません。ただし、
まちは一つしかありませんから、「みんなの意
見を盛り込みましょう」や、中間をとって木を
半分だけ切るなど、曖昧にすることもできませ
ん。こういうとき、私はもう少しコミュニケー
ションができないかなと思っています。

残念ながら、まちはみんなの理想の形にはな
れません。開発したい人がお金の力で開発をし
ているというようなことが言われがちですが、
開発を推し進める人も意地悪な人ではありませ
ん。じゃあ、何のために開発をしているのか。
そもそも、そういう仕事をしているあなたはど
んな人で、どんな音楽を聴いているのか。も

し、一緒に食事をしたり、お酒を飲んだりでき
たら、自分の思い通りにならない場面であって
も、あなたが素敵だから、仲が良いから応援し
たいという気持ちになれるのではないでしょう
か。

意見が違っていたら、友達になれないのかと
いうことを、私はまちづくりのときによく考え
ます。似た考えの人同士は、集まりやすいです
が、まちにはいろいろな立場、意見の方が暮ら
しています。裕福な人、貧乏な人、元気な人も
いれば、病気で困っている人もいます。「属性
が違うから、意見、宗派が違うからあなたとは
口もききません」と言っていたら、誰にとって
も不愉快なまちにしかならないと思うのです。

私は、いろんな人が100％でなくても納得が
いくような関係性をつくれるとか、このまちで
生きるのが楽しいと思えることが少しでも増え
ていくような、確率を高める仕事をしていま
す。良いまちとは何かを一言で表現できなくて
も、なんとなくお互いが「こういう感じがいい
よね」という雰囲気をつくることが大切なので
はないかと考えています。

田中　元子
たなか　もとこ

株式会社グランドレベル代表取締役社長。建築コミュ
ニケーターとして建築関係のメディアづくりに従事後、
2016年「1階づくりはまちづくり」をモットーに会社設立。
2018年私設公民館「喫茶ランドリー」を開業。同年グッ
ドデザイン特別賞グッドフォーカス賞（地域社会デザイ
ン）。設計コンサルティングやプロデューサーなどを全国
で手がける。主な著書に「マイパブリックとグランドレ
ベル」「1階革命」（晶文社）ほか。

まちづくり講演会

田中元子さんと考える
「1階づくりはまちづくり」

講師：株式会社グランドレベル　代表取締役社長　田中　元子
日時：2024 年 11 月 15 日（金）15：00 ～ 16：30
場所：名古屋都市センター　11 階ホール
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素敵だな」と絵に描いたり、写真を撮ったり、
咲いている花を愛でてみたり。心がそわそわし
て寄り道している方が楽しいと私は思っていま
す。その行き来の間に、壁しかない、ガレージ
しかない、空き地しかない。誰もその場所を愛
しているような形跡が見られない。自分には関
係がなく、見たいと思っていないとしても、そ
ういう風景も見ながら、人は暮らすわけです。
それはつまり、人生の長さが同じでも、人生の
質は変わるんじゃないかと思っています。

ゴッホの作品に「夜のカフェテラス」と呼ば
れる絵があります（図2）。この絵には、マル
シェやフェスなど、特別な何かが描かれている
わけではありません。普通の風景の中に店があ
ることで、まちが少し明るくなったり、楽しげ
な雰囲気が外に漏れていたり。ここを行き交う
人々がこの店の常連じゃなくていいんです。店
に寄らなくても、こんな場所であることが何か
いい雰囲気を分け与えていると思います。この
絵は南フランスのアルルを描いたものですが、
最近アルルに行った人が百年以上前の絵なの
に「今でもこのまま、何ら変わらない」と言っ
ていました。まちづくりをしている方によく言
うのですが、なんで普通のいつもの雰囲気をボ
トムアップする地道なことを誰もやりたがらな
いんだろうと。新しくなくていい。いつもでい
い。でも、いつもがチャーミングで素敵って思
える環境に、自分は暮らしたいなって思ってい
ます。

図2　講演会の様子

一方、日本で公園をつくろうとしたら、大義

2　1階は特殊で面白い
「1階づくりはまちづくり」のいう言葉を掲

げて、2016年に1階専門の株式会社をつくりま
した。「1階」は、建物の1階もそうですが、広
場や公園など、見たくなくても目に飛び込んで
くる風景すべてのことを指しています。公園や
空き地、道路、建物の1階も全部持ち主や責任
者、管轄は違うわけですよね。でも、人はそん
なふうにまちを見ていないし、視界を選ぶこと
もできません。まちづくりを「頑張っていると
ころだけ見てあげましょう」なんてできないで
すよね。それで、うっかり目に飛び込んで、気
付くことのできる風景が、その人の人生や心の
コンディションに影響しているのかなと気にす
るようになったんです。

図1　1階の特徴

たとえば、大体の人は1mちょっとのところ
に目の高さがあって、前方140度程度を見る構
造になっています。そのうち、文字を読めるの
は1～2度くらいだと言われていますが、もし、
人の頭の後ろや上に目がついていたり、真っす
ぐ歩かない動物だったりしたら、こんな会社は
つくらなかったと思います。誰もがうっかり目
にしてしまう高さ、つまり人の体の構造とし
て1階ばかりを眺めてしまうならば、そこを何
か少しでも良くしたらいいのにと思ったのです

（図1）。
皆さんは日々、通勤・通学のために家から目

的地を往復しますよね。その日常の中で「ああ、
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ています。
では、会社を立ち上げる前は何をしていたか

というと、出身は茨城県で、高校まで実家に住
んでいました。そこから東京へ逃げるように
引っ越し、独り暮らしをしながらパチンコ屋の
店員をやっていました。時給も良くて彼氏と住
んでいて、めちゃくちゃ幸せだったんです。子
供たちに「夢とか希望とか目標とか持って頑張
らないと幸せじゃないですよ」と言っている大
人には、そんなこと言わないでと言いたくなり
ます。やりたいことを思いつくタイミングなん
て人それぞれだし、そもそもなくても幸せの形
はたくさんありますから。私はそれを実体験し
ていました。

もともとプロダクトやグラフィックといった
デザインを見ることが好きでした。それである
日バイトの帰りに興味もなかったのに、建築の
本を手にとったのがきっかけで建築が好きにな
りました。仕事でも建築関係で執筆する機会に
恵まれ、2016年から今の会社を始めました。

当時、東京には「同潤会アパート」という、
戦後復興の住宅供給のために集合住宅の形でつ
くられた同潤会アパートがいくつか残ってい
て、私は表参道の青山同潤会アパートが特に好
きでした。一等地に堂々と昔から建っている風
景をそれまで田舎では見たことなく、圧倒され
たことを覚えています。新しいものだけが良い
ものと思わざるを得ない土地がある中で、ここ
は昔から人が活動していたことが風景から見え
てきます。歌舞伎町や渋谷がどんなに賑わって
いても都会とは感じませんでしたが、この風景
を見たとき、やっぱり都会と田舎は違うなって
衝撃を受けました。ちょうど青山同潤会アパー
トが取り壊しになりそうなタイミングで、ここ
のことをガチャガチャいじっていたら日経アー
キテクチュアという専門誌で連載を持ったり、
取材や記事を書いたりするきっかけをいただ
き、編集執筆の活動に移っていきました。別に
建築が好きだったからと言って、建築家や専門
ライターになりたいと、具体的に仕事を決めた

名分は「皆さんに公開する場所」と言いつつ、
つくる人がトラブル回避や管理費を安く抑えた
いと思っていくと、寄り付きたくなくなる広場
ができてしまうだろうと思います。商店街も
シャッター下ろしても困らないでいられるし、
ご高齢の方も多くて、シャッターをもう一度開
けて素敵にすることも難しくなっています。そ
うならざるを得ない事情があるということで
す。だからと言って、建物の1階は隠れたり消
えたりしませんし、個人邸を2階から建てるこ
とは絶対ありません。

たとえば、私が誰にも見られない家をつくり
たいと思ったとしましょう。壁によって、私は
プライベートをゲットできて満足かもしれな
い。でも、周りから見たら壁がバーンッと立ち
上がった寂しい風景がそこに現れます。だか
ら、いくら隔絶したいと思っても、どなたかに
影響を及ぼしてしまう。1階は見たくなくても
目に飛び込んでしまう。ゆえに1階は特殊で面
白い場所だと思っています。2階から上や地下
がどうでもいいとは言いませんが、建物を上か
ら下まで見ながら歩かないですよね。人の構造
上、1階だけが特殊な場所になっているのです。

3　私と建築との出会い
2016年に1階づくりの会社を立ち上げたとき、

すごく馬鹿にされました。仕事が一つもないの
に株式会社にしたことも、馬鹿にされました。
でも、インターネットで調べてみると、海外で
は同じような着眼点で研究や活動が行われてい
たんです。健やかなまちであるために街路と街
路樹と車との距離をどうすれば適正なバランス
になるかなど、さまざまな研究結果をオープン
ソースにしている情報も見つけました。それま
では、都市計画全体を考える、あるいは建物を
つくるときに建物全体を考えるのが主流だった
んです。それが1階だけは特殊で、1階だけが
風景になり、直に影響を与える、ということに、
同時多発的に気づいたタイミングだったと思っ
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になることもあれば、全くそうならないときも
あります。1人2人しか来ないこともあります
が、がっかりしません。だって仕事ではないし、
そういうミッションでもないからです。1人2
人のときはその人たちとゆっくりおしゃべりで
き、人が来ないときは「誰が来るかな」と待っ
ている時間も、私にとっては豊かです。コー
ヒー1杯を通して、いろいろな人と関われてお
しゃべりできる。と同時に、男でも女でも貧乏
でも金持ちでも同じようにコーヒーを渡せるの
は、私が屋台を用意して「皆さんいかがでしょ
う？」ということをやって、やっとできた自家
製の公共だと感じました（図3）。そういうし
つらえもなく、駅で突然誰かに声をかけること
ができますか？多分、通報されますよね。知ら
ない人にむやみやたらと声をかけないのが今の
社会ですよね。屋台や無料のコーヒーといった
しつらえやきっかけがあれば、それが叶ってし
まうことにすごく面白みを感じました。

図3　It’s my public

それまでは公共というものに全然興味がな
かったんです。でも、この活動をしているとパ
ブリックと呼ばれるものは自分1人のためだけ
でもなく、家族や友人など既に知っている人と
の仲を深めていくものでもない。似たような属
性や価値観の人たちだけで集まる、そんなサロ
ンがあることを否定しませんが、パブリックと
言う以上は本当に誰が来るかわからない、不特
定多数の人が来る可能性があるということが大
前提だと感じています。「この人とは一生しゃ
べることはなかっただろうな」と思えることが

ことはありません。建築が好きになったから、
少しでもそばにいたいと思って、建築の文章を
書きながらいろいろなことをしていたんです。

4　いつものまちを、�
いつもと違った視点で

2014年に「アーバンキャンプ東京」という企
画をしました。これは都市部の遊休地をキャン
プ場にする企画です。最初にこの企画をしたと
きは川も緑もなく、下はコンクリートでテント
を固定するペグも打てないので、土のうでテン
トを固定していました。「こんな場所に誰が来る
の？」と馬鹿にされた企画でしたが、やってみ
ると変わり者が集まってくれました。ほとんど
が東京の人で、このまちが初めてじゃないとい
う人も多かったです。彼らはいつもは学んだり、
働いたり、遊んでいたりするわけですが、ここ
では地べたに座って、テントの中でお茶飲んだ
り、テントで一晩過ごしたり。お腹が減ったら
キャンプ飯にチャレンジするのもいいけれど、
失敗したらいつでもコンビニに行けるし、お風
呂に入りたいと思ったら、東京にはまだまだ銭
湯がある。そんなふうに、いつもと同じまちを
いつもとは違った距離感・視点・角度から見て
いくのは、主催の私としても楽しかったです。

屋台をつくって遊ぶということもしていま
す。ワゴンのような組み立て式の屋台で、組み
立てた後でさらにデコるんですよ。そうすると
多くの人が興味を持ってくれるんです。私は看
板にフリーコーヒーと書いて、どなたにも一杯
コーヒーをお渡しするという酔狂な遊びをして
います。費用は3,000円くらい。皆さん、3,000
円でどんな楽しいことができますか？予測不可
能なドラマをどんな風に感じますか？だって、
今まで会ったことない人に会うんです。ありが
とうと言ってくれる人もいれば、ありがとうも
言わず「早く何人分持ってきてよ」といった図々
しい人もいます。すべてが驚きです。人が集
まって裏道だったところがわいわい賑わう状態
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しいところもあるかもしれないけれど、むしろ
お互いどんなことやっているのか、まちの中で
見られた方が楽しくないですか。いろんな方が
まちを使って自分のやりたいことや人となりを
表現できることが、これからのまちづくりに生
かせるんじゃないかと思います。

5　目指したのは、私設公民館
あるオーナーさんから、築55年の空きビル

の1階を事業化したいとご相談をいただきまし
た。これが、私が会社をつくって初めての仕事
です。立地は川沿いではありませんが、隅田川
近くのエリアになります。かつては水運といっ
て、川を利用して材木や物資を運んでいたので
すが、だんだん衰退していきました。水運のた
めの倉庫や工場、それをリノベーションした演
劇の練習場などユニークな場所もあったのです
が、何もしなければ全部マンションになってし
まいそうなエリアです。移住者が欲しい、人の
賑わいづくりをしたいと言っている人に、私は
聞きたいです。かつて倉庫や工場だったところ
がマンションになったということは、劇的に人
口密度は高まっていますよね。人が集まって縦
に詰まって暮らす建物が増えて、どんな賑やか
な場所ができたのか想像してみてください。前
より人が暮らしているにも関わらず、誰もいな
くなるんです。まちを見渡したとき、人を感じ
る、人の姿が見える、何かが動いている、音が
する。人に会わなくても、誰かがそこに生きて
いた形跡が残っているとか、そういったものが
一切なくなっていくんです。謎でしょう？でも
不思議じゃないですよね。マンションの1階で
誰かが活動している、その様子が見える場所を
つくらず、それが連続すると本当に誰もいなく
なってしまうんです。せっかく同じエリア、同
じ建物に暮らしていても顔も知らない状態を、
ちょっと不健康だと思いました。このエリアに
お茶する場所をつくって「近所にこんな人がい
るんだ」という風景が見えるといいなと思った

たくさんあって、そのたびにめちゃくちゃ興奮
しました。本当に普通の人なんていないと思い
ます。他人から見たらみんな変人です。

関西のご婦人がバッグに飴を忍ばせているっ
て言いますよね。彼女たちは不特定多数の人と
関わりあったり、言葉を交わしたりするときに
飴を使うんです。不特定多数の人とちょっとし
たやり取りを交わすきっかけを、ハンドバッグ
に忍ばせるって、なかなかのパブリックマイン
ドの持ち主だと私は思っています。

ニューヨークの公園には「フリーアドバイス」
と書いてある屋台があります。この屋台も自前
でつくって自分で引いて回って、Facebookや
SNSで「次は○○公園で屋台出すよ」って予告
をしているようです。そして、彼女は手にぬい
ぐるみをはめています。おそらく、相談者に地
声で返答するというよりも、ぬいぐるみがしゃ
べっているというユーモアを加えて、コミュニ
ケーションをしているのだと思います。そうい
う遊びを知り合いだけじゃない、全く予想もつ
かない第三者としている。私はこれを「パーソ
ナル屋台」と呼んでいて、別に屋台の形をして
なくてもいいし、どこで出すかも、100人いたら
100通りの形があると思っています。まちのど
んな場所で、どんな時間に、どんなことをして
いると、どんなことが起きるかなって。そうい
う目でまちをジロジロ見るのが大好きなんです。

80年代ぐらいまではインターネットもなく
て、みんなで同じテレビを見て、同じ音楽を聞
いて、良いこととはどういうことかとか、全部
ほとんどの人が共有している前提がありまし
た。まちづくりにおいても「みんなで力を合わ
せて一つのロマンチック街道をつくるんだ」み
たいなことが、まちづくり活動と言われていま
した。でも今は、価値観が多様化しています。

「歳をとってからスケボーを始めました」「子供
が起業しました」って言われても、驚かないで
すよね。そうやって、誰もが自分の得意なこと
や好きなことにトライできる。昔と同じような
塊ではなくて、ちょっと散らばって分散して寂
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ほっといてほしいときもある。自由で多様なこ
とを許容できるような、そういう思い思いに過
ごせる環境をつくるのが、私設公民館を設置す
ることだと思ったんです。絶対良い人、絶対悪
い人っていうのは多分いない。でも、ちょっと
だったらこうゆうのもありかな、こういうの私
は好きだな、と思ってもらいやすい物理的な環
境をどう設定できるかという実験を、「喫茶ラ
ンドリー」でしています。

2018年初頭にオープンして6年ほど経ちます。
マンションだらけの誰の姿も見えないような場
所でちらっとでも人のうごめきが見える場所に
したかったし、「ランドリー」と言う通り洗濯
機も置いてあって、「コーヒーが飲みたい」と
いう人以外も来ていいですよって言いたいだけ
なんです。それで、いろんな人に言ったんです。

「ここ、喫茶店としては別に自慢できるような
ものはないので、どんどん使ってください」と。
レンタルスペース的なことをたくさんしていっ
たら、現代美術家の方が展示室に使ってくれた
り、いろんな子供や大人がワークショップを開
いてくれたりすることもあります。実はこのエ
リア、一瞬マンションだらけに見えたのです
が、会社があってサラリーマンの方もいらっ
しゃって、勉強会の会場にもしてくれました。
店をつくって初めてわかったことですが、意外
と独立して活動している音楽家、写真家といっ
た人も多かったんです。このエリアに全く地縁
のない子育て中の方と、昼間からビールを飲ん
でいるようなミュージシャンが友達になるみた
いなことが本当に起きるんです。これって子育
て中の方のために、ミュージシャンのためにっ
て、やっていたら出会わなかったことじゃない
ですか。ランドリーの居心地が好きという人
が、ミュージシャン、子育て中の人、子供、お
年寄り、誰であってもおかしくないでしょ。そ
れって音楽と一緒なんですよ。まちづくりの話
をしているときに、属性で人を見ていくのはす
ごく危険だなって思っています。子育て中だか
らといって同じじゃないし、お年寄りもいろい

のですが、私自身は飲食店をつくることに興味
がないし、料理もそんなに得意じゃありませ
ん。ただ、フリーコーヒーの屋台のように、マ
イパブリックをつくるのであれば…。「私設公
民館」をつくろうと考えたら、面白いんじゃな
いかなと、やる気になりました。

この私設公民館をつくるというのは、単な
る思いつき以外にもいくつか事情がありまし
た。たとえば、そんなに家賃が安くないという
こと。その場所は、銀座や丸の内にママチャリ
ですぐに行ける立地。つまり、この辺の人た
ちは「日本で初めて」とか、「世界屈指のシェ
フ、パティシエ」だとか、日本屈指のニュース
みたいなものにすごく慣れているわけです。だ
からこそ、自分がある程度の場所をセッティン
グして、そこでこんな過ごし方ができているか
ら、私にはこういう価値がある。私にはこうい
う使い方がある。私にはこういう関係のある場
所だ。というふうに、それぞれが勝手にその場
所の価値を読み込んでもらえるようにしなけれ
ば、この場所でやる意味がないと思いました。
もっとかっこよく、もっと安く、もっと美味し
く…。そういう土俵に上がっては駄目だと思っ
たんです。誰がなんと言っても私はここが居心
地いい。私にとってここはこういう意味があ
る。そう思える場所にしようと考えました。

友達って、その人が社会的にどう評価されて
いるなんて関係ないですよね。一緒にいると楽
しくて、気が合う。そういう関係をまちの人と
結べたらいいな。そして公民館と言うからに
は、どんな立場・収入・性別・年齢の人であっ
ても利用できる場所にしたいと思いました。ま
た、「このまちに何が欲しいですか？」といっ
たリクエストを聞くような、御用聞きでもあり
ません。そのエリアでこれが欲しいって言われ
ても、それに答える義務もないわけです。そん
なことより、私自身がこんな公民館があったら
いいと思えるものに集中しました。まちにはい
ろんな人がいるし、人それぞれいろんな状態が
ある。賑やかにしたいときもあれば、独りで
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も指示してないんです。でも、彼女たちなり
に「私設公民館のつもりで、喫茶ランドリーを
やっているってどういうことか」ということを
勝手に読み込んで、勝手に実践してくれていま
すし、それを実現しやすいように私は設計して
います。それで属人性、つまり田中さんだから
できたでしょうではなくて、スタッフが褒めて
もらえたり、その属人性をお客さんに感じても
らえたりしています。

図5　喫茶ランドリー

6　たくさんの人が行き交う�
「リアライズカフェ」

自分の会社に仕事の依頼が来ると、心の中で
全部こう言い換えています。この人が、この企
業さんが、この行政さんが、私設公民館をつく
るとしたら、どんな形をしているのかなと。帯
広駅前に起業家支援施設をつくりたいと言われ
たときもこう言いました、「起業家だけを支援
することが起業家支援ですか」と。いろんな人
が行き交うと起業に興味がない人も、「自分が
知っていることで独立できるのか」と発見でき
たり、起業に向けてビジネスアイデアが欲しい
人が、属性の違う人と出会うことで新たなニー
ズに気づけたりもします。いろんな人が行き来
することで起業家の支援につながる、ここに来
たらいろんなことを実現できる、「リアライズ
カフェ」というコンセプトでこの場所をつくり
ました。狙い通り、起業への関心が高くない人
もたくさん行き交うようになりました。今では

ろな人がいますから。
私設公民館としてオープンして、半年やって

いたら、100個以上の展示やパーティーに使わ
れていきました。普段はイベント会場ではない
ので、コーヒーを飲んでゆっくり過ごしてくれ
る人もいるし、ミシンとアイロンもあるので、
家事をしに通う人もいます。だんだん実家のよ
うになっていきました。

よく「田中さんだからこういう場所ができた
んでしょ」って言われることがあります。また、

「東京だからできたんでしょ？」「計画してでき
たことじゃなくて偶然でしょ？」とも。他のま
ちに展開できない、ここでしかできないことを
何か悪いことみたいに言われるんですが、別に
よくないですか。その人、そのまちの特徴を生
かして、タイミングやそのチームでしかできな
いことが目に見えて現れたことはサイコーじゃ
ないかと思うんです。属人的であること。土着
的であること。一回性であること（図4）。ど
ちらかと言えば批判的に語られるようなこの三
つのことを、グランドレベルという会社ではき
ちんと発露する、きちんと見える設計をしてい
こうと思ったんです。

図4　グランドレベルの魅力

そして、もう一つ。喫茶ランドリー宮崎台店
という店舗がスポーツジムの1階にあるのです
が、たまたまグリーンの好きなアルバイトの子
がお店の中を緑いっぱいにしてくれたり、ガラ
ス面にチョークアートしたら素敵なんじゃない
かと思った子が、師範になるまでチョークアー
トのスクールに通ったりもしました。私、一つ
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いません。皆さん、本当に昔からあったみたい
に座っていきます。座っている人というのは、
座りながら何か食べたり、考え事したり、パソ
コンや携帯をいじったり、マルチタスクな状態
なので、いろんなことしています。座っている
人がいるとより人間多様なんだなと、いろんな
人がいろんな生き方、表情をしていることが、
まちの中でわかります。そして今、私はこのベ
ンチを置く人になっていて、ベンチのブランド
も持っています。

図6　ベンチのあるまちの様子

こうやって全国でもう道端から都市計画並み
の大きなプロジェクトまで、さまざまなことに
関わっています。まちの中にはいろいろな人が
いる、本当にその人らしさが見える豊かさを、
まちの中でちょっとしたきっかけでつくれるん
じゃないかと私は考えています。そして、まち
の人々の個性を、日常の風景の中で見てみたい
という思いで、1階づくりをしています。

本日はありがとうございました。

高校生や大学生といった若い子たちから、「自
分たちでイベントをやりたい」といった相談を
受けて、まちの人たちやさまざまな仕事をして
いる人たちとつないで、実践のサポートを進め
る場所になっています。

7　ベンチの設置で生まれる�
まちの優しさ

物件や店舗でなくても、まちの人たちや属性
の違う人たちの様子を見て、どんな人か知るの
に、いちばん簡単な方法はベンチです。さまざ
まな国内外の資料をまとめた結果、ベンチには
大きく、①歩行距離UP ②滞在時間UP ③経済
効果UP ④健康度・幸福度UPの四つの効果効
能があると考えています。①は、地域の人々の
歩行距離が伸びるということ。長い距離を休み
なく歩いてくださいと言われたら、もう帰りタ
クシー使いたくなりませんか？でも、途中途中
にベンチがあれば、疲れをほどよく取りながら
歩き続けられ、歩行距離UPにつながっていき
ます。これは、④の生活習慣病やフレイル予防、
健康に対してのアプローチ、ひいては医療費削
減への影響も期待できます。次に、②の滞在時
間の長さ。そのエリアでの滞在時間が延びると
いうことは、そのエリアで買い物をするなど何
か消費活動する機会が増え、③の経済効果UP
にもつながります。ただ、私はこの他にもう一
つ、五番目の効果があると思っています。それ
は、このまちに優しい心があるということが目
に見えてわかるということです。東京はさまざ
まな事情があって、ほとんどベンチを置いてい
ません。ベンチがなくてカフェに入るとか、何
かペイしないと座れない状況に陥っています。
ですから、あなたがどんなときでも、ここで一
休みできるんだよっていう風景が、優しさがま
ちの中で可視化されていることが大事だと思っ
ています。

実は、東京の京橋という通りで実験的にベン
チを置いています。文句を言う人も戸惑う人も

図7　講演会の様子
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1　はじめに
分譲マンション（以下、「マンション」とい

う。）は、主に都市部においてなくてはならな
い主要な居住形態である。現在、マンションを
取り巻く大きな課題として、建物の老朽化、居
住者の高齢化という「2つの老い」（これに管
理組合の高齢化を合わせて「3つの老い」とい
うこともある。）が急速に進行している。戸建
住宅とは異なり、ひとつの建物を多くの人が区
分所有するマンションは、権利関係が複雑化し
て合意形成が難しく、また、建物の規模も大き
いことから、適切な維持管理・再生がされなけ
れば、居住環境の悪化や資産価値の低下のみな
らず、周辺市街地へ悪影響を及ぼすおそれもあ
り、早急な対応が必要となっている。

名古屋市では、2020年6月のマンションの管
理の適正化の推進に関する法律の改正を受け、
2022年3月に「名古屋市マンション管理適正化
推進計画」を策定、「名古屋市マンションの管
理の適正化の推進に関する条例」の制定を行
い、マンションの管理状況を把握し、管理実態
に即した適切な支援をすることを目的に、2022
年10月に政令指定都市で初となる管理状況の
届出の義務化を開始した。

本研究は、名古屋市におけるマンションの現
状・課題注（1）を明らかにするとともに、今後の
マンションの管理及び再生に向けた施策事業の
方向性を示すことを目的とする。

2　名古屋市におけるマンション
の現状と課題

（1）名古屋市のマンションストックの現状
名古屋市内のマンションストックの推移を図

1に示す。2023年3月末時点で、名古屋市内に
はマンションストックが約6,000棟、約22.7万
戸あり、最も古いマンションは1961年に建設

（築62年）、1983年までに建設（築40年以上）
されたマンションは1,685棟（27.8％）である。
経年的にみると、1980年代前半頃と1990年代
後半から2000年代前半にかけて建設のピーク
があるが、以降の新規建設棟数は大きく減少し
ている。直近5年間においては、棟数ベースで
はピーク時の約3割程度となっているが、マン
ションの大規模化の傾向がみられる。

図1　名古屋市内のマンションストックの推移 
（棟数）

名古屋市内のマンション棟数を新しいものか
ら10年ごとに区分して表1に、分布状況を図2
に示す。

名古屋市における分譲マンションの管理・再生に
関する研究

元名古屋都市センター　調査課　　田賀　雅宏

〈令和5年度 名古屋都市センター研究報告〉



98

Urban・Advance No.83 2025.03

（2）近年の新築マンションの供給動向
図2に示したマンションの分布のうち、2014

年以降のものを図3に示す。
図3及び表1より、直近の10年間においては、

商業地域等が指定され指定容積率が高く、高度
地区の指定のない名古屋市中心部にマンション
の新規建設が集中し、併せて大規模化が進んで
いることが分かる。

地理院タイルを加工して作成地理院タイルを加工して作成

図3　名古屋市内のマンションの分布 
（2014年以降）

マンションの価格については、国土交通省が
公表する不動産価格指数の推移（図4）をみる
と、2013年頃から著しく高騰している。その
背景として、マンションの価格を構成する工事
費、土地価格がともに上昇傾向にあることが考
えられる。

図4　不動産価格指数（マンション（区分所有））
の推移（愛知県）

表1　築年数別・戸数別のマンション棟数注（2）

� （単位：棟）

戸数 築50年
以上

築40～
49年

築30～
39年

築20～
29年

築10～
19年

築10年
未満 計 旧耐震

10戸未満 83 155 125 45 3 0 411 208
10～19戸 83 403 421 452 74 28 1,461 337
20～29戸 91 251 320 479 198 97 1,436 257
30～49戸 66 270 237 438 260 151 1,422 279
50～99戸 49 155 167 238 218 193 1,020 183
100戸以上 18 61 38 39 71 75 302 66

計 390 1,295 1,308 1,691 824 544 6,052 1,330
駅そば 225 826 802 995 607 485 3,940 812

非駅そば 165 469 506 696 217 59 2,112 518

図2　名古屋市内のマンションの分布
地理院タイルを加工して作成地理院タイルを加工して作成

名古屋市内のマンションのうち65.1％が駅そ
ば圏内注（3）に立地している。経年的にみると、
マンション建設の初期の頃は、中区や覚王山駅
周辺をはじめとした地下鉄東山線沿線の栄以
東、地下鉄鶴舞線沿線を中心に、規模としては
小～中規模のマンションが多く建設され、1980
年代からは、鉄道沿線外の市南西部、南東部を
含む広範に建設が広がり、徐々に小規模のマン
ションの割合が減少、1994年以降（築30年未満）
は10戸未満のマンションの割合が大きく減少
している。近年は、再び駅そば圏内、特に都心
部に建設が集中しており、新規建設の棟数が減
少するなか、小規模マンションが減少、大規模
化する傾向がみられる。20戸未満のマンショ
ンのうち67.9 ％は1993年までに建設された築
30年以上のものである。
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　�大規模修繕を実施していない、かつ、実施
予定もない

・大規模修繕前回15年超注（4）：
　�大規模修繕を実施してから15年経過、か

つ、実施予定がない
マンションの築年数別に管理不全の兆候を

集計したものを表2に示す。届出のあったマン
ションのうち、管理不全の兆候が1つ以上みら
れたマンションは453棟で全体の9.0 ％であっ
た。このうち、修繕積立金のないものが71棟、
大規模修繕の未実施または前回実施から15年
経過したものが364棟と、大規模修繕に課題を
抱えているものが多い。

築年数別にみると、築30年以上（1993年以
前に建設）のマンションにおいて、管理不全の
兆候ありの割合が高くなり、このうち、築30
～39年（1984年から1993年に建設）のマンショ
ンにおいては、大規模修繕から15年を経過し
たものが約77.6 ％であった。さらに、築30年
以上のマンションにおける管理不全の兆候を戸
数別に整理すると表3のとおりで、戸数20戸未
満の小規模マンションにおいて、管理上の課題
を抱えているものが多いことが分かる。

ただし、管理不全の兆候の指標に該当してい
ても、現時点では、マンション内のコミュニ
ティが良好である場合など、健全なマンション
管理運営がなされている場合は、実態としてマ
ンションの管理に問題が起こっていないことも
ありうることに注意する必要がある。

表2　築年数別の管理不全の兆候
� （単位：棟）

築年数 棟数

管理不全の兆候 兆候あり

総会 
なし

管理 
規約 
なし

修繕 
積立金 
なし

大規模修繕
棟数 割合

未実施 前回 
15年超

築50年以上 308 8 6 5 14 14 41 13.3%
築40～49年 1079 20 12 52 29 89 174 16.1%
築30～39年 1026 9 4 13 18 118 152 14.8%
築20～29年 1388 0 0 1 18 33 52 3.7%
築10～19年 728 0 1 0 30 1 31 4.3%
築10年未満 531 3 1 0 0 0 3 0.6%

計 5060 40 24 71 109 255 453 9.0%

工事費や土地価格が上昇すれば、マンション
建設のコストに応じて分譲価格も上昇していく
ことになるが、土地利用の規制等により高価格
設定や一括大量分譲ができないエリアでは、戸
当たりの分譲価格が上がりすぎて事業が成立し
にくくなり、その結果として、名古屋市全体で
はマンション新築棟数が減少するなかで、都心
部への集中、高層化が進んでいると考えられ
る。また、マンションの事業が成立するエリア
では、その需要を受けて土地の価格も上昇し
ており、マンション価格のさらなる高騰につな
がっているという側面もある。一方で、価格の
高騰に対して実際にマンションの購入がされる
のは、居住地としての評価が高く、人気のある
エリアが中心となることから、現在の名古屋市
内では、マンション事業が成立するエリアは限
定的になりつつあると考えられる。いわゆるタ
ワーマンションにおいては、高層階を高価格で
分譲し、低層階の居室を狭くして低価格で分
譲するような形態が多いものの、マンション価
格全体が上がっていくことで、市内の新築マン
ションの購入のハードルはより高くなることが
想定される。

また、建設コストの上昇の影響として、マン
ション建替え再生事業においても、事業性の確
保がより困難になることが想定される。

（2）マンション管理状況届出データの集計分析
名古屋市内のマンションの管理状況につい

て、マンション管理状況届出データを集計し
た。提出率は83.6％（5,060棟）である。マンショ
ンの管理上に課題があり、改善がなされなけれ
ば、いずれ外壁の剝落等の外部不経済の発生等
につながる可能性のあるマンションを評価する
指標として、次の5項目を設定した。

・総会なし：総会を年1回開催していない
・管理規約なし：管理規約がない
・修繕積立金なし：�修繕積立金を徴収してい

ない
・大規模修繕未実施注（4）：
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は、元の土地所有者がマンション内の一定の区
分所有を占め、実質的な管理者の役割を担って
いたケースもある。このような場合は、管理不
全の兆候の指標に該当していても、実態として
問題は起きていないかもしれないが、今後、非
居住化の進行や居住者の入れ替わりで居住者の
構成が変化した時や、相続の発生や売却等によ
り管理運営の中心を担ってきた人がいなくなっ
た時に、管理不全に陥ってしまう可能性があ
る。

以上より、特に築40年以上（1983年以前に
建設）のマンションにおいて管理不全の兆候が
みられるのは、経年的にマンション管理の状況
が悪化していったというよりも、マンションが
建設された年代の影響が大きいと考えられる。
従って、築30年未満（1994年以降に建設）の
マンションは、ほとんどが管理運営を外部委託
していることも踏まえると、年数を経ることの
みによって、管理不全マンションとなるという
ことは考えにくい。ただし、築年数が上がれば
非居住化率が上がり、居住者の高齢化も進んで
いくため、マンション内のコミュニティを良好
に維持していくことが必要である。

一方で、管理不全の兆候があるマンションの
うち、修繕積立金のないものが71棟、大規模
修繕の未実施または前回実施から15年経過し
たものが364棟で、大規模修繕に課題のあるマ
ンションが多いことが分かったが、マンション
全体でみても築30年以上のマンション（1993
年以前に建設）において、長期修繕計画を作成

これらの高経年・小規模マンションが管理不
全となる要因については、次の2つが挙げられ
る。

①マンション管理に関する法制度への未対応
マンション管理の基本である、「建物の区分

所有等に関する法律」いわゆる区分所有法は、
1962年に制定され、マンションの増加に伴い、
1983年に大幅に改正された。改正内容には、
区分所有者が管理のための団体（管理組合）を
構成すること等が挙げられる。また、1982年
には国土交通省（当時は建設省）が中高層共同
住宅標準管理規約（現在のマンション標準管理
規約）を制定、1997年には標準管理規約に長
期修繕計画の作成を管理組合の義務として位置
付けるよう改正している。これらの法制度の改
定等の流れに十分に対応できていないマンショ
ンにおいて、管理不全の兆候が表れている可能
性がある。

②�高経年・小規模マンションにおける管理運営
の実態
高経年・小規模のマンションには、自主管理

のものの割合が高いが、特に、小規模マンショ
ンにおいては、居住者が少ないがゆえに、寄合
所帯で運営ができていたことや、居住者の中に
強力なリーダーシップをとる人がいたことなど
により、管理組合の組成や総会の開催等が不十
分でもマンションの管理運営ができてきたケー
スがある。また、等価交換マンションにおいて

表3　戸数別の管理不全の兆候（築30年以上）
� （単位：棟）

戸数 棟数

管理不全の兆候 兆候あり 管理不全の兆候数別棟数

総会 
なし

管理 
規約 
なし

修繕 
積立金 
なし

大規模修繕
棟数 割合 兆候数 

1
兆候数 

2
兆候数 

3
兆候数 

4未実施 前回 
15年超

10戸未満 259 15 6 28 18 15 65 25.1% 50 14 0 1
10～19戸 700 16 12 19 17 70 115 16.4% 98 15 2 0
20～29戸 550 3 4 18 11 57 88 16.0% 84 3 1 0
30～49戸 482 2 0 3 8 50 60 12.4% 58 1 1 0
50～99戸 316 1 0 1 5 26 33 10.4% 33 0 0 0
100戸以上 106 0 0 1 2 3 6 5.7% 6 0 0 0

計 2413 37 22 70 61 221 367 15.2% 329 33 4 1
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る。そのなかで、大規模修繕や改修に併せて住
宅としての付加価値を付けるなどで、特に若い
世代の新たな入居の促進が図られることが望ま
しいと考える。加えて、将来的なマンション再
生に向けて、マンション内での議論や資金の積
立て等の取組みを始めるよう促す必要があると
考える。

③�マンション新築時から将来の再生を見据えて
取り組む
名古屋市内のマンションの大規模化・高層化

が進むなか、マンションの再生は容易ではない
ということを踏まえ、新たなマンションが将
来、管理不全や再生が困難なマンションとなっ
てしまうことがないように、分譲時点から再生
までを見据えてマンションを管理・運営するこ
とが必要である。都心部で増加傾向にある大規
模マンションについては、比較的新しいものが
多いが、長期的な視点で、管理状況の推移をみ
ていく必要がある。

（2）マンション管理・再生に向けた施策の提案

①高経年マンションへの支援
管理状況届出の提出や耐震診断の促進につい

て、小規模マンションに対して特に重点的に取
り組むとともに、管理不全マンションや自主管
理マンションに対する支援の充実が必要であ
る。高経年・小規模のマンションで、自主管理
のマンションについては、管理を外部に委託し
ようとしても、受け手がいなかったり、管理費
の増加に対応できないこともあるため、いずれ
はマンションが自立して管理運営できるところ
を目指した、伴走型支援が良いと考える。名古
屋市では、分譲マンション外部役員派遣事業等
の支援制度を推進しており、さらなる拡充によ
る対応が考えられる。マンション管理届出制度
では、届出が必要なマンションの管理状況等に
ついて、5年ごとに、書面による調査を行うこ
ととなっているので、継続的な状況把握や、状

しているマンションの割合が低下していること
等、今後、大規模修繕の実施に課題のあるマン
ションがさらに増加していく可能性がある。工
事に掛かる費用が増加傾向にあるなかで、マン
ションが外部不経済を起こさないよう、どのよ
うに維持管理していくかということも大きな課
題であるといえる。

3　名古屋市における今後のマン
ションの管理・再生の方向性

（1）今後のマンション管理・再生の方向性

①�高経年マンションが都市の不良ストックにな
ることを阻止する
マンションの建替え再生がより難しくなって

いくことが想定される状況においては、除却に
よる再生も現実的な選択肢であり、そこへ向け
た誘導についても、真剣に議論、検討する時期
が来つつあるのではないかと考える。

まずは、居住者自らがマンションの状況を知
るうえでも、マンション管理状況届出の提出率
向上と耐震診断の実施の促進を図ることが必要
である。工事費の上昇等により、高経年マン
ションの建替え再生が可能な条件は限定的であ
り、ストックとしての価値が下がっていること
や、居住環境が現代のニーズと合わないことも
考慮すると、管理不全のマンションや耐震性不
足のマンションは、管理改善のうえで現居住者
が安心安全に住み続けられるようにしつつも、
将来的な除却も視野に入れた再生を促す必要が
ある。そのためには、個々のマンションの事情
や課題に応じた、きめ細かなプッシュ型による
支援の強化する必要がある。

②�高経年に至らないマンションは、価値向上を
図りつつ、再生に向けた検討を進める
築30年未満のマンションにおいては、長寿

命化を図り、質の高いマンション管理を継続し
て、良好な住環境を維持することが基本であ
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乗せ助成をするといった制度を、名古屋市独自
の取組みとして導入できれば、周辺都市との差
別化も図られ、名古屋市が居住の地として選ば
れることにもつながると考える。このようなこ
とは、住宅施策としてのみでは考えにくいかも
しれないが、人口対策や福祉施策の面からは、
行政関与の必要性や可能性があるのではないだ
ろうか。非居住化の進むマンションでは、高経
年マンションの建替え再生の際の仮住まいや、
居住者の移転先として活用することも考えられ
る。

また、市内の中古マンションを選択してもら
えるようにするには、マンションに関する情報
を広く提供することも重要である。マンション
の管理状況等を評価・公表する仕組みとしては、
国のマンション管理計画認定制度や一般社団法
人マンション管理業協会のマンション管理適正
評価制度があるが、これら評価制度への登録を
促すとともに、神戸市のように、マンション管
理状況届出の情報を開示することで、市場での
評価につながるとともに、マンション管理に対
する意識や管理の質の向上が期待できる。

一方で、中古マンションは新築マンションに
比べて安価で購入できるものの、耐用年数の関
係上ローンが組みにくいところがある。社会全
体で、中古マンションでも管理状況やリノベー
ションによる価値向上を評価できるように変え
ていければと考える。

④中長期的な検討課題
都心部を中心に増加している大規模マンショ

ンについては、現時点では、管理運営が良好に
なされており、問題が顕在化していないが、入
居者の属性の差による合意形成の困難さなどの
特有の課題もあるため、中小規模のマンション
に比べて再生事業の成立がより困難になること
が想定される。将来の再生に向けて、まずは、
居住者の入居や転居の状況の推移や、居住の意
向を把握することが有効であると考える。

また、マンションのライフサイクルの観点か

況変化に応じたフォローアップ体制の構築がで
きることが望ましい。

②総合的なマンション建替え再生方策の検討
マンションの建替え再生については、集約連

携型都市を目指した駅そば圏内における再生
と、土地の高度利用の難しい郊外部における再
生のそれぞれにおいて、事業採算性の評価や、
事業手法、あるいは規制の見直しといったこと
を検討することが求められるが、民間主体のマ
ンション事業という要素も強いことから、事業
者と連携した再生シミュレーションやケースス
タディの実施が必要である。その際には、マン
ション所在地の住宅地としての評価やニーズも
考慮して、敷地売却の可能性も示す必要がある
と考える。そのなかで、居住者にとって必要な
費用の明確化や、マンション解体に向けた費用
確保の方策、移転した場合の生活再建までのシ
ナリオといったことも検討することができれ
ば、マンション再生を検討する居住者に対し
て、建替えのメリット・デメリットをしっかり
と説明することができるのではないかと考え
る。

また、高経年マンションでは居住者の高齢化
も進んでいるため、マンションの売却を選択で
きるようにするためには、移転先の斡旋支援や
市営住宅等への受入れ、生活支援策についても
検討が必要である。高齢福祉施策との連携がで
きると望ましい。

③�市内居住の促進に向けた既存マンション価値
の向上
高経年に至らないマンションにおいては、長

寿命化と合わせて、新たな入居を促進できるよ
う、居住ストックとしての価値の向上につなが
る取組みができればと考える。例えば、リノ
ベーションの際に、駅そば圏内等の立地条件や
長期修繕計画、修繕積立金の状況等に一定の条
件を付したうえで、子育て世帯に向けた居室空
間に改装する場合には、既存の制度に対して上
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ら、マンションの新築分譲時から、再生がより
円滑に進められるよう、解体や再生に向けた資
金確保、管理・修繕等の運営のあり方について
の検討や、区分所有者や購入者に対する将来の
備えの必要性の啓発が必要であると考える。

4　おわりに
分譲マンションは市内居住のための貴重なも

のではあるが、分譲マンションの管理・再生は
居住者や所有者だけでの問題でなく、問題が深
刻化すると都市全体に様々な影響が波及するこ
とが懸念されるため、市内で簡単に解消できな
いストックとして累積を続けてしまうような事
態は阻止しなければならない。これからの分譲
マンションは、可能な限り長く使い続けること
を前提として、将来に向けて、居住者や所有者
だけでなく、事業者や自治体も一緒に、総力を
もって時間をかけて対策を進めていくことが必
要だと考える。

補注
（1）	 名古屋市住宅都市局から名古屋市内の分譲マン

ションの所在地、建設年及び戸数を収録したデー

タベース（2023年3月31日時点）及び分譲マン

ション管理状況届出のデータベース（2023年3月

31日時点）の提供を受け、集計分析を行った。

（2）	「旧耐震」は、1981年以前に建設したマンション

を対象とする。

（3）	 現在の鉄軌道駅から800m圏内とする。

（4）	 築15年未満のマンションを除く。
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1　はじめに
2012（平成24）年度に名古屋市と名古屋港

管理組合が共同で策定した中川運河再生計画
（以下、「再生計画」という。）では、方針とし
て、人と人、人と運河をつなぎ、水や緑、生き
物に親しめる水辺空間の形成などを打ち出して
いる。具体の施策として、憩い・にぎわいのあ
る空間の創出、運河や周辺の歴史資産の保存・
活用や緑地・プロムナードの設置が示されてい
る。

再生計画の策定後における取組みとして、名
古屋港管理組合では、再生計画に掲げるにぎわ
い施設等を誘導するため、2015（平成27）年3
月に「中川運河再生計画に基づく沿岸用地の土
地貸付に関するガイドライン」注（1）（以下、「ガ
イドライン」という。）を策定し、沿岸用地に
バーミキュラビレッジ（愛知ドビー㈱）や珈琲
元年（富士コーヒー㈱）などの誘致を実現して
きた。

さらに、2017（平成29）年度より、水上交
通の活性化に向け、都心と名古屋港を結ぶ「ク
ルーズ名古屋」の運航が開始されるとともに、
市民交流・創造活動の展開として、2013（平成
25）年度から10年間にわたり、中川運河を舞
台に「ARToC（アートック）10」というアー
ト活動への助成事業が実施されるなど中川運河
再生に係る様々な取組みが行われ、にぎわい創
出の動きが始まっている。

更なるにぎわい創出に向けて、既存緑地であ
る堀止緑地（以下、｢堀止緑地｣ という｡）や老
朽化した護岸の補強工事で生まれた上部空間を
活用したプロムナードが整備され、沿岸用地が

憩いの空間として機能しつつある。
こういった動きが進む中、中川運河の水辺を

活かした魅力的な都市空間の創出に向け、取組
みが進められるなど中川運河を取り巻く情勢が
変化してきており、中川運河の再生を更に加速
化していくため、2023（令和5）年10月には、
再生計画更新版が策定された。

他方、全国の港湾緑地においては、民間活力
を活用して魅力あるにぎわい空間機能を付加さ
せたいニーズが顕在化していることを受け、国
土交通省港湾局は、2022（令和4）年12月、収
益施設から得られた収益を港湾緑地の整備や維
持に還元する事業者に収益施設の設置を可能に
する港湾環境整備計画制度（以下、｢みなと緑
地PPP｣ という。）を創設した。

そこで、本研究では、中川運河において、に
ぎわい空間の創出や緑化の推進に向け、堀止緑
地を含め、みなと緑地PPPの活用による沿岸
用地への収益施設の誘導可能性について、ガイ
ドラインとの比較を通して明らかにすることを
目的とする。

2　本研究の対象範囲
本研究の対象範囲は、再生計画にあるにぎわ

い誘導を目指す中川運河の長良橋以北の区域
（以下、「にぎわいゾーン」という。）とする（図
1参照）注（2）。

にぎわいゾーンは、名古屋駅に近いささしま
ライブ24地区に隣接する「堀止地区」、堀止地
区から小栗橋に至る「北支線」、小栗橋から松
重閘門に至る「東支線」、長良橋から小栗橋に
至る「北幹線」で構成されている。

名古屋都心部に繋がる中川運河における港湾緑地の高度化に関する研究
～みなと緑地 PPP の活用によるにぎわい空間の創出～

元名古屋都市センター　調査課　　伊藤　健治

〈令和5年度 名古屋都市センター研究報告〉
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3　みなと緑地PPPを活用した港湾
緑地への収益施設の導入可能性
の検討

（1）�港湾緑地に収益施設を誘導する意義、み
なと緑地PPPの活用メリット

1）�収益施設を誘導することによる港湾緑地の
機能拡大

港湾緑地は、国土交通省港湾局の資料による
と、港湾における就労環境や生活環境の向上並
びに良好な自然環境の保全や向上等に資する港
湾環境整備施設（緑地、海浜、植栽、広場、休
憩所等）と定義されており、名古屋港において
も、港湾緑地の積極的な整備や活用が期待され
ている。今般、港湾法改正によりみなと緑地
PPPが創設されたことから、港湾緑地に収益施
設の立地が可能となり、港湾緑地が憩いの空間
のみならず、にぎわい空間の創出にも活用でき
る可能性が高まってきた。

例えば、堀止緑地は、2017（平成29）年度
に一部を供用開始し、2024（令和6）年4月に
全面供用となった樹木や芝生が広がる港湾緑地
であり、一般市民の憩いの場として利用されて
いる。ここに、みなと緑地PPPを活用し、同
緑地に収益施設の誘導を進めることで、憩いの
空間と収益施設が併存するにぎわい空間を有す
る高度な緑地を形成できる可能性がある。

また、これまで港湾倉庫等に利用され、名古
屋港及び背後圏経済の発展に寄与してきたもの
の、徐々に利用されなくなっている沿岸用地に
ついては、港湾緑地に位置付け、利用転換する
ことにより、緑化の推進とともに、港湾物流空
間から憩いの空間やにぎわい空間への転換が可
能になるものと考えられる。
2）みなと緑地PPPの概要（図2参照）

次に、港湾緑地に収益施設の誘導を可能にす
る制度であるみなと緑地PPPの概要について
説明する。みなと緑地PPPは、2022（令和4）
年12月の港湾法改正に伴い、港湾緑地等にお
いて、カフェ等の収益施設の整備と当該施設か

堀止地区では、地区の西側に「堀止緑地」が
整備され、憩いの場として利用されている。ま
た、地区の東側では、名古屋市がにぎわい事業
者の公募を進めた結果、名古屋ステーション開
発㈱が提案したホテル等の施設の計画が公表さ
れており、将来的に、多くの人でにぎわうこと
が期待されている。

北幹線では、にぎわい施設を名古屋港管理組
合が誘導したところ、鋳物ホーロー調理器ブラ
ンド「バーミキュラ」の製造・販売を手掛ける
愛知ドビー㈱の体験型複合施設「バーミキュラ
ビレッジ」や富士コーヒー㈱の旗艦店「珈琲元
年」が立地し、多くの人でにぎわっている。

北支線や東支線では、中川運河の開通以降、
引き続き、港湾関連用地として利用されている
ものの、一部において低未利用の状態にある。

本研究において、「にぎわいゾーン」を対象
範囲とした理由は、名古屋駅に近い都心部に位
置しており、既に港湾計画で緑地に位置付けら
れ整備された堀止緑地や、以前から港湾関連用
地として利用されている用地について、将来的
に、収益施設の誘導とともに一般市民が緑や水
辺を楽しめるにぎわい空間の創出の可能性があ
ると考えられるためである。

図1　本研究の対象範囲
出典：中川運河にぎわいゾーンにぎわい創成 

プロジェクト（平成29年3月）
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公共インフラであることを理由として、緑化を
含めた基盤整備に国の支援が受けられるため、
収益施設の設置を考える民間事業者が魅力を感
じやすい仕組みとなっていることにある。

2つ目として、港湾緑地内に設置された収益
施設の利用者のみならず、その収益施設を利用
しない方も敷地に立ち入って楽しむことが可能
となることである。名古屋港管理組合では、ガ
イドラインを策定し、公募により沿岸用地を収
益事業者に貸付している。しかしながら、収益
事業者が設置した施設は、利用者でにぎわって
いるものの、一般市民が近寄りがたいといった
課題を抱えており、その解決に向けては、沿岸
用地を港湾緑地に利用転換することにより、沿
岸用地に一定の公共性を確保することが必要と
なる。

最後に3つ目として、港湾緑地は公共インフ
ラであるがゆえに、行政が率先して港湾緑地の
立地条件やコンセプトに合致した多種多様な収
益施設を誘導できることである。

みなと緑地PPPの活用により、これまでは、
憩いの空間に過ぎなかった港湾緑地や、ひいて
は、これまで港湾関連用地として利用されてい
た用地においても、収益施設を誘導し、にぎわ
い空間を創出できることが期待されている。

ら得られる収益を還元して緑地等のリニューア
ルを行う民間事業者に対し、緑地等の行政財産
の貸付を可能にする認定制度である。

この制度が創設された背景として、港湾緑地
は、これまで、港湾で働く人たちの休憩の場、
港湾地域と住宅地を隔てる緩衝緑地、一般市民
の憩いの場として機能してきた。しかしなが
ら、港湾緑地の維持管理に係る費用の負担感が
強まってきており、また、民間活力を活用して
魅力あるにぎわい空間としたいといった必要性
も顕在化しつつあった。

この制度に対する国の期待は、みなと緑地
PPPの活用により、港湾緑地の管理者は、緑地
の整備、管理に係る財政負担の軽減が図られ、
民間事業者は、港湾緑地に導入した収益施設か
ら長期間安定的な収益が得られ、一般市民は、
飲食施設などが充実した利便性、快適性、安全
性の高い港湾緑地を楽しめることである。

なお、国土交通省ホームページにある資
料注（3）では、「既存の緑地ではなく、新設の緑地
においても本制度を活用することは可能です
か？という問いに対し、可能です。本制度は、
必ずしも老朽化・陳腐化した緑地等のみを対象
としているものではございません。新設の緑地
においてもご活用いただけます。」と記載され
ていることから、国は、みなと緑地PPPにより、
既存の港湾緑地のみならず、これまで活用が困
難であった用地についても、港湾緑地に利用転
換した後、収益施設の誘導を図ることで、にぎ
わい空間の創出や土地の有効活用が図られるこ
とを期待していることが窺える。
3）みなと緑地PPPのメリット

国土交通省の資料では、みなと緑地PPPの
活用メリットとして、水際線を活用した質の高
いにぎわい空間の創出、民間資金の活用による
緑地の整備、管理にかかる財政負担の軽減など
が列挙されている。

みなと緑地PPPを本研究の対象であるにぎ
わいゾーンで活用する1つ目のメリットとして、
港湾緑地は、収益施設を誘導できるとはいえ、

図2　みなと緑地PPPを活用した港湾緑地イメージ
出典：国土交通省
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セス性の関係から見た沿岸用地の現状
沿岸用地が、収益施設の設置しやすさや一般

市民のアクセス性の観点からどのような位置づ
けにあるか分かりやすく示すために、収益施設
の設置しやすさ（用地の広さ、使いやすさ）を
横軸、アクセス性（立ち寄りやすさ）を縦軸と
したマトリックス表を作成した。マトリックス
表を作成した理由は、沿岸用地の現状と目指す
目標（にぎわい空間の創出に資する収益施設の
誘導）との関係を明確にして、改善の必要性を
浮き彫りにするためである。

そこで、沿岸用地を、堀止緑地、北幹線、北
支線、東支線の4つに分類し、マトリックス表
に落とし込んだ（図3参照）。

図3　収益施設の設置しやすさと一般市民の 
アクセス性の関係

（3）調査結果
沿岸用地への収益施設の誘導方法の検討に当

たり、はじめに、土地の収益性に着目したとこ
ろ、土地の収益性の高いガイドラインによる誘
導が有効であることが分かった。しかしなが
ら、収益事業者の地代負担が大きくなるため、
事業者の進出判断が困難になる可能性があるこ
と、また、収益事業者の私権が発生するため、
一般市民が立ち寄りにくくなるといった課題の
あることも分かった。

このことから、土地管理者が収益施設の誘導
を進めるのであれば、事業者や一般市民の立場
においては、港湾緑地におけるみなと緑地PPP
を活用した収益施設の設置を期待するのではな

（2）�収益施設の誘導に必要な事項の整理及び
検討

収益事業者が、沿岸用地に収益施設の設置を
検討する場合、集客に必要なアクセスの良さや
用地の使いやすさを重視するものと考えられ
る。そこで、沿岸用地のうち、堀止緑地、港湾
緑地への転換可能用地（北幹線、北支線、東支
線）の現状について調査した。
1）�立地条件の確認（収益施設の設置しやすさ、

アクセス性）
・収益施設の設置しやすさの状況

堀止緑地は、面積が1haあり、土地の形状も
良く、収益施設の立地条件が整っているものと
考えられる。北幹線は、土地の奥行が36mあり、
まとまった土地を確保できる可能性のある魅力
的な条件である。しかしながら、北支線や東支
線は、土地の奥行が9mと狭く、収益施設の設
置には制約が多い状況である。
・�アクセス性の状況（最寄り駅からの徒歩所要

時間）
堀止緑地は、名古屋臨海高速鉄道あおなみ線

ささしまライブ駅（以下、「ささしまライブ駅」
という。）から徒歩5分程度であるが、名古屋
駅からは徒歩20分以上要する立地条件にある。

北幹線、北支線、東支線は、名古屋駅からや
や距離があり、アクセス性に課題がある。東支
線については、名鉄山王駅に近いものの、北支
線や北幹線は、名鉄山王駅やささしまライブ駅
から徒歩で10分以上要し、バス路線に頼らざ
るを得ない状況である。
・立地条件の現状認識と対応

このような条件の下では、収益事業者に対
し、収益施設の設置を働きかけることは困難で
ある。とはいえ、このような状況の改善が進ま
ないと沿岸用地が遊休化し、一般市民の立ち寄
りにくい活気のない場所となる恐れがあるた
め、一般市民や収益事業者に、中川運河が持つ
潜在的価値を訴求できるようにするための施策
に取り組む必要があると思われる。
2）�収益施設の設置しやすさと一般市民のアク
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置しやすさや一般市民のアクセス性の改善
（1）収益施設の設置しやすさの改善
収益事業者が施設を設置しやすいと考える条

件は、施設配置など用地の使い方に制約が少な
く、適正な賃料が設定されていることである。
そのため、土地管理者において、収益施設の収
益性に応じ、用地の貸付面積や地代を柔軟に設
定したり、土地造成や駐車場、浮桟橋、トイレ
など基盤施設の整備を行ったりすることが必要
になる。
（2）一般市民のアクセス性の改善
一般市民のアクセス性向上策として、名古屋

市営バスやささしまウェルカムバスといった既
存バス路線の充実はもとより、駐車場の設置
や、回遊性や連坦性が確保できるプロムナード
整備、最寄り駅における案内看板の設置、水上
交通の利便性が高まる小型船用係留施設の整備
が考えられる。

ステップ2　みなと緑地PPPを活用した中
川運河の港湾緑地に適した収益施設の誘導

ステップ1の実施により、収益施設の誘導を
進めるための環境整備が整った段階において、
中川運河に相応しい収益施設の誘導を進めるこ
とが可能となる。

堀止緑地では、水面を望むカフェ、都心で
バーベキューが楽しめるグランピング施設、水
面に浮かぶ水上レストラン、北支線や東支線で
は、狭小地での立地が可能なコンテナハウス、
キッチンカー、水面やプロムナードの利用者の
利便性向上を図る施設（ランニングステーショ

いかと考えられる。
沿岸用地のうち、北幹線については、土地に

十分な奥行があって利用しやすく、土地管理
者、収益事業者の双方が収益性を高めることが
できるため、ガイドラインによる誘導が有効と
考えられる。他方、北支線、東支線については、
土地が使いにくく収益性が低いことから、港湾
緑地として整備を進めながら、収益事業者の地
代負担が軽減されるみなと緑地PPPによる誘
導が現実的と考えられる。

4　中川運河における港湾緑地の
高度化に向けて

これまでに、中川運河の沿岸用地における港
湾緑地の高度化（港湾緑地に収益施設を誘導す
ることによるにぎわい空間の創出や緑化の推
進）の可能性を明らかにするため、はじめに、
港湾緑地に収益施設を誘導する意義やそれを可
能にするみなと緑地PPPを活用するメリット
について整理した。

次に、収益施設の設置しやすさとアクセス性
の関係から沿岸用地における収益施設の設置可
能性を把握するとともに、収益施設の誘導に向
けた改善策や中川運河に適した水辺や水面を活
用した収益施設を提案した。また、土地管理者、
収益事業者、一般市民といった異なる立場から
見た収益施設の設置のあり方についても検討し
た。以上を踏まえ、港湾緑地の高度化に必要な
事項について、以下のとおりまとめた。

ステップ1
　�沿岸用地における収益施設の設置しやす

さや一般市民のアクセス性の改善
ステップ2
　�みなと緑地PPPを活用した中川運河の港

湾緑地に適した収益施設の誘導

そこで、2つのステップについて、以下のと
おり具体的に提案する（図4参照）。

ステップ1　沿岸用地における収益施設の設
図4　中川運河沿岸用地における収益施設の誘導に

向けた施策イメージ図
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ら沖合に移動する中、港湾倉庫等が撤退し、空
地が出始めている中川運河において、一般市民
が気軽に来訪できるにぎわい空間の創出を進め
るには、行政が率先して、収益施設の設置しや
すさや一般市民のアクセス性を改善するととも
に、港湾緑地において、みなと緑地PPPを導
入し、水面を生かした収益施設の誘導を進める
ことが必要であると論じてきた。

特に、収益施設の誘導の確度が低いと思われ
る北支線や東支線については、土地管理者によ
る土地造成や駐車場の設置などの基盤整備、浮
桟橋の設置による付加価値創出、みなと緑地
PPPの活用による貸付面積や地代設定などの
柔軟な対応や支援がどうしても必要になると考
える。仮に、本研究における提案を実行しよう
とする際には、実用に耐えうるかどうかを検証
すべきと考えられる。例えば、仮設店舗を準備
して、事業者にトライアルしてもらうことも一
案であるが、多額の費用と労力に見合うメリッ
トを見出すことが困難であり、現実的でないと
考えられる。また、収益施設の設置を前提に港
湾緑地を整備したものの、収益事業者の応募が
なかったという事態も実際に起こりうる問題と
して想定する必要があり、実用性の検証の進め
方については、今後の課題としたい。

6　むすびに代えて
中川運河の沿岸用地への収益施設の誘導は、

にぎわい空間創出に向けた手段であり、ゴール
は、沿岸用地が一般市民の立ち寄りやすい空間
になることであると考えている。そのために
は、単に収益施設が設置されるだけではなく、
一般市民の便益及び中川運河という都市空間の
付加価値の向上が求められ、その手段として、
沿岸用地を港湾緑地に利用転換し、収益施設の
誘導（港湾緑地の高度化）を進めることが有効
と考える。

本研究では、沿岸用地を堀止緑地、北幹線、
北支線、東支線の4つに分類した上で、収益施

ン、喫茶スペースなど）、北幹線では、これま
での収益施設の誘導実績を生かした収益施設が
有効と考えられる（図5参照）。

5　まとめと考察
本研究の主題である「港湾緑地の高度化」に

ついては、「港湾緑地」を「既存緑地及び港湾
緑地に利用転換され、収益施設の設置しやすさ
やアクセス性が改善された港湾緑地」、「高度
化」を「港湾緑地に運河の水面を生かすととも
に、土地の特性を踏まえて、みなと緑地PPP
を活用した港湾緑地への収益施設の誘導を進め
ることによる一般市民でにぎわう空間の創出」
と定義づけたい。

名古屋港における港湾物流の中心が市街地か

図5　収益施設のイメージ
出典　上：富山市観光協会のHP

中央：国土交通省のHP
下：大阪府のHP
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設を誘導するために必要な施策や具体の収益施
設について調査研究を行った。今後、沿岸用地
を港湾緑地に利用転換した後、実際に収益施設
を誘導する際には、用地の収益性とともに、一
般市民の立ち寄りやすさを考慮しながら、最善
な手法を選択することが必要と考える。

－　　謝　辞　　－
本研究を進めるに当たり、名古屋市、名古屋

港管理組合、名古屋都市センターをはじめ関係
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定価700円

巻頭言：発展するアジアと都市づくりの同時代性
福島 茂

中国・深圳の都市発展と駅まち人自然一体TOD
野村 哲

韓国のSmart City 2.0：烏山市と釜山市の挑戦にふれて
小笠原 裕光　益子 慎太郎　新階 寛恭

台湾高雄市のスタートアップ支援とまちづくり
是枝 憲一郎

シンガポール：世界クラスの都市実現と制度基盤
福島 茂

インドネシア新首都ヌサンタラの構想と現在地
志摩 憲寿

特集テーマ論文

中川運河の再生
名古屋市住宅都市局まちづくり企画部名港開発振興課

名古屋発

まちづくりセミナー
うめきた 2 期区域（グラングリーン大阪）のまちづくり　安田 和弘
建築系愛知 17 大学共同企画展 2024

「にぎわいに続く、中川運河の新たな到達点」

シンポジウム
三の丸地区再生シンポジウム

まちづくり講演会
田中元子さんと考える「1 階づくりはまちづくり」

調査研究
名古屋市における分譲マンションの管理・再生に関する研究
田賀 雅宏

名古屋都心部に繋がる中川運河における港湾緑地の高度化に
関する研究～みなと緑地PPPの活用によるにぎわい空間の創出～
伊藤 健治    

名古屋都市センター事業報告
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